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Abstract : Abundant numbers of bivalve fossils occur from various conditional se（!imentary

layers, e. g.言丘esh-water, brackish-water, very　shallow-marine, shallow-marine　or

pure-marine conditions, 0f the Cretaceous System in Japan｡

　　　This part l contains the synthetic introductions of the occurrences of bivalve species,

outlines　of　the　geological　settings　and　relationships∇between　the　bivalve　faunas　and

sedimental fades, according to the Cretaceous strataヶwhich were located at the Chichibu

and “ＲyoUke” belts in Southwest Japan.　　　　　＼　　　　　　　　十　　　　　　　　　ニ

　　　The Cretaceous System of the Chichibu Belt are composed of the LowerしCretaceous of

the Monobegawa, Nankai and Pre-sotoizumi Groups and theコUpper Cretaceous of the

Sotoizumi Group. On the other hand, Upper Cretaceous strata, such as the Goshonoura,

Himenoura and Onogawa Groups, located at the central Kyushu, and the Izumi Group at

the Setouchi area, belong to so-called the Ryouke Belt｡

　　　Since the Nankai and Pre-Sotoizumi Groups are characterised by the Thetis｡like bivalve

faunas, the Monobegawa Group is probably concerned to SQ-callむd the Boreal-type fauna.

Lower parts of the Sotoizumi and OnogawaダGroups and Goshonoura Group are related

closely with thむNankai and Pre-Sotoizumi Groups juding from their resemble bivalve fauna

and sedimentary facies. The upper Upper Cretaceous strata of the southwest Japan　are

characterized by the bivalve faunas belonging to thむ Circum-Pacific fauna.

キフワード：　白亜紀　二枚貝相　秩父帯　領家帯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　はじめに　　　十　　　　‥

　日本の白亜系は，非海成から浅海・公海・深海成さらには海溝充填堆積物と垂直方向の広範囲の

堆積相を網羅し，各々の地層から，それに応じた量の貝化石が知られる。また，南北に長い日本列

島の地理や，地質時代のテクトニックな動きも反映して，高緯度から低緯度までの水平方向に広が

る動物相も各地に分布している。=これらの動物相は極東白亜紀の生態系や，その構造的位置関係な
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どを知る上に,V貴重な材料となるごとを示していﾄるこ6ﾚ……しかしな:が……jら,………1

帯のどまん中江あるため√=個々の動物相層の連続＼した露頭に乏ﾚﾚくぐに広範囲に散在するため√

した観察が困難なこどと,＼これまし懲の学術的調査が局所的=な内容の報告に終始している事とあい

構造

連続

した観祭が困難なことと,トこれまでの学術的調査が局所的=な内容の報告に終始している事とあいまっ

て√ごれら｡ダ)動物相を総括的に観察するﾚ研究は不十分であ＼丿たレ近年jよう十やぐ√田村(1990)によ

る非海生貝化石相の総括的研究,コ田代(1985a)によﾉる海生二枚貝化石め総括√ま……たこ=から動物相

の解析を根拠にした古地理卜古環境学的研究報告ﾉもﾀﾞ出ｿﾞば仁めず卜る□(掴代, 1985b, 1986 ;松川・

江藤√ﾄ1987)。　　：ニ　　　　　　　　　　…………………j………;…………1……1…………………＼:……=1‥‥‥‥‥

　本報告はノ‥現時点での二枚貝化石組やそれに関連ﾉしだ動物相,yj=二万万1万さ万･ら;･｡4こ堆積相ｹ,岩相柴基に，推定

される本邦白亜系の古生物地理とぞの古環境√yさjら七ぱそ/=々

及している。　　　十　　　　　＼　　　　　　犬…………………=…………＼<＼＼………ﾄ
1万……:∧.jﾄ………∧…………1万……………Ｊ

図１：西南日本の秩父帯・プ‘領家帯"∧に分布する=白亜系]=……:………∧ト……:………=▽:…………く万…………:

　………:･111:.･･物部川層群＼２：南海層群……3°:先･外和泉層群ﾉ………①:………外和泉層群犬5･=j.:1I･御所浦層群

　6ニ丿御船層群犬7⊃姫浦層群犬8⊃大野川勝群十万ﾚ9/………ト和泉層群=………………ﾄ………………I………

|『秩父帯の白亜系しとそめ二枚貝相□………1

　（Ａ）秩父北・中帯の白亜系＼…　……1　……

　関東地方から九州まで=，秩父帯中・北帯に

層の厚/さに若干の岩相の違いがみられる=もの

は,▽それらﾉの地層を,＼四国の物部川流域に模式的･l

秩父帯中・北帯の白亜系の概要を述づる。　十　……:j

物部川層群とその貝化石相レ

１：領石層……　　：　　＞　……………　……::ﾚ……:……:………ﾚﾊﾟ…………∧……………し＼………＼j…………,……ﾄ………………1　万

　下半部＼(下部層)＼は赤紫色砂・こ泥岩とその岩相を基質ぱ口た錬岩層恚=の互層で,＞化石は含まない。
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上半部（上部層）は灰色泥岩・淡青色泥岩・凝灰質泥岩ｉ細粒砂岩・粗粒砂岩とそれらの岩相を基

質とした喋岩の不規則な互層である。砂岩は一般にはワッケ質であるが，地域によっては数枚のア

ルコーズ質砂岩を挟む所もある。砂岩単層の基底部は牒質で始まり，主部はクロスラミナを伴う粗

粒一中粒の砂岩であることが多い。細粒または泥質堆積物からは多量の植物化石（領石フローラ）・

汽水生貝化石（領石層フオーナ）や，極稀に淡水生貝化石（徳島立川〔りＴｒｉｇｏｎｉｏｉｄｅｓ tｅtｏｒｉｅｎｓiｓ,

田代・奥平1993 : ？大船渡物見山のj=’ｓｅｕｄｏｐｆｉｒia ｍａtｓｕｍｏtoi，Ogasawara, 1988)を産する。

　地域によっては赤紫色岩層が貧弱（物部地域の東部・徳島立川地域や九州西部）か，欠如してい

る地域（紀州以東）もあるが，九州東部<（大分パイダテ山）や四国中部（高知西部天狗高原）付近

では層厚300mを越える。汽水生二枚貝化石相の主要な種はｕ（りａｍ-ｉｎａ ｎａａｍａｒmi, Iｓｏｄｏｍｅｒａ

ｓfiiｒｏｉｅｎｓiｓ, Ｃｏｓtｏｃｙｒｅｎａ　ｏtｓｕｆｅａｉ, 　Ｔｅtｏ凡ａ　ｓａａｃｈｕｅｎｓiｓ, Ｍ:ｙｏｐｈ,ｏｌａｓ　aiiﾚｓｅｍｉｃｏｓtａtａ,

Ｐｒｏtｏｃａｒｄ嵐山ｕfeiiなどである。九州から東北までのなかで，北と南では幾分その構成種の量比が

異なっている。例果ばＨａ＾ｌａｍｉｎａ　ｎａｕｍａｎｎｉは関東地方までは認められるが，それ以北には報告

がない。Ｐｒｏtｏｃａｒdia ibｕfeiiは逆に東北地方に多産し徳島立川でまれ:に，物部では極稀に産し，高

知中部以西には出ていない。したがってH. nau肌ｆｕmiとＰ八bｕfeiiは関東（山中）から物部にか

けて共存し七いる。また同種の変異内にあると思われるＣ，ｏtｕｆｅａｉの表面装飾に細かい放射状肋が

出現する形態は北側ほど顕著である。Ｔ.　tｅtｏｒｉｅｎｓiｓは立川層の最上部付近の炭質泥岩から出でい

る。Ｐｓｅｕｄｏｐｈｎａ　ｍａtｓｕｍｏtoiは領石上半部に相当する大船渡層群猫川層に対比される物見山層

から出ている。　　　　　　　Ｊ　　　　　　　＼　　　　犬　　　ヶ=十　　　　Ｉﾄ･　･･　　＼

　領石層の地質時代は上位の物部層の化石年代からの推定に頼らざるﾚを得ない。領石層が厚く発達

した勝浦川流域の立川層直上の羽ノ浦層は，放散虫化石の研究ではバレミアンとされ，羽ノ浦層・

模式地の物部層・大分のハイダテ層などからのアンモナイトなどの大型化石はオーテリビアン後期－

バレミアンを示す。領石層は河川堆積物を示すチャネル状の堆積相の部分や，小規模な上方粗粒化

を示すデルタ堆積相を示す部分が殆どを占めているので，その堆積速度は見かけの地層の厚さより

も早いと思われるので，領石層の堆積が物部層の地質時代よりも大幅に下位から始まっているとは

考えにくく√オーテリビアン後期の一部を含んで主体はバレミアヅであろう。十　　　　　　　　。｡

　領石層は，地域によっては，上位の物部層と同時異相にある部分が存在すると考えられる。例え

ば熊本・宮崎県境付近の戸川層，長野県戸台の小黒川層，静岡県浜名湖西方の下伊那層・山中の白

井層・東北大船渡の猫川層など，上位の物部層の発達が貧弱な地域があり，その原因を，これらの

地域が，模式地域に比べ内陸部に有ったと仮定すると，模式地域が浅海生の物部川層堆積時には，

内陸部のこれらの地域は，領石型汽水成堆積相下にあったことが推定される。これらの地域の領石

層は比較的に薄い。,なお，物部層と同時異相と思われるごれらの地域の領石層の産出二枚貝には

Ｃｏｓtｏｃｙｒｅｎａ ｏtｓｕfeaiの変異型の数種・亜種が見られＴｅtｏｒia ｓａｒｍｃｈｕｅ几ｓiｓが多産し，新たに

Ｃｏｓtｏｃ'ｖｒｅ几ａ ｐｅｉｈａｎｇｅｎｓiｓ． Ｍｖｏｐｈｏｌｃtｓ ｓp，なとで｀が加わるレ　　　　　　　　　　　　　＼

２：物部層

●●　●●●●●●　　　　　　　　　　　　　　●●　　●●　　　　　　　　　　　　●●
物部層は下部と上部で幾分岩組が異なる○＼･下部は円疎を主とした疎岩と全体にワッケ質粗一中粒

砂岩と，植物片に富む浮泥質の薄いレンズ状層を伴う暗灰色の層理不鮮明なシルト質泥岩が数ｍ毎

に繰り返される互層で，上方ほど泥質岩の出現頻度が高く√厚くyなる6何れの岩相も貝化石に富む。

一般に極浅海・岩礁生の貝化石であるが，浮泥質レンズ層には汽水生貝化石が出る所もある。

　中一細粒の傑岩層にはy＼ｌｉｐｐｏｎｉtｒｉｅｏｎｉａ　ｓａｆｅａｍｏtｏｅｎｓiｓのみの5―50 cm位の厚さに濃集した掃

き寄せ状密集層がレンズ状に挟まれる。粗一中粒砂岩にはＮ. 　ｓａｆｅａｍｏｔｏｅｎｓiｓ,Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ

(s.s.)pocillifoｒｒｒiiｓを主な構成種としてＧｅｒｕillia foｒbeｓiaれａ，　Ｏｓtｒｅａ　ｓpレなどの岩礁生貝化石
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の厚さ数emア数lOcmで不連続なレンズ状濃集層が泰二らこれる．…………1紐l粒丿砂=岩万二i/ J吋万ﾄ質泥岩からμＰ.

(s.s.)pocillifoｒmiｓ.し=Ｎｅ紅晩ａし(s.s.)ヶａtａｕａ.ﾀﾞＮａｎｏｎａｕiｓ………'ｖok.Ｏ'yａｒａａｉ,＼Ｐｌｉｃａｔｕｒａトｆｅｉｉｅｎｓiｓなど多

くの二枚貝化石やＣｈｏｓticｒｉｏｃｅｒａｓ spp∧などTめア=ソ干ナイ=ﾉﾄlj々i=ﾄﾑ万ら万れるjj=産状jに

が,ニ産出頻度は高/く，ﾚﾉ｣ぺ型の貝は合弁状に出=るﾚこ本部多丿聯＼砂岩口ま=:戸. (s.s.)::ｐｏｃｉｌtifoｒmiｓ√Ｎ．

(Ⅳ.)＼ａtａｕａ，〕ＥｏｎａｔiicitiaｽｓｆｉｉｎａａｏｅＴｉｓiｓ,ﾄＧｅｒｕillia入fbｒｂｃｇｉａｒtａﾚ籾ﾉとか多……く，万1級にｲﾋ不良な砂質堆積

物豪挟･む部分|こ=Cま=Ｐ£･ｅｒinella･Ｓ旨7

y｡ﾀﾞokoyamaiやアツ毛：ナイトはシルト質φ部分叫多八万j=ﾌﾟ徳島羽ノ]浦層のﾉ￥=床下ﾚ質泥岩から知ら

れる放散虫はバレミアンを示すとされていjる〉(石組:ほか∧1992)o::浮泥質堆積物か石=φ汽水生貝化石

にばＴｅtｏｒｉａ ＳｏａｃｈｕｅＴｉｓiｓトＧｏｓｔｏりｒｅｎａｐｅｉｈｄ昭琳ｓ昿＼＼Ｔｏｓａ,＜ｉｙｐ尚妁如萌=如………な･どj力4知･゜られｹ乱

　物部層の上部は層理不明瞭な暗灰色のシル:ﾉﾄ:質泥岩が卓越払∧挟有=される砂装

繰り返ざれる泥質岩層の基底をなす事が多い。ニ地域ﾚによﾉつくてﾚぱ上部の上半部ﾚは捉

　－|■還･-･- -･=・　a　＝･･　　　　　　　　　　　－　・　･･･k　・　･･･　　　　－・・　　　・　　－　・

は一般に細粒で，

色タル･卜岩ﾀﾞと薄

い細粒砂岩層が交互するタービダイト相を形成する=。………この場合ジ：歩ﾆﾄﾞ岩の一部にはバイオダ＝ベー･

ショノソを殆ど伴わない勝理明瞭な部分もあくる。化石は下半部のｼﾉﾚﾄ祖に多くみられ,ﾚ殆ど公海生

のアノンモナイ∧ﾄﾚや遊泳生・泥底生の二枚貝やウヰ化石がで希よ｣………j

物部層々各地での分布状態には,＼地域的な特色=が見=らくれに聯ヶ甘に下部φ岩相を主｡として，上部が

比較的薄い地域よ例えば静岡の伊平層や宮崎の鞍岡付近め戸川こ層上部層ト山中碓石堂層,犬物部地域

め物部層,………高知西部梼原付近の太田戸層上部層jな:ど

は高知め領石付近め物部層,ニ徳島の立川地域四羽ﾉ=

域めノjイダデヤマ層な1どがある。また，

j。＼十方√j……上部が厚:く広く

層,∧紅2ji?|有

権に下部の

る地域に

大分りイダテ地

端江薄く，上部

の泥質堆積物が厚く堆積する:所もある(熊本田浦地域四士“=八竜山層ﾐ"1ｶゞ同じよ:う=に解釈されている

が,＼最近め調査の結果，こめ地域の八竜山層は甘奈久層の上部層の≒部であるこ===とが判明し七いる)。

また殆ど長野の戸台付近のように領石層の上に物部層相当ﾚ四部分が見あ/たらな卜地域もある。東北

地方の大船渡層群もこれに近い。恐らく領石層の上部の=部分=本/物部層の下部の大部分は，同ツ堆積

盆同時間面での汽水域か極浅海域かを示す同時異相のﾉ関係犯ﾉあｿﾞ乱と思わこれ,……この様な地域による分

布状況φ違いは,犬領石1‥物部両層の堆積当時の後背地碓地形に深≪関連しでいるｹﾞと思われる。＼上部

が厚く発達七でいる地域は当時め沖合い相,ニ物部層が薄く領石層と=め¨区別が困難な地域は内陸部相

と各々の度合に応じた堆積場が想定される。

3:乙柚ノ･木層し　‥‥‥‥‥‥‥‥　‥‥‥‥‥‥＼………j………………………ﾄ=･ﾌ.ﾔ=ｸﾞ……y…………万ﾄ………

　物部川願群模式地では物部層の上位に整合関係Tさ柚:ﾉｽｽ木層力i重な:るぷ∇柚

の泥質岩層の上に厚ぐ重なる粗粒砂岩か

３ｍめ暗灰色泥岩とが繰り返し重な呪

単層の基底部は，かなり粗粒で疎岩状にな･つていくるｿごとｿが多ﾍﾟﾚ↓ヶ:

れ，領石層め砂岩に似るJが，全体的比はワッケ型で=あﾉるｿﾉ泥質¥

質のレンズ状薄層や√｡中十細粒の砂粒が暗灰色泥=岩卜占混ぐしｶｹﾞ合子

ズ状薄層が不規則に挟まれている。比較的粗粒な砂岩ﾉかヶら唸散が

砂岩４Ｈａりａｍｉｒｉａ　ｍａtｓｕｆｅａｕjai，＼Ｃｏｓtｏりｒｅ面〕ｒａＳｉａtｏｓｔ=画仙=

化石の薄い=レンズ状の濃集層を挟むが，これらの:化石は混ｿﾞじり]合巻ｹﾞごと∧は

なる独立した密集層を形成しでいる事が多い。浮泥質泥岩かjらyは:C.………i･ｘｕliａ

lｏｓｔｒａｔiｘｓ･を含む数二10数cmと薄いが横方向にTは連続

物部層

とＬ－

がくみる:と砂岩

ズラミナが見ら

ば植物片に富んだ浮泥

砂混じり泥岩層めレン

化石が出＼る。土中子細粒

'Ｓｔｒａtｕｓ＼な巴の汽水生

=く丿何れ=も単独種から

爾元＆ぱを主恚=してＰ．

lｏｓtｒｏtｕｓを含む数一10数Cmと溥いが横万同には連続七=た密集層や4………p. IｏｓｔｒＱ

ｒａｄｉａtｏｓtｒｍtａを含む密集層,▽両者がぽぼ等量の密集層jが繰舷返ﾉし挟ま＼れるノ泥

在し,＼小型め力半や数種の二枚貝・巻貝が散点的に↓………し:ｶ)=゛万し:多万量14:二万含まれ:るo t

f.ｕｓを主と=してＣ.

岩部には両者が混

ﾚた浮泥質泥岩部に
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はシダ化石を主とした保存のよい植物化石が多い。柚ノ木層の上部は，下部上方のおおまかな互層

から，じょじょに暗灰色泥質岩が卓越した細粒砂岩と泥岩のタービダイト性互層に変わる。その漸

移部付近よりやや上位の泥岩から，稀に数種のバレミアン型アンモナイト化石が知られている。

　この模式地の柚ノ木層に相当する地層には山中の瀬林層と高知西方の梼原地域の太田戸層上部層

が報告されている。瀬林層の下部からは汽水生貝化石のほかに，淡水生二枚貝y＼ｌｉｐｐｏｎｏ几ａｉａ

りｏｕｓｅｆｅｉａｎａが知られる(Hayami and Nakai, 1965 ; Hayami and Ichikawa, 1965)。　また最近

徳島勝浦地域の羽ノ浦層の上部に柚ノ本暦に相当する部分が見つかっている（石田はi＼ 1992)。

　柚ノ木層上部のアンモナイトが物部層の上部が厚く発達する地域の同層上部からでるアンモナイ

トと共通すること（１），その部分より上位が泥岩優勢なタービダイト相であること（２），柚ノ木

層が発達した地域め物部層は，その主体が物部層下部であり，上部を欠くか，あるいは，その部分

が大変発達が悪い事（３）√物部層の一部（中部付近）に貧弱な汽水生の貝化石を含む部分がある

こと（４）などから考えれば，柚ノ木層と物部層の上半部は，恐らく同時異層の関係にあることが

推定される。また物部層の発達が悪く，殆ど領石層と同時異層と思われる地域,（例えば大船渡地域

の下部白亜系上部にも柚ノ木層を特徴づけるＣ，ｒａｄｉａtｏｓtｒiatａが出ている。柚ノ木層も,∧領石層，

物部層同様にレその地層の限定された分布の状況は，多分に当時の後背地の地形ど密接=な関係があ

ると思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　ｊ　　犬

表１：物部川層群およびその相当層群の二枚貝化石

Ｒ Ｍ Ｙ LH UH

Nucula（Pecti几ucula）tosaensis

N. (P. ) sp. by Tashiro and Kozai

Nuculopsis（Palap.onucula）ishidoRnsis

Portlandia（Portlandia?）aancfiuensis

Mesosaccella ins塘戒ｓ

訂．（?）rh.nshiensis

訂.（?) sp. by Hayami and Oji

Solem^ia sp. by Hayami and Oil

Nanonauis yokoyar

Cosmpt.odon tom,nr.h,i.f>n,siR

C. monohe几sis

C. nippoTiicus（?）

Nemodon tosaensis

Area (Ron,o,i)icula）sh,irianoensis

先（瓦）mj.nima

Tiarhatia(s.s.)ha-yamii

B. (B.)feocfiiensis

B. (B.)hibiKa,rensis

Ｇりcymeris（Hanaia）matsumotoi

Ｍｏ几obearcacuculloides

Brachido几tes p^(riformis

Modiolus ａｌしsubsimplex

Amysdalum ishidoense

Pinna sp，by Tashiro and Kozai

●

●
●
●

●

●
●

●
●
●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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（

･Bafeeu･eilia（Neobakevellia）shin,o,n,o≪nRis

R（凰）pseudorostlata

Gervilln.rin.h.arn.d.ae.

G.（?）kofeutoi

GeruiUia iorbesiana

PterineAla sんinohn.rn.i

Isogれomon cKosMeれais

7.sanchuRnsis

Inoceramus(s.s.) anボicus

/. (s.s.)subsulcQ,tus

Entolium sanrh.7j.f>れse

E. f.osaf>n.sH

Neithea(s.s.)ataua

N. (s.s.)ficalfioi（?）

凰(s.s.)natn.hili.R（?）

Ｎ。(s.s.)Ko,noij,rRn,sis

Clamps ha-yaraii

Ｃ、kawaiii

ＮφpoTiOTtectes eleganus

Parvamussium kimurai

Ｐレ･hinasense

Ｐ、もosaense

P、kattoi

Plicatula feochiensis

Placunopsis（?）hibih.arpn.siR

LimatuEa is厄doRn.si.R

L. nagaoi

Acesta feasabensis

RasteUum.(Arctosびeα）c.n.rinniAi.m.

NipponitriHoれia safeamoioensis

Ｎ、hiku.ch.ia.na.

N- cfinshipTisis（?）

Pterotrieonia(s.s.)pocilliformis

？.（s.1.）pseudomoriana

八（s土) sp. by Tashiro and Matsuda

Nipponc）riaiaりﾉosefeiana

Trigonioides(Wakinoa)tetoriensiR

Ｍツ隠ea（?）monobfiann.

Astarte(s.s.)subseriecta subseれecto.

A. (s.s.)subsftTt.eptn.nbsolpf.n.

Å．（Nicaniella,）coRtata

Å.（Tra.utsch.oは伍）feochiensiia

Yabea shiれdnoensis

Ｙ．面几secrenulata

Anthon.ンa feocKiensis

ＥΓφ･hyla(s.s.)minima.（?）

●

●

　●

　●

　●
　●
　●
　●

　●
　●
　●

　●
　●
　●

　●

　●、●

　●

　●
　●
　●
　●
　●

　●

　●

　●

　●

●

●
●
●

●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●
●
●
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E. (s.s.) mo几ｏｂｅ几sis

Opis(s.s.) sp. by Tashiro and Kozai

Pt'jcora'vaheし'varaii

Pach-ythaerus feaeakarensis

Protocardia(s.s.？）ibufeii

Granocardium ｍりaiiense

G.（?）ishidoense

G.（?）breuis

G.（?）feockiensis

Cａ�'ium sp. by Tashiro and Kozai

Leptosolensp. by Tashiro and Kozai

Jjine.aria（Iredalesta?）m.r>n.nhf>an.a

L. (s.l.)sp. by Tashiro and Tanaka

Scittilajaponica

Costoc"yrena radiatostriata

C otsiifeoiotsukai

C. ots?ifeaiobsoleta

Ｃ．minirΥ1ａ

C. ohnishii･

C. hojiensis

Ｃ、ｄ、peifeaneensis

lKnrf.om.fi/.はshiroiensis

Isocyprina hibiharensis

Tosac^prina crenulata

Venilicardia japoTiica

Agar

Ha^iaraina nauraanni

H. matsukawai

H. soUda

H. minor

∬（?）、tamurai

Tp.tnriasn.n.chuensis

T. feosfiiaoensis

Goshoraia minor

Rfisatrix(s.s.)suzufeii

瓦（Vectorbis）laponica

PseudapKrodina elongata

Pseudopisidium h.ibih.arensis

Pulsidis tashiroi

Ｐニrostratus

p. san.nh.Tj.Rnsis

p. aneularis

Caestcorbula（Parmicorbula）威張n,mai

Ｃ．（Ｒ）rn.onnbfin.sis

C. (P.)m.i.n.□７1ａ

C. (s.l.)anれqua

Panopea（M"yopsis）nagaoi

●

●
●

●

●

●

●
●
●
●

●

●
●？

●

●
●
●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●
●
●
●
●
●
●

●

●

●
●
●
●

●

●

●

●
●
●

●

●
●



112 ＞高知大学学術研究報告

p. (M.)elongata

Monoがeurasp. by Saito and Ishizaki

Goniomﾀﾞa hayamii

MyopJiolas ct. semicostata

Plectomya aritagawana

Ｐ、concentricQ,

Periploma(s.l.) mo几obensis

●

●
●

●
●？
●

●

　　　Ｒ：領石層およびその相当層士Ｍ :=物部層およyびそ]の1相当層ｹﾞ………Ｙ:柚ノ木層およﾚぴその相当層

　　　ＬＨ：し日比原層下半部層およびその相当層∧Ｕ=圧ｻﾛﾝ比原層上半部層お･よびその担当層十＼

　　　ト?：現時点で東北地方大船渡層群からのみの化石ニ∧……………=……＼………:＼;……；ニ………　=犬　＼

４ト日比原層　………　：　ト　＼　　　　　　ﾚ……＼＼＼十:……1＼I…………ｿ……:…………＼＼………j………………

日比原層は粗粒堆積物に富む下部層と泥質堆積物に富む上部層ﾚに分けるｿこyとが出来る。 徳島羽ノ浦

地域の傍示層と藤川層，熊本の宮地層と砥用層ﾄ(田代に,↓:㈲6)√愛媛三瓶地域く(佐光ほか。1991)

の二及層と高島層などのように，地域によっては√）こ頑上部ｊ/下部層をそれぞれ独立した地層名で

呼んでいるところがある。六白　＼　　　　十　∧……ﾚ………＼…………I＼∇ﾅ＼十ﾚ　ﾆ:ﾉ……＼…………：：　に　　１
　－'‾　ご･･　　ｗ．ｗ･‾'〃'㎜　‾〃¬Ｗ： ．　　　・　・　　　　・　･：･･．･　．　・　．　．･･．･･･　・ 一一　･･　．　・．：・　　．■　■　　■■　■

Ａ：日比原層下部層は

､万

さらに汽水生貝化石相を伴ﾉう下部√極浅海生貝化石相を伴う坤部レ殆ど化

七一犬二ぶこ.i./●/.k､Iゝ/.　lふt7､_ｴr7-?/ j//'1/ .l｡ﾕｰ/∽ﾉﾆ･ﾆ　　　　　　　　　　　　ﾆ一犬　　　　　　　　　･一犬　　　　　　二一犬

石を産:出しない上部に区分出来･る6

下部は物部層上部(地域によっては柚ノ木層上部)………の･･.
.
泥･質.岩･4こ一汗一見、万平行不整合状に重なる基底

lfll　ゝ･fj.･1.w二．　¶ﾀjJ.ill -･ﾌｻﾞ4J.1.1．ゝｌ‥.S.i一一-之ふ.__･》_･=.iA　･ゝ･･1 r--･ﾄ.犀､ﾐ、･.ゝ.･.ふ、　一一.･:.J£･.･._J--･ご:､._ヱｰ４１１･、･g､J_ﾐj･　　I J-之
傑岩から始まる。疎岩の疎は淘汰不良であるが√よくく………円丿磨されでいじるよ/:辣の

太一小豆大まで様々で，そめ傑岩の厚さも数元÷

わる場合が多い。し最太め特色として，構成疎に

肖岩疎か他め傑種よりもはるかに大径を示すよ

極僅かに混入しでいる．下部層の下部は基本的比ｿﾉlj

チ‥（同時侵食映）を.伴う粗＝中粒砂岩√暗灰色泥拡こ……砂･混1口;.･.:1万り万.浮泥岩がﾉ↓

している。　この繰り返しは1∧ニ10数回ﾚと地域

Ｈａｙａｍｉｎａｽｓｏｌｉｄａ,　Ｈ.？プａｍｉλΓUl, ＧｏｓlQりｒｅｎａﾉ

域に近い汽水生貝化石や,‥シダ類を主とした植物化石が出ｿﾞ右j………中j一粒:砂岩中に稀辻ガフキ殼を主にした

貝化石が厚さ10数cmのノレンズ状の濃集層を造づて挟ｿﾞまれでいる＼こ古かおる。∧日比原層分布地域の中

で唯一，高知梼原付近の下部層下部には,＼基底傑岩yのうえに領石下部肥見られ首赤紫色堆積物と同

様の薄い（厚さ約５血）堆積物があず（香西ぽか√寸991),……基･･底｡疎岩φﾉﾃﾞﾄﾉﾘ……ヽｼﾞ｡ｸI.･スも･｡｡赤･紫色の堆

積物である。下部層の基底疎岩が，秩父帯心下部白亜系模式地の物部川流域のﾚ殆ど全分布地域に見

つかる六めに，従来この傑岩を基底に上部物部川層群が提唱本れ√=千四下位倍領石層群べ下部物部つかるjために，従来この傑岩を基底に上部物部川層群が提唱呑/れ√=そ･の下位は領石層群ニ(下丿部物部

川層群)として区別され√上位との関係は不整合関係に=あﾚる‥と心れ七きたノました√小林犬(1950)△は，

この不整合関係を基に佐川造山運動に於ける大賀時階を提唱仁者･い名レしかしと＼の関係は,十下位の

部層の岩相や化石相の観察からは，

岩:とその上位の反復さ]れ

物部層の基底部÷下部に

したチャネル堆積相と見ることが出来る。

中部は,/傑岩あるいは疎質砂岩ﾉ･粗７中

物部層（柚ノ木層）に重なる基底傑岩:とそ

なる傑岩または粗粒砂岩の間には，厚さＯニ数,１/の1薄ヶい

た=セφ……ﾄ.･4犬:の粗粒堆積物や√下位の物

も見ﾌらｹﾞれるような河川，浅海底に発達

砂岩と次に重

いノ傑岩には
Nφｉｐｏｎｉtｒｉｇｏｎｉａ　ｓａｆｅａｍｏtｏｅｎｓiｓ√鸚質砂岩に雌ぐＮ紬向瞬ｎｓｏｎｉａﾄん廠尚融即ぺ本ﾄＰtｅｒｏｔｒｉｇｏｎｉａ

ｐｏｃｉｌｌｉｆｏｒmiｓの組合せ√また:はＮ.　kikｕとｈｉａｎａ=の:み,＼∇::ゑし……力ｏ:j
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ンズ層が挟まれる。粗一中粒砂岩にはＮ。ｆｅｉｆｅｕｃｈｉａｎａ,･Ｐ，ｐｏｃｉＵｉｆｏｒＴＴｉｉｓの他に50種以上の浅海・

岩礁生の貝類を含んだレンズ状密集層，殆どp. po�lifoｒmiｓだけの宍レンズ状密集層などが見られ

る。泥質部にも貝化石の密集層が見られることがあり，ここではj＼しｋｉｋｕｃｈｉａｎａやＧりｃｙｍｅｒiｓ

ｍａｔｓｕｍｏtolなどが殆ど見られずＡｓtａｒtｅ，Ｙａｂｅａなどの二枚貝や巻貝が多いなどと，砂岩中の密

集層の貝類とはやや,＼種属の構成に違いがある。犬化石相は何れも現地生と考えられる産状ではない。

アンモナイト類は砂岩と泥質岩からＣｈ.ｐ.ｒａｎｉｃｅｒａｓspp.が出ていしる。中部の岩相や化石相は，下部

の汽水域での構造が，そのま洙極浅海域に継続されている様でレ化石密集相はチャネル形成時のス

トーム性の流入堆積相を支持している。化石相聞の微妙な違いは流入過程の堆積場の違いをしめし

ていると考えられる。 白亜紀の二枚貝の個々の生息環境の検証が充分と言え･ないので，現生と比較

した具体的な堆積場の復元については今後の研究課題の一つであろう。化石からみた地質時代はご

アンモナイ下（Ｃｈｅｒｏｎｉｃｅｒａｓ）や二枚貝のＧりｃ＾ｉＴＴｉｅｒiｓの出現Ａｇａｐｅｌｌａ， 　Ｖｅｎｉｌｉｃａｒｄｉａの産出か

らアプチナンで有るこ七は確実であ肌　Ｃｈｅｒｏｎｉｃｅｒａｓの形態からはアプチアン後期であろうとさ

れている。七たがって，柚ノ木層の上部の下部がバレミアンとすれば，柚ノ木層の上部の上部から

日比原層下部層の下部までにデプチアン前期の部分が存在することになる○　　　　　　　　　･。　･･。 ■

　上部は，中一細粒砂岩と暗灰色泥岩がほぼ等量で数ｍおきに繰返される互層で，下位ほど砂岩優

勢で，上位は泥質岩が優勢となる。大型化石，微化石ともまだ報告が無い。泥岩は細かくみると，

殆どバイオターベーションを受けていない葉理明瞭なタービダイト相であり，稀に見られる生痕化

石は貧酸素環境下に多いと言われるコン下ロイテス様の物である。　　／　　十　　　　　　＼

Ｂ：日比原層上部層は葉理明瞭:な暗灰色泥岩が断然優勢な砂岩・泥岩タービダイト性細互層を主と

する下部と，無層理塊状の暗灰色シルト質泥岩を主としで，しばしば遊泳性，泥底生の公海生万と見

られる動物化石む上部に区分出来る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥

　下部の下半部には大規模なスランプ構造があり，その前後め地層には無化石に近い石灰質ノジュー

ルが見られる。スランプ柑は山中を含め西南日本全域の物部川層群に見られる現象であり，層厚

100－500mの間に大規模な層内摺曲を主として現れるが，地域によっては部厚い疎岩を伴う所もあ

るよ傑岩を伴う地域には九州の砥用層（露頭は甲佐一拍川問の道路上にあったが現在は道路崖被覆

工事のため見えない），日奈久層（かって八竜山層上に重なる日奈久層の基底疎岩とざれてい:だ日

奈久一田浦間に繰り返し出現する傑岩層：下位の八竜山層は日奈久層であり，物部地域での日比原

層下部層め上部付近にあたる），高知県佐川の土佐加茂層（加茂北方黒原付近の農道），愛媛三瓶地

域の高島層などがある。その陳岩の疎構成は，日比原層下部層にひんぱんに挟まれる牒岩とほぼ同

じである。石灰質ノジュールは径10cm一数10cmのものが多く，化石は殆ど含まれて＼いないが，徳島

羽ノ浦地域では底生有孔虫（Ｇｒｏｂｉｇｅｒｉｎａspp.)の報告がある。下部の上半部は泥岩優勢な砂岩と

泥岩のタービダイト性細互層で，砂岩は中一細粒で厚さ数cm一数ｍと場所により変化に富み，検鏡

下ではクレーデインクが明瞭である。泥岩は葉理面が明瞭でバイオターベーションの痕跡がなく，

稀に見られる生痕は殆どコンドロイテス型である。この細互層中に１－３層の厚さ20cm一数10cmの

酸性凝灰岩が挟まれ，鍵層として有効である。　　　　　　　　　　■　　■
■　　　　

･■　■　　■　■　　■

　上部の暗灰色シルト岩からは散点的ではあるが，アンモナイトや二枚貝，ウ土化石を産する。ま

た比較的に保存のよいシダ類の葉片化石が出る。特に貝化石の産出が顕著な所では石灰質ナノ化石

の報告もある。熊本の田浦地域の日奈久層や，徳島の藤川層か=らはアプチアン以降セノ々ニアンを

示す放散虫化石の報告がある。またNishi et a1. (1989)による八代地域の日奈久層のアルビア

ン中期の浮遊生有孔虫の産出地点は，田代・池田べ1987)による調査では，ほぼこの含化石シルト

岩相の位置にある。一員化石はＰａｒｕａｍｕｓｓiｕｍ. tｏｓａｅｎｓｅ，Ｐ.　ｈｉｎ叫ｇｅｎｓｅ．＼Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓｃｔｒ延

Ｎｉｉｃｕla　ap., Aｌｅｍｏｄｏｎ　tｏｍｏｃｈｉｅｎｓiｓ,　Ｂａｆｅｅｕellia（Ｎｅｏｂａｋｅｕellia）ｐｓｅｕｄｏｒｏｓtｒａtａなどが，広範



114
高知大学学術研究報告＜第卵巻ト(1993年)＞ﾉ自=然科学ﾚﾚ　:…………:…………

囲に産出している。ノアンモナイトでは, Ｎｅｏｈｉｂｏｌｉtｅｓ二柿ｐ･こ,ﾚﾉＨａｍｉ=£面十示,＼Ｄｅｓｍｐｃｅｒａｓｓｉｏ.な･ど

がある√日比原層上部層の上部は多くの化石が示すよﾉう回に√･そﾉの地質時代はナルビノアンユ中斯－アル

ビアン後期と考えられ，下部層の中部レがアプチフノ後期で=あれくば√ﾉﾔ1夕台と･ｲﾋ石が出七いない下部層上

部から上部層下部の範囲はアプチアン後期からアノルしピyjデヤ

ン前期であり，この範中に大ズ多ンプ相は存在するﾄ二=と二にﾉな

Ｃ丿日比原層の分布地域の中には√下位の領石･/物部犬・ﾉ柚=ノ木め各層を伴わない所や，下部層が非

常に薄ぐに主体が上部層から成る地域もあるノ例えﾌﾟは甘比源層かｹら始]ま＼る地域ﾀﾞと七で愛媛三瓶地域

の二及･＼高島層，九州中央部の砥用層｡(？)に徳島羽ノ∇浦地域北翼四藤川層＼＼(こﾉこでは南翼の日＼比

原層下部層相当の傍示層さjえ見られない)丿九州中央部の祇園山周辺の山頂近ﾄくﾉに先白亜系を覆っ

て点在する花陶岩傑に富む催岩層群(恐ら丿く貝比原層の基底部のJ催岩に対比古礼芯)など=かおるJ

下部勝部薄い地域に:は，山中の三山層/や，宮崎鞍岡地域の笠部層な……宍ど力.jあるJ……＼‥‥‥　‥‥j　　＼

　この様な地域による堆積量の違いめ原因の一つjと七七√甘比原腸

特徴付廿る小規模デルタに発達したチャネル状め堆積粗を示してい乙産出化石の殆どが流れ込み

による産状を呈しでいることから，その河川から土砂のy流大量や==デ座夕状堆積場内:の位置の違いで

異なるこ＼とが考えられる。また，タービダイ=ﾄ性互層や公海生動物化石の産出=ヤ特徴付けﾄらJれた泥

質岩=に卓越した日比原層上部層の存在を考えると√下位の地層を伴わかい地域の存在は，後背地の

局地的な造構運動て日比原層基底部と下位の白亜系が不整合関係ｹﾞにあくる〉とす岑)ﾄによると考えるよ

りも，クアルビアシ海進の急激な進行によって，白=比原層の堆積域が下位の地層群の堆積場を乗り越

え√さらに内陸部までオーバーフローし，下部層の岩柑の特徴ぱ,………そ=うの海進めJ先端部万に=あっﾉたこと

を示し,ニその海進による急速な後背地の=削減は柚プ木層堆積時に露出jし始めだと考えられる後背地

深部φ花肩岩体まで一気に進んでいっ犬たと考えたほう=が理解七=やすい6………j…………　　……

　（Ｂ）秩父帯南帯（三宝山帯）の下部白亜系　…　………ﾄ……………………=＼万=:……………II…………万　▽

三宝山帯ﾉの北側に沿らて，鳥巣層群，または鳥巣層群相当勝者＼さ＼れてきた地層群や，物部川層群

の÷部と）して記載された地層群が分布する。/これまT

下部白亜系は，秩父帯中帯（黒瀬川構造帯）/のメ,=シ・y÷゜とL

山帯めメンバーとして記述する。確かに黒瀬川帯ﾚに加えこるﾉﾍﾞしきﾉだ=とすくる従来の鳥巣層群担当層，例

えば高知県佐川の加茂地域に分布する加茂帯・長竹帯牡ジ＼斗ラ=系ﾉなﾄども/存在する＼ノこれらめジュラ

系については,しすでに松岡(1985)によ町島巣層群が画毛多層者七で区別吝れくてﾉいくるノ本の区別が

適切であ/るかどうかについても，あとで議論するレ二ﾚ仁で取万扱ﾉう/下部白亜系は鳥巣層群ﾀ‥･南海層

群と外和泉層群の一部ﾄ（下部白亜系の部分）であ=るノ十万………1万………犬j…………………Iト……∧=………j＝　　　　○/

鳥巣層群………　………

三宝山帯めおおよその

形成モデルも加えて紹介

三宝山帯のおおよその構造については，高知県東津野付近=を例に√平ほか(1979)しにより√その

形成モデルも加えて紹介されているレ鳥巣層群は√三宝山帯ﾔ

野層を不整合（？）ぱ覆っている6その岩相は下部分拡………泥岩優勢,なす÷ﾚﾋﾞﾀﾞｲﾚﾉﾄ性細互層を主と

しているが，なかには径数�から‥100mを越えるﾚよ……う万な礁性石灰岩塊を挟み込んﾀﾞ亡いくるところﾚがあ

り，そ回石灰岩が現地生々）ものか，プロップクなのかの詳細な研究ごぱなくい=ら＼………1　十十　＼万‥‥‥‥

　上部では暗灰色シルト岩が卓越七，そ‥の中:には不連続な］が1/゜ら゜,1万大規模な石灰岩礁柑（鳥巣式石灰

岩）を伴う。この石灰岩中に含まれる二枚貝と周辺の泥岩かﾚら/出jる二枚貝は,∧殆ど共通するのや√

この石灰岩礁は恐らく現地生か，その近くに形成=され=だ……=ものと,巴:わ=れ:1芯=。，妨巣式石灰岩の形成過程

を論ず万る場合てあとで述べる美良布層の石灰岩も含めず）ﾉ,∧丿子:め層序的位置を七万充分検討七だ上で
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結論を出す必要があろう６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬

　模式地の高知県佐川の鳥巣付近のシルト質泥岩から産出したアンモナイト(Yehara, 1927)に

より鳥巣層群の時代が決定されて以来，鳥巣式石灰岩に含まれる多くの動物化石は長い間ジュラの

代表種として取り扱われてきた。しかしながら，鳥巣西方美都岐の石灰岩採石所（万代鉱山）（鳥

巣層群模式地と解釈している研究者が多い）の石灰岩中に挟まれたシルト質泥岩から白亜紀初期の

ナノ化石(Aita and Okada, 1986),周辺の泥岩から初期白亜紀を示す放散虫（須槍・桑野, 1986)

の報告がある。また来報告ながら美都岐東方の石灰岩周辺の泥質岩から白亜紀型の厚歯二枚貝（森

野採集）やアンモナイト類（須内採集）が産出している。　しかし，同所的に産出する二枚貝類は

Ｍ＾ｊｏｐＨｏｒella，Ａｅｑｕｉｐｅｃｔｅｎ，　Ｓｏｍａｐｅｃｔｅｎ。　Ｃａｔella，　Ｎｕｃｕｋｔｎａなど，まだジュラ紀型である。

　鳥巣層群に相当する地層群は日本各地に点在する。中でも福島県の相馬，熊本県の球磨川流域や

田浦・海浦の坂本層については多くの詳しい報告がある。現時点では坂本層からの白亜紀の報告は

ないが，相馬層群では上部の小山田層は既に白亜紀であるとされている。　　　　十

　毛田層（長竹帯・加茂帯の鳥巣層群）は暗灰色泥岩優勢なタービダイト性砂岩泥岩互層を主とし

た地層であるが，長竹帯からはジュラ紀型の二枚貝（美都岐付近とはやや構成種が異なる），加茂

帯からはカロビアンのアンモナイト（甲藤・松本, 1982)が出ているが，その産状は流れ込みによ

るものと思われ，産地は局所的である。また，両者とも径数ｍ一数10mの鳥巣式石灰岩をブロック=

状に含んでいるが，そめ規模は鳥巣層群の下部よりも小さい。またネレーテス，ドサ･ロロビスなど

の深海底を暗示する生痕化石（甲藤・松本, 1982)が出ている。毛田層は，恐らぐ鳥巣層群下部か

斗賀野層との同時異層の関係にあると思われる。毛田層の存在は黒瀬川構造帯の形成過程を論じる

上に重要な位置にあると考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上

南海層群

＼高知県佐川地方の鳥巣層群上に重なる白亜系の存在は古くから知られていた。例えば，佐川東方

谷地ﾀﾞ）鳥巣層群谷地層の上に整合に重なる山ノ神層や同町加茂の西方にある介石山層などの粗粒堆

積物からなる地層で，海成の“領石層ｙと呼ばれていた。九州でも同じような岩相で鳥巣層群相当

層に重なる白亜系に大分海部地域の山部層，熊本田浦地方の海浦層がある。相馬層群最上部の小山

田層も恐らぐ同様な地層であろう。しかしながら，これらの地層はいずれも連続性がなく，その上

位め地層の存在がよく分からない状況にあった。田代(1987)は高知県の物部川流域め南側に分布

する荻野層を主体とした白亜系地層群（旧くはジュラ系(Yehara, 1927)とされていたがAmano

(1957)により白亜系が確認された），徳島県の中伊豆地方に分布する中伊豆層を主体とした地層群，

同じ白亜系物部川層群とは岩相･北石相ともに異なり，岩相や化石相が萩野層に近い大分の山部層・

熊本の海浦層・高知佐川山ノ神・介石山層など，いずれも鳥巣層群上に重なるこれらの白亜系のな

かで，最も分布の広い高知物部地域と徳島中伊豆地方を模式的に選び，秩父帯北・中帯の白亜系物

部川層群から区別して南海層群を独立させた（田代, 1985b)。ただ，その層序は各地の白亜系を

継ぎ合わせた不完全なものであった。その後，森野ほか(1988)や森野(1993)は鳥巣層群と南海

層群が連続して広範囲に見られる高知県香我美町美良布付近を綿密に調査し，その部分を美良布層

と命名，美良布層は南海層群荻野層の下位にあり，南海層群の基底部あたるとした。南海層群は最

下部のバランギュアン？層から最上部のアルビアン層まで連続しで露出する地域はないので，比較

的に露出のよい高知県の物部地域と徳島県の中伊豆地域を中心に述べる。南海層群は下位から美良

布層（高知），荻野層（1 1.) (高知＝中伊豆層(s. 1.)徳島），生名層（徳島）と重なる。
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　表２：南海層群およびそめ相当層群の二枚貝化石I…………Jト=＼…………………

Ｂ
Ｈ

｜
Ｆ Ａ Ｇ

Portlandia (s.s.)sanch皿n,si.s（?）

Nanonauis ai{.pseudocarinata

Ｃｕｃ公臨ea(s.s.?）obliquata

C.（Idonearca）aＣれCarinata

C. (/.)transversa

Area (Eona.i)if;u/,n,）plorata

Lycettiasp. by Morino et a1

Brachldontes isenokiensis

ModioLus falcata

Ｍ．:心teubfensis

Pinna(s.s.) cf.rohinaldina

AeuilereUa（Yosfiimopsis）naeatoensis

Gervillariaﾄharadae

GeruiUia(s.s.)forbesiana

Neithea(s.s.) s：yriacaamanoi

PlicatuVa tafen.hn.sh.ii

Amphidonte(s.s.)subhariotoiden.

Nippor叫risonia saBawana

N. tashiroi

Rutitrigonia ^leharai

Pterotrigonia(s.s.)yokoyamai

p. (s.s.) aff.pocil司政mis

p. (s.l.)feaiuaeucfiierisis

p. (s.l.)monana

p. (s土）to'vanam

Miltha japoriica

χenocardita a,m.anni

Astarte (s.s.)yatsushiroensis

j.（Nicaniella）mafeibaensis::hawaiii

A. (N.)m,afeibaensiR mafeibacnsis

Bungoeila ･yabeaformis（?）

Å牡瓦onyaigenokiensis

Opis(s.s.)fiaginoensis

Opis (s.s.) sp. by Tashiro and Kozai

Pach'vthaerous sp. by Tashiro and Kozai

Protor.ardia(s.s.)ama几Ol

Globocardium minor

Granocardium（?）corpulentum

Ｇ．（?）muIticostatQ,

Leptosolen amabiUs

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●
●

　●

　●

　●

　●

　●
　●
　●

　●
　●

●

　●

　●

　●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
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hinearia（Ｐａはp.cimop.ra.）nankaiana

Scittila dericatostriata

Eomiodon safeaujanus

£．matRumotoi

Crenotrapezium, kitafeamiensis

Isodomella matsumotoi

Isoc*yprina aliquantula

Ｌ japoriica

7.（?）ieenofeiensis

Hayanxina Carina ta

Pseudopisidium も吋旨tａ

Pulsidis naeatoensis

Co.RStocorbula(s.l.)manna ana

●
●
●

●

●

●

●

●
●
●
●

●
●

●

●

●

B ･:美良布層　Ｈ：荻野層（Ｆ：船谷部層Ａ：神母ノ木部層Ｇ：萩野部層　）およびその相当層群

ト:生名層　ト　　　　　　　＝

注::本表からＰａｒｕａｍｕｓｓiｕＴｎ,　Kabｕｎｏｆｅａｉｕｅ几ｓｅ（美良市層）が脱落

　１ ：美良布層　　ニ　　　　　　　゜･　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　▽

美良布層は高知県香美群美良布の南側に物部川の流路にほぼ平行して√三宝山層群の北側に分布す

る。三宝山層群が東側でクサビ型に消滅する物部村人栃南方では，四万十帯の堂ヶ奈路層恚接する

（美良布層が定義されるまでは，美良布層とこの地域の堂ヶ奈路層は区別されておらず，両者共に

鳥巣式石灰岩を含むことから鳥巣層群相当層とされていた）よこの地域には三宝山層群に重なる鳥

巣層群は存在せず，美良布層は三宝山層群や四万十帯とは断層関係にある。美良層布層は森野ほか

(1988).によって鳥巣層群とは化石相や地質時代が異なることから区別された。さらに森野(1993)

は美良布層の鳥巣式石灰岩とその生成環境について詳細な報告を行っている。美良布層の詳細は，

それらの報告にゆずる事とし，本膳の概要を簡単に述べる。　　　　　　　　　　　　　　　　十

　本層の主体は厚さ数ｍ一数10mのアレナ子ト質中一細粒砂岩と厚さ数ｍ一数!Omの暗灰色シルト

岩が大まかに交互する地層で，全体的には泥質岩優勢な地層であり，走向方向には連続性のない厚

さ数ｍア数10mの灰色一暗灰色の石灰岩がレンズ状に挟まれている6石灰岩からはネリネアをはじ

め所属不明の二枚貝，巻貝などがでる。またルヂスト（厚歯二枚貝）の密集層もある。またウーラ

イト構造もよく観察出来る。石灰岩レンズの多くは，現地生の礁性石灰岩と考えられる。その石灰

岩の基底下位のシルト質泥岩や細粒砂岩からは， Ｅｏｍｉｏｄｏｎ,Ａｅｕikｒella,　Ｃｒｓｎｏtｒａｐｅｚiｕｍなどの

汽水生貝化石やＣｕｃｕＵａｅａ,　Ｐtｅｒｏtｒiｓｏｎｉａなどの浅海生貝化石が流れ込み状し（汽水生）あるいは

散点的（浅海生）に出る。暗灰色泥質岩からはＰｎ.ｒi)ａｍ,ij,ａＲｉｍ（公海生二枚貝）の他にバランギェ

アンーバアレミアンを示す放散虫群が検出されている。　　　　　　　　　　　　　　つ

　石灰岩は鳥巣層群のものとは厚歯二枚貝密集層を伴う点て異なるが，基本的には鳥巣式石灰岩で，

特に相馬地方の小池石灰岩に似ている（森野1989)。またネリネアの産出は熊本の坂本層の石灰岩

ども似ている。汽水生貝化石は宮城県の大島層群や山口県の吉母層群，また，上位に重なると思わ

れる荻野層(s. 1.)の種とも共通する。浅海生貝化石は荻野層と共通し，公海生貝化石は鳥巣層群

と共通する。貝化石相からみると鳥巣層群のジュラ紀型と南海層群の下部白亜紀型が混在している

ので，鳥巣層群と南海層群の接点にある地層と考えられるが，鳥巣層群とは白亜紀型汽水生の貝化

石の出現や，幾分粗粒堆積物に富む岩相などで異なる。　　　　　　　＼　　　　　　　十:
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の報告は高知以外は］まﾅだ:なﾚい廿れど=も√各地に点在す:る鳥巣層群

吐がある。高知の山ノノ神層√万万乙冑M本:の海浦層,〉犬分の山部層の下半

本層に相当する地質体4こついての報告ば

相当層のなかに今後追加さる可能性がある

部など恐らく木層に対比されよう。また，相馬層群最上部の小山:田層の半部や,/=宮城め大島層群も

恐らくこ/の位置にある。ﾉ＼　　　　　　　　ニ＼ニ　……………………………し/＼ｹﾞに………1…………十＼十＼十　：

２上萩野層（ｓ．▽｜．）

　物部川流域の南側の鳥巣相当層士(現：美良布層丿ﾄの北側にあ画にそ

や蛇紋岩や√犬物部川層群と断層関係で接した貝化石に富かナレヂ……ｲjト

”　　　　　　　・　　･-■････・　･･　　　　　　　・　　･■■　■　　■■　■■■　■■■■■

|帯の古期岩類

･,……そ万の砂岩層

(Yehara, 1927)ﾄは萩野層と呼ばれていなﾄ(Aman娠〉J95抑丿荻野層が白=亜系七万ある事が判明して

以来に萩野層の構造的位置関係にういては物部川層群向斜構造の南翼を形成する＼地質体Tさあyると解

釈された．ぞの後荻野層と)同じ貝化石相が高知市北側頂点万万と確認さ/れへ(平ｍ√1974),:……荻野層及

びその相当層の周辺から汽水生貝化石の産出もj報告=され,し=土佐=山J[日付近め船谷層など√別の=地層名

が巽えられた所もあるが,=殆どはレ物部川層群政領石層に対比水れｻﾞごﾉぎたレこﾉの荻野層と汽水生貝

化石を含む地層の上下関係は直接露出する所はながら=だ．………田代:＼(1･985友,) {ま･荻野層の貝化石と共通

する=化石相を持ち,犬母岩が泥岩の地層を神母木層/と:しか．……:･Jしかし,………萩.･野層と神母木層との関係はよ

く分からなかったノその後，田代・松田い(1985)ﾄは徳島県政中伊豆地方の中生界牡な:かに物部地域

の細切れの地層の化石相が√船谷層は菖蒲層√神母木層]は狸谷層√ﾄ荻野層は中伊豆層とそれぞれ順

序よく¬-連め層序め中江出現する.こ=とを確認したoま･だ一一.,狸･谷層之ﾚ中伊豆層との関係は前者がら後者序よく¬-連め層序め中に出現するに

にか廿て次第に粗粒岩優勢の岩相に

層の関係は下位の粗粒岩が上位

相に漸移す基上方粗粒化傾向四岩相変化を示すごと，菖蒲層と狸谷

の泥質岩に漸移東咎関係にあﾉ右:ごとからに=これ＼らﾚの各層を従来の様

に独立地層名で区分するこ1とは適切ではないと考えニられる=執ﾚ:……:それ1をTれ

られ芯めで，ここでは，これらを荻野層として÷括し√=/Tこ==れま懲

残した．　　　　　　　　　　　　　・･･．・．　　・・＼……　……………

船谷部層（菖蒲部層）=塔1含司S層Q昌浦司S層J）　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥=〉J　:J　＼………

船谷部層は高知県土佐山田神母木付近に北側は黒瀬川帯吟古期岩類ら=

域を挟んで萩野層と思われるアニレナイト賃砂岩と灰色タ:ル下岩の互層に接し

に分布ずるレ北側め古期岩類とは断暦関係にある万が南側慨荻野層/=jﾚ(=?I)とJの

粗二中粒砂岩と緑灰色一暗灰色の泥岩との不規則な互層を示すj万こ=)=Ili甲･｡･藤≒:･須槍

貝化石の報告がある。徳島県中伊豆地方の菖蒲層=は√ﾚ下位ぱ断層関係竹南側

し,＼北側は狸谷層に整合に覆われ‥る｡。岩相は船谷層とし殆＼ど同＼にて:あ｡る白下部

岩状に発達する･。犬化石の産:状はＥｏｍｉｏｄｏｎ二丿ＴｉａtｓＵ=ｍｏtｏしﾚＨａンａｍｉｎａ∧

ｍａｔｓｕｍｏtoiなどが厚さ数とｍの掃き寄せ状密集層を造万丿(l一七/いﾚる⊇…………=………=…………

本部層に岩相，化石相ども極めて類似する
　　　I゛~I'j.●-d｀.卜-･IF-7　1Wﾄﾞｰi l･FHwwl一乙4'-~:/ySIS/･.ﾉヽa″'･adFrごq･‾で.･^ V^J:でｰ｡F4-1.1

層"＼,ト高知佐川町加茂め介石山層,万高知市一宮のご領石層ﾌﾟﾚ

見
て

露頭の無い地

ﾙじたｸ＼サビ型

朋レ優白色の

による汽水生

群｛ﾉ?｝………と接

の基底部が傑

いIｓｏｄｏｍｅｒａ

＼熊本田浦地域太田牡“::川口

肛√犬山工丁の脇野層群吉母層

(吉母層群)の汽水生貝化石相とめ類似yも:見逃廿なくいよ=:2ｶ貝本田浦=の海浦層に本部層のﾌﾟ化石と共通す

る種が知られている＼(太田・門司, 1976)レ美良布層のく汽水生貝化石jと心かな非共通す･るがに岩相

が美良布層がシルト質な点て異なる。　　　＼＼…………………=……万……=ﾚ………………I：　……………:…………………

　神母木部層ト(狸谷部層)‥‥　‥　　‥‥　　‥‥‥‥‥‥‥＼………ﾄ……:……ﾚ＞ﾄ………lj……∧十二………1…………j　　ト

　＼神母木部層は土佐山田町東神母木近ぐの物部川西岸に分布する:ﾑ……=･下位は断層関係で黒瀬川帯の古

斯岩類に接し，上位は荻野層に似たデレナイ千質砂岩優勢ﾉなﾚ砂岩とT泥岩の互層に整合関係で覆われ
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る。岩相は数cm－10数cmの薄い中一細粒砂岩を頻繁に挟むが，主体は暗灰色シルト質泥岩から構成

されている。化石は散点的に，しかし，かなり多量に出る。二枚貝は浅海・一部公海生の種からな

り，両殻を閉じた状態の標本が半数以上を占め，ほぼ現地生を示す産状でPteroひigonia aff.

pocillifoｒＴｎｉｓバvａｎｏ!ｘａｕiｓ ａtf. ■ｖｏｆｅｏンａｍａｉ． ＡＴｉth,ＯＴｉ＼ｉａ ｉｇｅｎｏｆｅｉｅｎｓiｓ， Ｇｒｏｂｏｃａｒdiｕｍ 　ｍｉｎｏｒ，

Ｐｉｎｎａ　ｓp.など30種以上が出る。アンモナイトはCfxｅｒｏｎｉｃｅｒａｓ　ｓｐ. が出ていてアプチアンを示唆

している。

　中伊豆地方の狸谷部層からも同じ貝化石が出ているが，最近，香川の橋本氏の採集標本中に

Ｐtｅｒｏtｒｉｅｏｎｉａ　kaｕ］昭ｕｃｈｉｅｎｓiｓを見いだした。本種は熊本県の領石相当層とざれる模式地川口層

かその直上の八竜山層からTamura and Nishida (1989)により記載された三角貝である。形態

的には美良布層から出るＰtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ tc）＾)ａ７ｎａｌと荻野層に知られるＰtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ ｍｏｒｉａｎａの

中間的な種であると思われる。本種は，まだ，この熊本以外の物部川層群からは知られていない。

しかしながら，熊本八代地域の物部川層群相当層とされる部分には，南海層群や南海層群と同じ貝

化石相を持つ先外和泉層群が混在して分布している恐れがあることは，田代・池田, (1987)や

Nishi et a1. (1989)によって，すでに指摘されている。

　萩野部層（中伊豆部層）

　荻野部層は，高知県香美郡美良布の南の荻野付近に分布する。大変露出の悪い地層で，この模式

地とされている萩野地域では，本部層の全容をつかむことは困難である。本部層は中一細粒のアレ

ナイト質砂岩優勢な砂岩と灰色シルト質泥岩が繰り返す地層で，各々の厚さは砂岩が数ｍ－10数ｍ，

泥岩は数ｍくらいで，砂岩から泥岩へ移る部分は不明瞭な漸移部を示す事が多い。砂岩，泥岩単層

の岩相は神母木層（狸谷層）と殆ど同じであり，本部層が砂岩優勢であると言う程度の違いしかな

い。萩野部層の上部にあたると思われる走向方向の延長部には神母木層の岩相ににた泥岩優勢な地

層があるが，萩野部層のどの部分にあたるのかは本地域では分からない。萩野郎層の砂岩からは掃

き寄せ状に密集した貝化石層が知られる。二枚貝は離弁状の個体が断然多い。また，密集層上下か

らも散点的に比較的大型のＧｅｒｕillaｒia,　Ｐｉｎ几ａなどの貝化石がでる。密集層の個体に比べると合

弁個体が多い。密集層の化石にはＰｔｅｒｏｔｒｉｇｏｎｉａ　ｍｏｒｉａＴｉａ, Ｎｅｉtｈｅａ　ａｍｘｍｏｉ,Ｅｏｎａｕicｕｌａ ａｍａｎｏｉ，

Ｃｕｃｕllaea obliｑｕａtａ,　Ｐｉｎｎａsp･, Gen元Ilia　foｒbeｓｉａｎａ，χｎｏｃａｒditａ　ａｍａｒど20種以上の遠

浅の海辺を想定出来るような二枚貝がでる。アンモナイトＣｌｉｅｒｏＴｉｉｃＧｒａｓ sp. の産出からアプチア

ンの堆積物と考えられている。高知県で荻野部層とそっくりな岩相・化石相で知られる地層は，高

知市北方の福井や万々の“物部川層群”と佐川北方の越知町付近の文城層(Tashiro and

Matsuda, 1986)があるが，現在，前者は住宅地，後者は茶畑になっていて，それらの露頭を捜す

のは困難である。

　徳島県の中伊豆地方では狸谷部層の上に整合に重なる中伊豆部層が萩野郎層と同じ岩相と化石相

を示す。これまでの中伊豆部層からの化石の産出量や種類は萩野部層より少ないが，種はすべて萩

野部層からの種と一致する。中伊豆地域では中伊豆部層は砂・泥岩が交互する萩野部層と同じ岩相

のさらに上位の泥質岩優勢の，高知の荻野付近では不明瞭であった部分が露出する。

３：　生名層

　生名層（田代・川路, 1985)は徳島県の勝浦町生名の南方に，北側は黒瀬川帯の蛇紋岩，南側は

三宝山帯の古期岩類とそれぞれ断層関係で接し，南北500 m,東西に1km程度の狭い範囲に分布す

る砂岩層である。岩相は中一細粒の幾分ワッケ質の砂岩で，薄い暗灰色の泥質シルト岩を挟む。貝

化石は殆ど二枚貝で，砂岩から散点的ではあるが，比較的に多産する。化石は，合弁，離弁ほぼ相
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半ばしていて10数種が確認されているがＰtｅｒｏtｒｉｇｏａｉａ　吠t， pocillifoｒmiｓ, 　Ｃｕｃｕl臨（t

ａｃｕtｉｃａｒｉｎａtａ,　Ｂｒａｃｈｉｄｏｎtｅｓｓｐ･，Ｎφｐｏ戒行ｉｅｏｎｉａtＣむｓhiｒoi(Matsuda mS）などが多い。

　生名層に相当する地層は南海層群の分布地域（黒瀬川構造帯よ=り南側）からは徳島以外では報告

は無い。化石種の構成は大分溜水の先外和泉層群溜水屑上部古共通するノ地質時代はよく分からな

いが化石種の構成からアルビアンが想定される。

南海層群の地質時代

　南海層群基底部層の美良布層の放散虫群集はバランギニアンノ後期－バレミアンを示しているが，

更に細かい区分は分かっていない。その上位に重なる荻野層中一上部（神母木部層と荻野部層）か

らのＣｈｅｒｏｎｉｃｆｉｒｎ.ｓの産出はアプチアンの後期を示すとされているので，下位の船谷部層も恐らく

アプチアンの範囲内にあると思われる。鳥巣層群の主体とされる美都岐の石灰岩は，ナノ化石では

バランギェアンであるとされているので，美良布層の主体はオ=－テリビアンフバレミアンと考えら

れる。この時代は物部川層群では領石層から柚ソ木層までが含まれる事になり√かっで海成の領

石層”としてＥｏｍｉｏｄｏｎ　ＲｏｋａｗａｎｕＲで代表された地層群はアプチアンでありＥｏｍｉｏｄｏｎ

γΥｌａtｓｕｍｏtoiを産出する地層はオーテリビアンーアプチアンの範囲になる。

　一方南海層群の上部については生名層がアルビアンとしても，その僅かな分布しか示さない生名

暦が南海層群のアルビアンを代表しているとは考えにくい。南海層群ではないが，生名層に似た化

石相を持つ大分の先外和泉層群溜水層の上部には部厚い暗灰色泥質岩があるので，南海層群でも萩

野層上部の泥質岩が優勢になってくる部分を含めて生名層に連続する未発見の部分が残されている

と予測される。比較的に上下にわたって連続性の良い物部川層群に対して，細切れになった同時代

の異質の白亜系が物部層群の分布地域よりも太平洋側に遍在していることは，三宝山帯（南海層群）

にスラストアップしたと考えられる黒瀬川帯（物部川層群卜の地質構造学的観点から観ると,二逆説

的な事実であると思われ興味深い。

　（Ｃ）中央構造線沿いの白亜系

先外和泉層群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　下部白亜系先外和泉層群の分布は九州地方に限られ，中央構造線（臼杵一八代構造線）に隣接し

た秩父帯以南の地域に細切れになって露出している。九州東北部の大分県大分周辺では，中央構造

線の南側の三波川変成帯を覆って分布（田野層）＼（し，その西方犬飼南方では中央構造線に平行し

（溜水層・小坂層・ハイダテＴＶ層），その南側の秩父帯の北縁にちぎれた帯状jに分布している。九

州中央部から西南部にかけては中央構造線よりも南側に広がり（高畠層），秩父帯の下部白亜系物

部川層群の分布地域に接近し，所によっては，ほぼ同時代の下部白亜系物部川層群と重なり（八代

層・袈裟堂層。“川口層”），動物相や岩相の理解な七では物部川層群との区別が困難である。更

に西南方の鹿児島西部では四万十帯に隣接して露丿出する（久見崎層）。先外和泉群は南海層群と同

様かそれ以上に，上下に連続した層序を示す露出が少ないので，各地の岩相・動物相や化石から得

られる地質時代の情報をもとに，その層序の概要を組立ざるを得ないので，上下の連続性について

は不明瞭な部分が残されている。



日本の白亜紀二枚貝相し(田代)

表３：先外和泉層群の二枚貝化石
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Ｔ ○ Ｋ Ｅ Ｙ Ａ Ｓ

7＼lucula（Leionucula）h.n.i.dn.t.Rnsis

Malletia（?）higoensis

Ｎａ几onauistafeahataensis

Ⅳ.aii. pseudocarinata

Cosmetodo几敵pponicus

Nemodon feesadoensis

Ｃ已ｃ以証ea（Idonearca）a.r.utic.arinata

c. a.)transversa

C. (/.) cf、amaxens沁

Area (Ronauicula）feesadoensis

ModioluR tarriLもｒ(元

Glycymeris（Ｈａ几aia）densilineata

Pinna(s.s.) cf. rob決心d決α

Gervilはria haradae

Ｇ、miyafeoensia

GfiruiUia(s.s.)forbesiana

I几oceramiもs(s.s.) a几hUcus

Kntnlui.m.ifeedai

Ｅ几t.o/.iiirn.（?）"yatsushiroerise

Pkelopteria aii. electa

Np.ithp.a.(s.s.)feoohiensis

Aequipecten feesadoensis

Parvamussium feattoi

Placunopsis sp. by Tashiro and Tanaka

Amphidonte(s.s.)subhariotoidea

Tiastellum（Arctostrea）at?-r.nrinatum

y＼lippoaitrigoniaplicata

Ｒ公乱risonia veharai

ﾌﾆ）terotrigonia(s.s.)fiofefeaidoana

p. (s.s.) aff.pocilliformis

p. (s.s.)tafeahatensis

p. (Pぶ0£バgonia)tn.nn.hn.!

Miltha japoTxica

χenocardita amanoi

A starte(s.s.)"yatsitsh-iroensis

λ.（Nicanlp.lla）sufeuboensis

A. iN.)mafeibaeれSIS k(l初匈Ｕ

Å.（筑）Tn,o.feibaensisrriafeibaeasis

Yahp.n,akatsui

Bungoella ^labeaforrRis

Buneoella sp. by Tashiro and Tanaka
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Pりｃｏｒｒiifa　ｄｅｎｓｉｃｏｓtａtａ　　　＝　　　　　　／＼

ＡＲthoれタａ ａti. ｍｉｆＵＴｉｅｎｓiｓニヘ　　　ト　　　＼

Ｇｌｏｂｏｃａｒdiμｍ ｓｐｆｉａｅｒｏｉｄｅｕｒれ　□　　　＜

ｙＧ……ｍｉｎｏ「‥‥‥Ｊ　　　し　〉」　　ト　レ･

Ｇｒｎ.ｎｎｒ.ｎ.ｒｄｈｉ.ｍ.（?y∧ｃｏｒｐｌｅｎtｕｍ　　‥‥‥‥‥

Ｇ．（五･Ithmoca砲証加) sp. by Tashiro and Matsuda

Ne？ｎｏｃｄｒdiｕｒＲ tｓ.s.)ｙａtｓｕｓhiｒｏｅｎｓｅ　　十

乙印な）ｓ丿en sp. byニTashiro and Matsuda十

Ｃｏｓｔｏとンｒｅｎａ ｍａtｓｕｍｏｔoi　∧

ＶｅｎｉＬｉｃａｒｄｉａ?ﾌﾟsp. by Tashiro　才六　十

Ｔｅｉｏｒia　ｙａtｓｕｓhiｒｏｅれ乱ｓ　　　　　十

Ｒｅｓａtｒiｘ(Vectorbis) mりａｚａｋｉｅｎｓiｓ

Cａｅｓtｃｏｒbｕlaﾄsp. by Tashiro and Tanaka

Ｐｑｃｈ-Ｖｔｒａｇａｊａｐｏｎｉｃｔふ　　　　　　　六

戸んoladomya (s.l.) spよby Tashiro and Matsuda

戸.:(s.l.) sp. by Hayami　　…………　ト

Ｐｌｅｃtｏｍ'ｖａａｍａｂｅａ几μ　エ犬　　‥‥‥　‥=

Ｐｌａt＾ｉＴ.'Ｖｏｉｄｅａ　ｎｉｐｐｏｎｉｃａ　　‥‥‥‥‥

？脚Tiplom-ｙａ　ｓp. by Tashiro and Tanaka

●
　
　
●
●

●

　
●
●

　
　
●
　
　
　
　
●

●

●

Ｔ ： 溜水･=落谷層くＯ ：小坂層　Ｋ土須久保層ﾄ(パイヶダデＬＶ層)=ﾚヶＥ……:袈裟堂層

Ｙ ：八代層　Ａ：高畠層十Ｓ：久見崎層ほか………j……=/……j………,に……I……:万………………………:……………

●
　
●

Ｓ

注丿本表よりＮｅｉtｈｅａ(s.s.) m･ａtｓｕｒれｏtoi（八代層）須久保層）下とＮｅｉtｈｅａ(s.s.)………め･riaca (袈

　　裟堂層）の２種脱落　ノ　　　〉＼　　∧……………………………＼………………ﾚ……………j　　　………

大分地方の先外和泉層群

↑：溜水層Ａ部層＼　　．．

　溜水層は大分県野津町落谷東方溜水付近に分布す……る::6……宍.=岩･相.万一万･Sま･ア･..･レ=1ヂ.イ.･,卜質粗粒＝中粒砂岩と灰色

シル犬卜質泥岩が数ｍおきjに交互に繰り返す地層で√砂岩層の基底部万は細疎ﾚめ疎岩状になっている事

が多い．ニ所々忙礁成の石灰質シル下岩または泥質石灰岩の小塊:が=ぱ岑まれでいlる。j石灰岩かﾚらは珊

瑚化石のほかに厚歯二枚貝化石が=でるふ＼石

化石の密集層から始まる=事が多く，厚歯二枚貝は

に発達した所属不明の貝

の細粒砂岩から出ていて，IＬ４=1り笥采眉砂=り刄Eiま心=争砂夕しJ学困=一ぞＸ貝降4コ!火石i負石朋1？そりﾚ周:MI=の軽画Z妙音から出ていて，

この石灰質岩塊が現地成で弗るごとを示七‥でいる⊇ﾉ本層ﾉ回細粒砂岩やゲジルド岩か1らはＮｅｉｔｈｅａ,

Ｐｃｈ'ｖｃＯｉｎｍ,　Ｘｅｎｏｃａｄｉtａなど多く/の二枚貝化石や,十万……ﾚヽヾ万=かﾅ:ﾐにﾌﾔﾚ万万Pｃｈｙｃｏｍｙａ,χｅｎｏｃａｄｉtａなど多く/の二枚

る(Tanaka, 1989)。　　　:…………

2ト:溜水層日部層　　　△　Ｉ　　　　　…………∧＼＼=………………:☆∧…………jﾄ……………ﾂﾞﾉ………=]……=万…………万

　溜水層Ｂ部層は同層Ａ部層と走向性め断層関係万亡接七√弓四北側に分布ずる地層である。下部は

砂岩優勢な中こ細粒砂岩と灰色シルト質泥岩が↓くヤデ：ド＼にﾉなﾄう＼で数雇十坤数ｍ開隔て繰り返す互層

でレ上部は下部とめ間に厚さ40血前後の暗灰色のｹﾞｼﾞ半]ﾄ∇質泥岩が断然優勢な互層を経て√△層厚200

m以上の分厚い暗灰色泥岩層に変わる⊇こ‥の泥岩ぱ化石ぱ乏ｿしく√布巾士部は殆ガバイオダヤレバjショｍ以上の分厚い暗灰色泥岩層に変わるよこの泥岩ぱ化石ぱ乏ｿしく√布四士部は殆どバイオダヤソバjショ

ンを受けていない葉理明:瞭な堆積構造を示すよ上位=は断層関係で古期岩類∧（黒瀬川帯jD＼に･接する

ため不明６下部の砂岩層中.に殆ど＼心皿=ｌｌａｅａ∧ｄむﾉ爾砂加砂（ﾄﾉ＼IC･万万J.ﾌﾞT前原∧としＰtｅｒｏ廿細Ｏ戒ａ

ｈｏｆｅｈａｉｄｏａｎａの２種か/らなる掃きﾉ寄せ状の密集層部:あ＼るしﾉﾄ土部画泥岩かﾉらくはｹﾞＰａｒｕａＴｎｕｓｓiｕｍ ｒｆ.
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tｏｓａｅｎｚｅが知られている。本部層の地質時代はアプチアンーアルビ=アンの範囲内にあり，アルピ

アッの可能性が強い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

３ ： 小坂層　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　し

　大分県犬飼南西の小坂付近から石場ダム付近に南北両側を断層で切られ細長く分布する地層であ

る。下部は砂岩優勢なアレナイト質の中粒砂岩や,/基底部が疎岩状なった粗粒砂岩が薄い灰色シル

ト岩を挟みながら交互する粗粒堆積物に富む地層で，上部は暗灰色泥岩優勢な細粒砂岩と泥岩の互

層である。下部と上部を結ぶ付近の地質については露出が悪く，よく分からない。下部の下部の砂

岩からは散点的にＰtｅｒｏtｒｉｇＧＴｉｉａ　ａ賛｡=pocillifoｒmiｓ， Ｎｅｉｔｈｅａ　ｆｅｏｄｉｉｅｒiｓiｓ,ＮｉｐｐｏｎｉtｒｉｇｏＴｉｉａ

ｐｌｉｃａtａ　■?ふどの数種の二枚貝が出る。Ｃｈｅｒｏｎｉｃｅｒａｓ sp. （アンモナイェト）の産出から，本層基底部

はアプチアｙであると思われるが，上部の泥質な部分はよく分からない。しかしその岩相は溜水層

Ｂ部層上部の泥岩層に似ているのでアルビアンの存在が予測される。

４：須久保層(Tanaka, 1989)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　大分県野津町西方の腰越付近の物部川層群（ハイダテ山層群）上に10度余りの低角度の断層を介；

して重なる薄い地層で，下部でやや中一細粒の優白色の砂岩が泥岩との互層をなしてめだつものの

主体はシルト質泥岩である。細粒砂岩やシルト質泥岩から15種以上の二枚貝を主にした化石が出る。

多産する主要な種にＩｎｏｃｅｒａｍｕｓ　ａれglicｕｓ， I＼leitｈｃａ　ｍａtｓｕｍotoi.犬Ｒｅ即決■gonia　aff.

pocillifoｒｒｒiiｓ, Ｙａｂｅａ　ａｋａｍａtｓｕｘ,　Ｂｕｎｓｏｅｌｌａンａｂｅａ/ｏｒmiｓ,　ＮｏｎｏＴｕｉｕiｓcf･ｐｓｅｕｄｏｃａｒiｒｍtａ
+ぶど｡=

がある。I.ｃしｎｓlicｕｓはアルビアンの後期によく知られる種である○　　　　　　･･ １

　木層は溜水層や小坂層の分布地域よりも南の飛び離れた地点の，物部川層群の分布地域の物部層

群のバレミアン層ベハイダテ層）上にぽつんと狭い範囲で分布している。=物部川層群のアルビアン

層とは岩相りﾋ石相ともに大きく異なり，化石相は先外和泉層群め特徴種群で占められている。　　：

５：田野層

　田野層を先外和泉層群と上部白亜系の大野川層群のどちらのメンバーとするか問題がある。分布

の位置は前者に，地質時代については後者に近い。言い替えれば両者を関係ずける地質学的に重要

な位置にある。田野層は大分南方では三波川変成帯を低角度の断層関係で覆っているが，石場ダムＩ

北方め小坂の東付近では小坂層の上位に重なっている（但し田野層と小坂層の関係は整合関係か断

層関係か露出が悪く，よく分からない）。　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　十

　田野層は疎岩，赤紫色砂・泥岩と優白色粗粒砂岩が優勢な地層である。かなり広範囲に分布する

地層であると思われるが，阿蘇の凝灰岩に覆われ，その層序の全容が分からない。わずかに知られ

る化石に�ｏｃｅｒａｕｓ　hobetｓｕｓｅｎｓiｓ（大分地域）やj＼Ｔｉｐｐｏｎｉtｒｉｇｏｎｉａ tａｓhiｒoi，（小坂地域）がある。

藤井(1954),野田(1971),寺岡（1970）によればBiｒｏｓtｒｉｎａ ｊａｐｏｎｉｃｕｓ，I几ｏｃｅｒａＴＴｉｕｓｆｉｏｂｅtｓｕｓｅｎｓiｓ．

Ｍ^Jtiloideｓ tｅｒａｏｆｅａｉ，Ｎ(！.ｎｏｎａｕiｓｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓiｓ（?）,　Ｐａｒｕａｒａｕｓｓiｕｍでｖｕｂａｒｅｎｓｅなどの二枚貝が

報告されている。おそらくアルビアンの一部を含みチュロニアンに至る極浅海成一陸成堆積物であ万

ろう。本層にっいての筆者の知識は断片的であるが，その詳細は寺岡ほか(1992)の報告にある。

宮崎地方の先外和泉層群

１：高畠層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　＼

　高畠層は宮崎県鞍岡地方の祇園山北方に，僅かﾀﾞ2�四方の範囲に分布する地層である。その地点

の地質構造的な位置は中央構造線よりも4kmほど南側にある。岩相は赤紫色砂・泥岩や同様な岩相
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を々トリック＼スにした疎岩層を上下4こし七中部に薄い泥岩壱数1h毎に挟んだ厚:さ200 m余yりの粗一

中粒砂岩から構成されている。ﾄ上下部層め厚さ]は阿蘇四凝灰岩に覆われて分かﾉらない。中部の砂岩

から三角貝をぱ七め20種近いこ枚貝を主jとした化石が散点ﾉ的画産T出する(Tashiroﾆand Tanaka,

1992)。北石は合弁状の個体が多いノ化石種の旦岸士割程=は八代層/とﾉ共通=七,＼4=＼割程｡は御所浦･〉御

船層群の種と類似レサ残る２割程が木層=の特有な=種々]あ｡)｡･る……力･4;万｡:そのj.祖=先形]は八代層の種に見られる。

木層のﾚ地質時代は示準になる化石がな‥いためによ:<＼分かｿら万なjい執……=万一ﾉ･X･｡･代層〉(ア圧ピアノン中期)上より

は新しくニ御所浦層群ト(アルレビア1ｼﾞ後期÷セノレマ午ケジ)…………よ:り万古り･４

期と推定出来る。……………　　　　………………………レレ……………＼∧………………=･…………………:………　……=……

2 :y田原層　………，‥‥‥‥‥‥‥‥

田原層は高畠層分布地域の東北方の宮崎９

あるノ大変露出の.悪い地層のた色……そ=の正確

や細粒な砂岩層の中に厚さ50cin前後のレンズ状の大1

されている(田中均博士の私信による)。力斗の個体

30:cmを越える殻高を示す大型カギの密集層jは，本邦ﾔ4

も,／々ノ々ニア丿前一中期＼(熊本の御船層群･宍鹿児ﾌﾟJI

越層など)，=7ニデシアン後期一サレントキアン初期二(

州｡の姫浦層群下部亜層群基底部など)√カンパニプレ

群上部亜層群など),＼パレオシ=ソ△(姫浦層群上部胡

Ｃｒｄｓｓｏｓtｒｅａではないと思われる)△の:4＼層準とぽぼ決

岩組から推定すれば,し田原層の力半層は上部白亜系ﾉ

や,=田野層j(アルビケン十チュロごアン)の西側延1

に分布す蕎傑岩と砂岩を主にした地層で

ビデンj後期):の上位に位置するごと，本層の西側に]=ぱ御船層群相当層ﾚの見嶽山=層j∧｡(七ノマノ≠アン中

期)があることから，セノマニアツ前‥一中期の力斗層仁あ犬ﾉると思ﾉわれるレj=j……＼＼＼つ　……

　田原層四構造的な位置は，冲央構造線の直上か√く=やや南側忙あるノ田野層………と同様に木層を先外和

泉層群のメンノメ≒と見るか，大野川層群の基底部心近い地層=と万考]るﾉか◇(寺岡,〉四70),………または見嶽

山居ト(日1村し1沢村,ニ1964)のように御船層群の東側延長部七巻なすか唸中九州ﾚの=白亜系の構造発達

史の解釈如何によって判断されるぺきであろう。……十…………………………………………J………………………

下位にどのような地層があるかについては推定の:

羅するごとは出来ない。二　十　犬　十　………:

↑:）川ロダ層″犬･　　…………………

八代郡坂本村川口の東方下深水付近の“ﾄ川口層ﾊﾟ’=

れたＰtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ虹。ａｇｉｉｃｈ-ｉｅｎｓiｓTamuraand

ない。上本種は四国め中伊豆地方め南海層群中伊

おり（橋本寿夫氏採集），本種の形態は南海層君

からは南海層群の汽水成層の特徴種Ｅｏｍｉｏｄｏｎ

ある。八代郡二見の川口層宍には物部=川層群;

shiｒｏｉｅｎｓiｓが出てい藁。犬したがって，

うし=で設定ざれたﾉ(田代・池田,〉1987)。

÷……ア｡一I.･ﾌTチ万

I

デシ･｡で･あ=jり宍↓:･｡両層の間や,……上・

本地域だげで先外和泉層群四層序を網
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物部川層群の領石層と南海層群萩野層の船谷部層かその下位の美良布層の汽水成層の動物化石相が

混在している可能性かおる。南海層群と先外和泉層群や四万十帯下部白亜系の動物化石相は共通す

ることが分かデ

海層群型とすれば，その付近の“川口層”は，地質構造的には袈裟堂層の下位の位置にあるので，

袈裟堂層よりも下位のオーテリビアンーバレミアンを示す極浅海一汽水成の地層であるとも考えら

れる。現時点で動物群による「川口層」の観察からは,･物部川層群領石層に相当する部分は，二見

の川口層と下深水北方九折付近の川口層であり，南海層群荻野層型のリ|［口層”には田浦町太田海

岸，坂本村川目（本地域）と，球磨川南岸荒瀬北方の川口層があり，田浦町西方の海浦層もこれに

近い。

　なおこの地域の地質学的再検討の結果については，別に報告の予定である。/

２：袈裟堂層　　　　　　　　　　　　∧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬

　袈裟堂層は田代・池田(1987)によって定義されるまでは，八代層の一部とされてきた。1本層は

坂本村下深水の北方め八丁山袈裟堂付近に,ニ西側に傾斜した20度位の低角度で山頂付近を中心に分

布する粗粒堆積物に富む地層で,大磯岩，アレナイト質粗粒一中粒砂岩が，数ｍ－10数ｍ毎に繰り返

されている。ｲﾋ石は中粒砂岩に多く産出するが，磯質砂岩からも出る。山頂付近にあるため風化が

進み石灰質の疎か空洞化したあとには，大型め単体サンゴ化石や厚歯二枚貝の印象化石と思われる

痕跡が多数見られる。Ｎｅｉtｆｉｅａ ｋａｃｈｉｅｎａｉｓ.Ｅｎtoliｕm ifeedai, Ｇｒｏｂｏｃａｒdiｕｍｓｐｆｉａｅｒoidiｕ=ｍ，

ＣｕｃｕｌｌａｅａａｃtｉｃａｒiTiatａなど20種以上の二枚貝化石が出る。アンモナイトはアプチアンの特徴属の

Ch,ｆｌｒｏｎ,i.ｃｅｒａ.ｓ類が数種知られている。ｲﾋ石のほとんどは大分の溜水層や小坂層の種と同じで，南

海層群，四万十帯下部白亜系や東北日本の宮古層群とも→部共通するが，物部川層群のアプチアツ

の化石種とは違っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　十六

３：八代層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬

田代・池田(1987)が八代層を再定義するまでは，袈裟堂層や九折付近の八竜山層も八代層とさ

れ，むしろ九折付近の白亜系が八代層の模式的な露出部とされてきた。つしかし，九折の白亜系が領

石特有の赤紫色堆積物からは仁まり，ぞの上位に領石植物群や動物群が見いだされ，更に上位の浅

海生動物群が物部層と共通することが確かめられた（田代・池田, 1987)。これまで一般的な解釈

として,＼八代地方の物部川層群相当層は，下位から川口層・八竜山層・日奈久層と呼ばれ，それぞ

れ領石層，物部層・日比原層と対応した地層群と考えられてきたため，八代層の模式地を上宮山の

白亜系として再定義し，九折の白亜系は従来の層序j（川口・八竜山）を踏襲した６これまでにも述

べてきたように，物部川層群最下位の川口層にも問題があり，八代地域の白亜系については，詳細

な再調査が必要である。＼　　　　上　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　ｌ

　八代層は八代市宮地東方の上官山に分布する砂岩と泥岩が数ｍ－10数ln毎に繰り返す，やや泥岩

優勢な地層である。下部（北側）は断層関係で宮地層
し

（日奈久層下部層との同層異名＝物部川層群

日比原層下部層）に接し，上部（南側）は，蛇紋岩体（黒瀬川帯？）と断層関係にある。下部=と上

部に汽水生貝化石ＣｏｓtｏｃＡ)ｒｅｎａｄ．ｍｉｎｏｒ,　Ｇ.　ｍａtｓｕｒａｏtoi,　ＴｅtｏｒｉａＭａtｓｕｓれiｒｏｅｎｓiｓなどを産す

る:が，主部の比較的に厚く発達した暗灰色シルト質泥岩からＰtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ　ｈｏｋｋａｉｄｏａｎａ,

（Iｒｏｂｏｃａｒdiｕｍ ｓｐｈａｅｒoidiｕｍ,　Ｎｅｉｉｈｅａ　ｍａtｓｕｍｏtoi，　Ａｓtａｒtｅ ＾(ａtｓｕｓhiｒｏｅａｓiｓ　tぶど多くの浅海

生二枚貝や，アルビアン中期の初期を示すアンモナイド(Matsumoto and Ohta, 1980 )を産す

る。主部の泥質岩から上部の砂岩優勢な汽水成堆積物への変化は漸移的で，上方粗粒化の岩相変化

を示す6　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　十
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鹿児島地方の先外和泉層群

　久見崎層………j‥‥‥‥‥　　　　‥‥‥

‥

‥　＝…………]万………………y/]ﾚﾚ……………=ﾚ……………万…………=.………:……万……ﾄ==……I.ﾄ…………………

久見崎層は，鹿児島県川内市の川内川河口付近に僅かに露出す=るﾚ地層Tさ,==丿岩柑は泥岩優勢な砂岩

と泥岩が数ｍｸ毎に繰り返す互層脊示し，‥八代層ﾉφﾉ下草十年部江似てい名ｿﾞ．＼Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ

ｆｉｏｋｆｅｄｉｄｏｄｒｕｘなどの宮古型貝化石の報告があ=る＼(橋本ぽか, 1972)o…………＼＼ｹﾞ……j……＞:……　……………

　本層め分有地域の東側にぱ四万十帯の岩体があ∇り√本層聯下位の岩体jもj恐:ら:く=四万十帯のもめで

あろう６=……　　ニ〉　ニ　＼　　　　……………………1………

I

…………ﾄ……＼…………

I

ﾀﾞ...ﾉ…………＼＼〉＼ﾌﾟ=ﾀﾞ(……犬j………

先外和泉層群の層序∧　　　　　　　：　　　　………犬……
I
……=……………………==ﾄﾚ∧ﾚ…………ﾉ…　……:｡=　　　………

　各地に点在する先外和泉層群に所属すると考えﾉられﾉる,地層lのｿ地質時代と:およそﾚφ堆積環境/は下位

から次の様に整理出来る。　　　　犬　　　　　…………………十ﾌﾟ1…………上…………ﾉ………：　……………

“川t］層.”（オーテリピアンーバレミアン））･.ｊ･卜神い.に‥･こ･､.･･.･卜:･l･ｿ（=I浅海こ汽水…………：ノ

溜水Ａ部層（バレミすン）い･･…‥…･･…･･･‥‥････卜づ以f･ﾉ‥●●・････､.;.･.･･1万極浅海÷浅海＼ﾉ

袈裟堂層し･小坂層（バレミアン=?･ － アプヂアヅ）……………･･（ト‥･.‥J･j.j/･万..･;j･...極･浅:海j.－･浅海＼

溜水Ｂ部層（アプチアン→ダルビアン）一…･‥一卜･ﾝﾔ（･･y･ご･････＼･･Ij4浅海＼……………1　:ﾕ……I

　八代層･＼久見崎層(アルビアン)‥………･･.･･i･･･‥･･i･:.i･･卜卜･･(･･･j=.汽水十ﾕ浅海∧…………………

ニ高畠層十(アルビアン中一後期)･･‥.‥‥‥:‥･‥…･(ト･j･･/･).･1･･･j･=.･y･1･･jt=.･.･jIy==.･陸･成十極浅海＼＼ト………:

　須久保層ぺ(アルビアン後期) ･･‥ヤ(………･.：ヅ･ﾚ,ﾚ…ﾉ,＼･････㈲ｿ:………浅海÷公海………,==……=＼ｹ‥‥‥

　田野層犬(アルビアシ？－チュロニアン)＼･････‥万‥y･,;,･･･トレト.=･.ﾉ:･･)＼万陸成÷汽水÷浅海=△…………

　田原層(ゼノマ千アン)‥…･･‥‥……‥･…･‥‥‥ﾕ･りy･･=････し･･;,=fj.::l :==汽水十極浅海ﾄ……j………=万:jjj　〉

　これらの地層が，各地点で一連整合の関係にあくるとは限ｿﾞらず√ﾉ小坂層ﾉと遜野層ﾉとの関係のように，

非整合ないしは低度の不整合関係にあるJよう七レ地域債よ万万＼では,∧ﾉり･.ヽずれかの部分が欠如した堆積

相を成七でいる部分が多いと思われる．　　　十∧…………:く…………＼＼………万……………　……万……………

　バレミアンーアルビアンの中では，物部川層群で＼ぱデプチ了レ士ア.庚ビアこﾝ……:Sこ･..･力11J乙つ大規模な

海進め跡があり，　アルビア丿初期には海洋底の低……;J(貧)…………酸:素万環境を暗示する堆積祖が列島規模で認

められる．それに対して同時代の先外和泉層群φ堆積相μ陸成÷浅海成柑のj範囲φ岩根の籐り返七

で構成/されていて，部分的に考察出来る範囲で推定すれ‥は√先外和泉相群は全般的ぐに上方粗粒化傾

向め強い岩相であるレ　　　　ゲ　　　　　＼　＜＼……………j………ﾄ＼＼レ………]…………∧＼十……………1……………

　先外和泉層群の初期の堆積相には，厚歯二枚貝や礁性石灰岩が含来れ;十化石相/ぱ南海層群と共通

する点てレ鳥巣層群も含めて,ニいわゆるテ＝Jチ又型の動物相とみ)なくぜﾚるﾑ……本･層群の後期てアルビア

　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　・　　I■■　　　　　･･　　　　　・　･I■　　　　　　　　■■･･　　　　･･　－ン中期卜でに物部川層群領石層に似た赤紫色堆積物=や4万=∧j.物.部.71:jl層群下部でめ特徴属ﾉであらだ　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　・　　I■■　　　　　･･　　　　　・　･I･ ■■･　　　　　･･　－ン中期卜でに物部川層群領石層に似た赤紫色堆積物く亀こ=∧j.物｡部｡71:jl膜群下部でのﾉ特徴ﾉ属ﾉであらた

ＣｏｓtｏｃＮｒｅれdなどの汽水生二枚貝が南海層群型φ群集ﾉに加=わド（了来有事は非常仁興味深い。＼

　構造的には秩父帯に位置する先外和泉層群め〉ア）ルヶ=ビケ丿以降の地層群め八代参高畠･＼田野・田原

層と√領家帯に位置する御所浦・御船層群・大野川層群下部亜層群:との間の岩相の酷似と化石相の

共通性や，地理的には,＼ほぼ平行七で前者の北方に］分布ず･る後者が,…………共6こ･中:九州の秩父帯jに斜交:し

七配列する状況などから考えれば,∧両者間に=は÷連のj堆積盆瓜大あ。るヤレは√ﾚそれに極めて近い堆積

盆で形成された地層群と考えることが出来るレご牡仁七はレ先外和泉層群が中央構造線を介して北

側（領家帯卜から南側（秩父帯）へ低角度で衝上七九＼とす=る任!代=イ1986)のそyデルをさらに補足

する資料と見なせる。　　十　　　　　　　二　　…………jし…………………ﾉ………＼▽………………Jし犬上II　　ニニ

外和泉層群……　…………＼…………＝　∇ﾉ……………………ノ………☆……ﾌﾟ｡こ＼……＜………ト∧……………

　秩父帯の上部白亜系を総称七で外和泉層群と呼ぶよj･/木層群･Ｕ
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て，一地域で本層群の全容をつかめる所は少ないが，和歌山県鳥屋城地域と高知県物部地域では比

較的上下に連続した露出が見られる。本文では最近詳細な研究がなされた物部地域大栃付近の層序

(Matsumoto and Tashiro eds., 1982 : Tashiro and Matsuda, 1982)を中心に，不足する部分

を他の地域で補足しながら，その概要を述べる。　　　　　　　　　　犬

　大栃の外和泉層群は下位（南側）は四万十帯堂ヶ奈路層相当層，上位（北側）は物部川層群日比

原層と断層関係にあり，下位から吹越層，永瀬層，カジ佐古層と整合に重なる。

表４：外和泉層群の二枚貝化石

Ｆ Ｎ Ｋ ｜ Ｙ Ｓ Ｔ Ｍ

Nucula（Pp.c.timi.cii.ln.）feonkifinsis

Acila（Truncacila）tosaen乱ｓ

A. (T.)himenoLむrensis

Portlandia(s.s.？）tosaensis

Nanona玩ｓ pseudocarinata

Cucullaea（ldonearca）amaiensis

Matsumotoa unisulcata unisulcata

M. unisulcata densestriata

λΓCα（Eonauicula）tashiroi

Glycymeris(s.s.？）amafeusenRis

Ｇ．（Hanaia）HoskoTxourensis

G. m.)fiofefeoidoensis

Septifer mifunensis

Ｐれelopteria erecta

Ｍンtiloides teraofeai

Irtoceramus(s.s.) anポicus

/. (s.s.)kobetsusensis

/. (s.s.)tesh.ioen.sis

I. (s.s.)uujajimensis

/. (s.s.)m.ih.np.n.Ri.R

/. (s.s.)amafeusensis

/. (s.s.)ramoTcki

/. (s.s.) aff. cΓφ7っ肩

/. (Plaりceramus）fiieoensis

7.（Cata,ce.ramuR）to-yaioanus

/. (C.)Rhifeotn.nensis

SphenoceraiTius scKmidti

Ｓ、naumanni

Entolium obouatum

Nippo几onectes feozaii

N. monobensis

Panﾉamussium. yuharense

Atretn. intulapitis

Spondylus(s.s.)amanoi

Gr'yph.eostrea feochiensis
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Pｙロ

CraRSQStreB.犬kaivauchide几sis

Nipp･onitrieonia sp. by Kozai et a1

Apiotrifioma（s.s.）undulosa.

R匹oびigonia (s土）pustulosa

p. (s.l.)monobeana

p. (s.l.)imanisfiii

戸．（Ptilotrigonia）oeauiai

p. (P.)breuicula

p. (P.)mifunertsis

p. (p.) mas九山ｅ几sis

Ｒ（Ｒ）Tnivanoharensis

p. (P.)amahu&ensis

Linotrieonia hitaniurai

M:vrtea(s.s.)amanoi

CHsocolus(s.s.)odochiensis

Tfietisj･apomca

Fenestricardita densisranulata

ＥΓφ瓦でyla(s.s.)n.m.n.feij,Rfinsis

Pacfivthaerusれ昭ａ司

？. ya几agisaujai

C:vmbopれGra ofeadafeensis

C. sp. by Tashiro and Matsuda

Eomiodon matsubdseRsis

Vp.lctritinn,m.n,t.siim.ntoi

GosJioraia crenulata

Legmen sp，by Tashiro and Matsuda

Ph.oladom.'ya(s.s.)japoaica

八（Bｔむcardiomya）hiratai

Periplorn,-ya j･aponica
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ヤ:ﾄ吹越層尚Ｎ：永瀬層トＫ＼:カ＼ジ佐古層　Ｌ:……宮原層……Y･:･:･.1:一横=貝･･一層I:

s : 櫛淵層……Ｔ　立江・宮倉層しＭ ： 水窪層……j=:万I
　　　　　・ ' I'I㎜■･■I-¬　　'－¶　　ma---　　　-¶･■･¶　■■■　■■■　　　　　■　　■　　　　　■
　注工木表より＼良心ｒｏ�即皿レ(Ｐtilotｒｉｇｏｎｉａ)………Ｅｉｇｏｅ.･元々:tS(永準㈱〉脱落…………………=………万……I…………

↑：吹越層上(層厚約300血)………　レ　■　■　■■　　　＼I…………………＼＼ｿﾞ………ﾚ＼∧T]……………＼　　∧〉＼　　　　/

　吹越層は下半部は,◇=数Cm一数10cmの砂岩の薄層本数皿�÷10数血の暗灰色.ジル下質泥岩が繰Iり返

す泥質岩優勢なダービ：ダイト性互層を示すノ泥岩記ﾚは物部川勝群耳比原腸

ないが,上葉理鮮明な部分が見られ＼る丿中部亡,こそﾉの互層中:の砂岩層が次第/に厚さ寄増しに上半部は

砂岩が優勢な砂岩とシノレト岩の互層ﾑに代わるレ砂岩は上部ぱど厚/さ………を増し粗粒忙なる回傾向かあくる．

本層最上部に整合に重なる疎岩をもって上位の永瀬層の基底

質岩の｡境界部分に生痕化石Ｚｏｏｐｈ:icosが出る。＼=また

公海性雖二枚貝Ｐａｒｏａｆｒａtｓｓiｕｒｎ　ｙｉｊｈａｒｅｎｓｅや泥底生φ:=さ

厚ﾉさ………を増し粗粒4こなる傾向かあ/る。

きソれでいるレ化石は中部々砂岩と泥

半部に移=る部分の]ダル下岩からは，

郎……なjど｀2ｶﾇ得程れヶる。＼……
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　上部の比較的に泥質一細粒の砂岩からは浅海生の二枚貝･=巻貝化石を中心にした密集層が，　レン

ズ状に挟まれるレ公海生・泥底生や汽水生の貝化石も含まれていることから，潮下帯の深い部分ま

でストーム状に流れ込んだ結果の密集層であろう･。 化石にはたoceramus aff.ﾆｃｏｎｃｅｎt ｎｃｕｓ.

Ｐtｅｒｏｔｒｉｇｏｎｉａ ｉｍａａｉｓfiii，　Ｍａtｓｕｍｏtｏａ　ｉ£Ｔｉｉｓｕｌｃａtａ√Ｅｏｒｕｗiむｕla tａｓhiｒoi， Ｅｎtｏｌｉａｍ　ｏりｏｕａtｕｍ

などセノマニアン初期に特徴的な20数近い種が知られる:(Tashiro and Ｍ･atsuda, 1982)。また，

その化石層よりもやや上位の砂質泥岩に１層の大型のカキ殼(Ｃｒａｓｓｏｓtｒea cf. 船砂ｕｃ紅血nsis)

のレンズ状密集層がある。本層の上半部はセノマニアンと考えられるが，中一下半部の中でも泥質

岩優勢な下半部はアルビアンの可能性が強い。この吹越層の走向方向の西側延長部には南海層群荻

野層が分布していて，しかも両者の途中に大規模な構造線がないとすれば，本暦は萩野層の上部か

その上位にあたる走向上に位置している。その中間部分の地質調査が不完全な地域の泥質岩からア

ルビアンを示す放散虫化石を検出されたことがある(高知大1990年度進級論文)。本層と荻野層の

間に若干の時間的間隙があるのかもしれないが，本願は恐らく荻野層の上位に重なる地層であろう

と解釈される。‥　　　　＼　＼　　　　　　　　　　　　　１

２ ：永瀬層（層厚約150m)犬　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　ト

　永瀬層は，最下部で２層ほどの厚さl-2mの暗灰色泥岩を挟む以外は殆ど分厚い砂岩からなる地

層である。　　　　　＼＼　　　ト

　下部は殆ど無層理塊状の青灰色の砂岩で，数種のセノマニ,アン初期を示すアンモナイトが出てい

る。　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

　中部の砂岩にはクロスラミナが見られる部分があり，その周辺には厚さ10数Cm，幅1－2mはどの

二枚貝化石の濃集層を挟んでいる。散点的にセノヤニアン中期を示すアンモナイトが出ている。貝

化石は皆，熊本の御船層群の浅海生貝化石相から知られる種でありＰtｅｒｏtｒiｓｏｎｉａiPtilotrigonid)

ｍａｓ九海ｅｎｓiｓ,　Ｐ.（Ｐtil.）h-ｉｇｏｅｎｓiｓ. Ｓｅｐtifeｒ　mi∫ｉｔｎｅｎｓiｓ，　ｅ^sｆｍｂｏｐｈｏｒａ　ｏｆｅａｄａｈｅｎｓiｓなど10数種

を数える。　　　　∧　　　　　　　　　　　　　　ト　十▽＼　　　ト　　　　　　犬

　/上部は，下位の砂岩に比べ幾分粗粒な無層理塊状の優白色砂岩になる。散点的に出るアシモナイ

トノは√セノマ：ニアン後期を示す。また最上部に近い部分に僅か厚さ数cmで，はば30cniほどの貝化石

濃集層からIれｏｃｅｒａｍｕｓ ｒａｍａｒｃｆｅｉ,Gl-iicﾀﾞｍｅｒiｓ（J＾ａｎｎｉａ）ｈｏｆｅｆｅａｉｄｏｅｎｓiｓが出ていて，イノセラ

ムスはチュロニアン初期を示している。/この化石層を含んだ砂岩塊上に，厚さ１ｍ強の酸性凝灰岩

が重なっており，この凝灰岩をもって上位のカジ佐古層との境界とされている。永瀬層に相当する

地層には高知県西部の梼原北方の横貝層の下部層,□同県佐川地域め越知町仁淀川南岸の宮原層，赤

石山地の水窪層がある。　　　　ト　　　　　　　　　‥　　　　　　　　　　　‥‥‥　‥‥

３ ：カジ佐古層（層厚約150 m)　　　し　　　　　　　　　　　　　　ニ

　本層は岩相の違いによって上・中・下の３部層に分けることが出来る。下部層は中一細粒の緑灰

色の砂岩と凝灰岩の薄層と灰色シルト質泥岩が繰り＼返す地層で，下部ほど砂岩が厚く，上部では泥

岩が優勢になる。凝灰岩は20層以上挟まれている。砂岩，泥岩ともイノセラムス・アンモナイトの

他に三角貝など20種近い貝化石が出ている。また泥岩や凝灰岩からは放散虫，有孔虫などの微化石

も出る。イノセラムスは僅か層厚30m足らずの下部層から，下位からＩｎｏｃｅｒａｍｕｓ ｈｏｂｅtｓｕｓｅｎｓiｓ.

I.　tｅｓｈｉｏｅｎｓiｓ，　I.　ｕｉｙajiｒｒｉｅｎｓiｓ，　I.　ｊｎｉｈｏｅｎｓiｓ，　I.ａｍａｆｅｕｓｅｎｓiｓと,llfi序よくチュロニアン中期－

サントニアンまでめ示準化石が，途中欠落することなく産出する。凝灰岩はI，んｏｂｅtｓiiｓｅｎｓもｓから

I，ｍｉｈｏｅｎｓiｓまでの範囲（チュロニアン中期－コニアシアン）までに集中している。下部層の最上

部付近には，細疎からなる含陳シルト岩を挟むスランプ相があり√ここでは砂岩層は殆ど挟まれて
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いない。犬このスランプ相を境に中部層に変れる6″４り'○ ･･･１-Vソ●ヘノノノ1'口-dTJ-bH'-^↑‘□IJI目W1-ぶζ4Jj･'■Ｊｏ ･.･･一二…………=…………

中部層は稀に砂岩の薄層をばさむもめの，殆ど暗灰色め泥ji

ターベーシEiンを受けた層理不鮮明なシルト質φ泥岩で

ようになる○>本部層のほぼ中部に乙層の薄い凝灰岩ﾉがあl

れる。大型化石はアン号｡ナイトとイノ万セラ）ムノズ以外ｹぱ

邸Oで)ｅｎｓiｓ上半部から=はＬづａｐｏｎｉｃｕｓ(or玉垣Igoensis)ﾚﾉ

出る 微化石は放散虫・有孔虫・石灰質ナノプラ……ン:ﾀﾞ.こ･ご卜=

よれば,………上半部はかンパニアシ初期を示=七てﾌいてﾌﾟ

Matsumoto and Tashiroしeds:1982),大型化石に｣

　上部層は;細粒砂岩層の出現をしもらて中部層かﾉらＤ

を挟むが√主体は優白色中粒の無層理塊状め砂岩首丿

挟むよﾚ本部層の上部は断層によ/づで切られているﾄ=だ々

は分からない回が，その上位と考えられる地層は徳島ﾘ4

層了あﾉ奇よ/本部層の下半部はバイオ

ノ……:万]ﾚﾋ=半部:6ま葉理鮮明なﾉ泥岩が=目だつ

に小規模の宍スタヽンプ相が見ら
　　■■㎜■■■･■■　　㎜㎜　■

少曹い√下半部かjらﾀﾞはＩｎｏｃｅｒａｍｕｓ

Polypりｃｈｏｃｅｒａｓなどが

する√有孔虫1.1放散虫に

･槙al.;十〇kamura:et al, in

ずれが生じでいる。………

部仁数層の1二5m=の暗灰色泥岩

玉層ﾛｙ1垣前後の酸性凝灰岩を

の=地層にづいては｡，物部地域で

に露出する6/こ･ｲﾋ一石4ま，ヵi.つ･て甲

藤.9須槍(1956)によりInoceramus nauma八挺の報告が=あﾄるﾉよ＼……j……:…………=･…　……j:　　　…………

　カジ佐古層に相当する地層心は，高知県梼原北方の横貝層上部層があるﾚふ……こ=.こ1で|ま，下部は酸性

凝灰岩と暗灰色泥岩の互層で,ﾀﾞ〉上部は暗灰色泥岩φ厚小地層に変わ丿乱………下部の=互層部からチ４ロニ

アン＝コニダシアンを示す放散虫化石が検出さ＼れている犬[甲]藤くほか),ご1984)がに大型化石は

Ｆｅａｅｓtｒｉｅａｒditａｄｅｎｓiｓｒａｎｕlatａ寸種が出でいるﾄ(香酉収か√:1992)ｿﾑ……………おそら=く，==……カジ佐古層の下

部一中部の一部が露1出していると考え＼られるが，カノジ佐古層よﾚり宍も√かな=肛沖合いの堆積祖を示し

ていると考えられる．　　゜　　　　　　　　…………………………＞ﾀﾞ･1万……………………J………

徳島県小松島市近くに分布する宮倉層√その南西雛羽ノ浦川

亜系め化石が出ている。j化石や岩相万から宮倉層卜はﾉｶｹｼﾞ

undulosaの密集層)ニに，立江層は同層下部のヽ中部ﾉｿ:I･(Ｉｎｏ･.ＧｅｒＱ

比出来iる。力＼ジ佐古層下部に挟まれる多数め凝灰岩層1は;:………高匁

る。‥こめような凝灰岩層をひんぱんに挟む上部白亜系,は熊木埠

の基底部近くに知られる。しかし九州では化石に乏ﾄﾚく:,………そj必

そめ範囲内･にチュロニアンを示すｌｎｏｃｅｒａｍｕｓ八ｈｏｂｅtｓｉtｓｅｒiｓiｓ=ｲ

いる。＼この外和泉層群での凝灰岩がチムロニアン中期かﾚらyｊ≠デダアジの間に集中七ているこ万とは，

の関連と併せて考察すﾚる]必要があ/るｽ。………………=つﾆﾚﾄ……犬　　　ノレ　　◇

外和泉層群は最下部の金屋層く(上松原=層)ﾉにルy=……h-ｏｂｅtｓｕ･ＳＲＴlＳｌf

西南日木内帯:の火成活動ことの

中部の御霊層=（松原層）に�ｏｃｅｒａｒａｕｓ ｕｕｏｄｊtｍｅ呻吟ﾌﾟﾌ｡ﾚ=.ａｍａｆｅｕｓｅａｓiｓ,△Ｌ叫ｏ皿乱ｓ; l. ｊａｐｏｒｉｉｃｕｓ

が知ﾉられている。化石・岩相とも大栃のカジ佐古層の下部か画中部層に柑当す岑部分が露出してい

る。鳥屋城地域の最上部φ鳥屋城層（二川層）／に相当する部分は大栃づに＼は存在:し＼=ない。　＼………1　万

和歌山県の鳥屋城地域の

４：･･櫛淵層　　　　　∧　　‥　　………　　　＼ﾉ、＞＼□十コご･……=

=本層は立江層の上位に重なる地層である。下半分は砂岩がち=ﾉの

で，カジ佐古層の上部層に似ている。上半部は暗灰色めﾌﾟｼﾞ)レjﾄ

石には， 　Ｉｎｏｃｅｒａｍｉ£ｓﾄｓｆｉｉｆｅｏtａｎｅれｓiｓ,　I.ｔｏ＾rａｊｏａｎ.ｕｓ=;……知加加ｃｅｒａｍｕｓ･=……ｓμ

の組合せではカシパニアン中一後期が示唆されるよﾚ本層の下半部内下部はﾚｶｹｼﾞ佐古層の最上部に対

比されるが，主部は物部地域に/は存在七ないレ木層に対比出来:右地層には和歌山県の鳥屋城層=（二

川層）がありＳトｓｃｆｉｍｉｄti, I. ｂ心耳ｄｓの産出が知言れてい/るj6………万　I=II　＝…………………………＼
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５：　外和泉層群の構造的な位置関係　　　　　　　　　　し　　　＼　　　　つ

　これまでに外和泉層群には四国・紀州を中心にアルビアン後期？（吹越層）から，カンパニアン

中期（櫛淵層・鳥屋城層）までの地層が存在することが分かってきた。また赤石山地や関東山地に

も木層群相当の地層が点在している。木屑群は，秩父帯の狭い範囲ににしかも，点在する状況で分

布するため，南海層群や先外和泉層群と同様に，まだ未確認の地層が各地に存在している可能性が

ある。なお，外和泉層群に特徴的な事柄を次のＡ－Ｆに纏めた。　　　　　ト

　Ａ：四国・紀州での木層群の分布に限って見れば，本層群り下部は下部白亜系南海層群から連続

すると考えられるが，各地点最上部の露頭の地質時代は四国西部=（横貝層）ではフニアシアン，中

東部（大栃）でカンパニアン初期，東部一紀州（櫛淵層・鳥屋城層）でカンパニアン中一後期と，

東部へ向かうほど若く成っている。　　つ

　Ｂ：カンパニアン初期までの地層は，北側の下部白亜系物部川層群とは断層関係で，その南側に

分布しているが，カンパニアン中期以降の地層は物部川層群の分布地域（秩父帯中・北帯）まで広

がっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　づ

　Ｃ：下部白亜系の一部を含み，上部白亜系の大半まで及ぶ長大な地質時代を示す地層群でありな

がら，各地の本層群の層厚は異常に薄い。特に大栃や梼原北方地域に見られるようにセノ々ニアンー

コ土アシアンの部分は僅か100mにも満たない。

　Ｄ:‥化石群の特性はセノマ,ニアン中期の僅かな部分の極浅海生一汽水生動物群を除けば，全体的

には，外洋生・公海生の動物群で占められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　Ｅ：カジ佐古層下部層産の二枚貝群集は，愛媛県宇和島市周辺の宇和島層群産の群集によく似て

いごる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬　　　　　　　　　　ニ　ニ　　　　　犬　Ｉ

　Ｆ：九州地方には，本層群に相当する地層が存在しない。　　十

=…　……　　　　　　　　　　　　|||領家帯の白亜系と二枚貝化石相

Ａ）中九州の白亜系　　ｙ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∧

　熊本・大分県を中心に九州の中央部を，ほぼＳＷ－ＮＥ方向に延びて広範囲に分布する白亜系が

あ=る。,天草地方の御所浦層群，熊本市南部や東部に広がる御船層群，甑島や天草地方に広く分布し，

東は熊本市東部に及ぶ姫浦層群，大分市西方大野川流域に分布する大野川層群がある。これ｡らにっ

いてぱ，これまで多くの報告があるので，ここでは簡単に，各地層群の概要を述べる。

１：御所浦層群　　　　　　　　　　　　　　　　　　∧

　御所浦層群は熊本県の御所浦島，鹿児島県の獅子島４伊唐島・竹島・長島西端部などに分布して

いる。木層群の下位は断層によって花岡岩（肥後変成岩類）と接するため分からないが，おそらく

花陶岩体とは不整合関係で，その上位に重なっているものと思われる。御所浦島では本層群の下半

部が分布し，獅子島では御所浦の地層の上半部が下半部となり，上半部は御所浦よりも若い地層が

分布する。伊唐島・長島では獅子島の地層の上部の一部を含み，更に若い地層が重なる。つまり，

御所浦，獅子島，伊唐島・長島と一部を重複しながら若くなっている。御所浦での御所浦層群最上

部の上位には姫浦層群下部亜層群が不整合的に重なっている。最も若い長島の御所浦層群の上位は

断層関係で姫浦層群上部亜層群と接する６御所浦層群は一般的に，垂直・水平方向共に岩相の変化

に富み，その岩相が幾度となくセットをなして繰り返されていて，上方粗粒化の堆積相を繰り返し

ながら，全体的には若くなるほど粗粒堆積物や汽水生，稀に淡水生動物化石に富むような，“デル
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=ｼﾞﾙﾉﾄ:質泥岩,＼凝灰質泥

ている。＼貝化石

夕"的堆積相と見ることができる６しそのため，≒般的上方細粒化の層序区分が適応出来ないことも

あいまづて√/研究者によって,◇その岩相・層序区分jは↓:lﾉﾚ:力･.S:ね:I･り･ ･･異･な｡うj.Tぐいｿﾞる:ﾑ……………………………

岩相は,六万赤紫色砂･＼泥岩，その砂=･泥岩をマド……:ﾘ=･ツ……IIｸ……ﾈﾚに:.j･し……だ･=傑丿岩｡万に:疎岩4し優白色粗粒十中粒砂

岩,＼青灰色中粒砂岩,∧粗悪炭質浮泥岩,ﾉ砂混ﾉじ

岩√凝灰岩などか石構成されでいるが,∧その組

は赤紫色岩と凝灰岩を除く岩相から多量に産出ず弓=レ淡水生卜汽水生三極浅海生十浅海生二公海生

とその岩相に応じた群集が得られるが,。岩礁生四j群集は比較的]に少レないレノ＼……:=‥‥‥‥

　疎岩の映は人頭大から小豆大ま懲様々であるが=↓………十･:般･に

る。凝灰岩は1m 一数lOcm-の厚吝で,∧御所浦層群全体かｹら見る七比較的上部に集中七=ていjる０.11

表５：御所浦層群の二枚貝化石

Ｇ Ｓ Ｇ Ｓ

Nucula（Pp.c.tinucula) hocんi.Rnsis

Acila (Trimcacila）tosaen肌S

Nanonauis pseudocarinata

CＵＣ公証ea（Idonearca）amaxensis

Matsumotoa japoれt皿

M.unisulcata unisulcata

Area (Eo几auicula）tashiroi

Ｇりcymeris（Hanaia) goshonourensis

SeptifeΓmifunensis

S. cressentiformis

BracKidontes Tn.ash,ifeen.sis

Crenella eyliafeiana

Ｐｉｎれ(1（Plesiopinna）atriniformis

Qeriiillia(s.s.)metaforhesiana

Entolium obouatum

ParuarれUssium :yub aren.se

Anomia ｓp･

Cro.sRORt.rea feaii)n.ij.f:hid.f>nsis

Nipponitrigonia tashiroi

Pterotrigonia(s.s.)safeafeurai

p. (s.s.)jieharai

p. (s.l.)imanisfiii

p. (s.l.)nhsoi.Rt.n,

p. (s.l.)pustulosa

p. (s.l.)monobeand

Ｐ．（Ptilotrisonia）osaujat

Ｒ（Ｐ。）dilapsa

p. (P.)mifunensis

p. (P.)amakusensis
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p. (P.)tamurai

p. (P.)usij.iRnsis
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日本の白亜紀二枚貝相（田代） 133

御所浦島の御所浦層群十　　　　　　　　　　　　　　　　　　∧　　　　　　　ニ

　御所浦島北・北西海岸の狭い範囲を除けば，その他の地域はレみな御所浦層群が占める。松本

(1938)に従えば,万　ここでの本層群は下位から　Ｉ・ｎ・Ⅲ層に分けられている。　　犬

　Ｉ層の下半部（la部層）赤紫色岩類で化石は出ない。上半部（lb部層）は=砂岩優勢な優白色

粗一中粒砂岩と/灰色泥岩・砂混じり泥岩が交互に繰り返す地層鸚　泥岩部からＴｅtｏｒia spp.,

Intｅｓｒｉｃａｒdiｕｍ ｓｅｉｆｅａｉａｎａほかの汽水生二枚貝や巻貝化石が出る。またごくまれに挟まれる粗悪炭

質泥岩からＴｒｉｇｏｒｄｏｖｄ£ｓ Tnifｕｎｅｎｓiｓ，　Ｐｌｉｃａｔｏｕｎｉｏtａｍｕｒaiなど/の淡水生貝化石が出ている。最

近このｌｂ部層の細粒砂岩から10種以上の浅海生二枚貝化石も記載された(Tashiro∧μｎｄ

Takatsukaバ99↓）。　犬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　ト　　●●　●●　●　●

　ｎ層はＨａ－Ｈｅの５部層に細分されている。この中でIlbとＨｅ部層は浅海生貝化石を含む優白

色の砂岩がちの地層で，三角貝をはじめ多くの砂底生の貝化石が出る。 nbから産出したアンモナ

イχヽＭｏｒtｏＴｉｉｃｅｒａｓｃそ，ｒｏｓtlatｕｓによりアルビアン最上部が確認されている(Matsumoto and

Tashiro, 1975)。 Ｈａとnc部層はla部層ににた岩相で，赤紫色岩を主とし所によっては灰色泥質

岩を挟む。泥質岩からはＴｅtｏｒiaspp.などの汽水生貝化石が出る丿Hd部層は緑灰色のシルト質

泥岩を主とし，青灰色の中粒砂岩が互層状に挟まれる。ｹ泥質岩から＼ｉ.　Ｔｅtｏｒia ｓhiｓhiiiｒａｅｎｓiｓﾚ

Ｅｏｍｉｏｄｏｎ　mifiｔｎｅＴｉｓiｓ,　1χ＾ａtｓｕＴｆｔｏtｏａ　ｕaiｓｕｌｃｄtａ,　Ｐｓｅｕ面ｓａｐＭｓｊａｐｏｎｉｃ匁ｓなどが出る。青灰色

砂岩からは，散点的に“Ｃｅｒithiiｕｎ ” spp. （巻貝）が出る。　　ニ　‥十　　　　　　‥‥‥‥‥

　Ⅲ層は, Tamura et al., (1968)によりⅢａ－Ⅲdの４部層に細分された6 Ula部層はn d部層と

ほぼ同じ岩相であるが，砂岩の基底部は，しばしば傑岩ないし映質砂岩から始まるノ化石も皿d部

層と同じものが出る。Ⅲb部層はl a， Ha, He部層に似て，赤紫色岩優勢な地層である。尚その岩層

の間に薄く挟まれる細粒砂岩からはＰｓｅｕｄａｓａｐｈｉｓな ど の汽水生貝化石が出る。 また淡水生の

Ｔｒｉａｏｎｉｏｉｄｅｓsp. を含む植物片に富む砂質泥岩が厚さ30cin,幅数ｍの規模で砂岩層に挟まれてい

る（烏峠南側林道沿いの崖）。Ⅲc部層は下半部は緑灰色泥岩と青灰色砂岩が数血毎に繰り返される

互層であるが，上半部は青灰色砂岩を主とした地層に次第に変わる。下半部に２層のＣｒａｓｓｏｓtｒｅｃし

Sp.の密集層があるが，その個体は高知の外和泉層群吹越層や，大分の先外和泉層群田原層の個体

よりは小さい。本部層の全層準からＭａtｓｕｍｏtｏａ Ｊ叫が散点的，あるいは密集層をなして産

出する。この化石も本種の模式標本の産地御船層群の標本よりも小さい個体が多い。この砂岩から

本種に混じってＰtｅｒｏtｒｉｇｏ几ia　ｙｅｈａｒaiやＣｏｓtｏｃyｒｅｎａ　mifｕｎｅｎｓiｓが出ている。さらに上位の砂

岩は御所浦島の最高蜂烏峠付近や唐木崎に露出していてPteroびigonia (s.s.)ｓａｆｅａｆｅｕｒai,

y＼Tφｐｏｎｉtｒｉｇｏａｉａtａｓhiｒoi　tふどが散点的に産出する青灰色砂岩が厚く重なり，烏峠では,Jその砂岩

中に流れ込み状に密集した汽水・浅海生貝化石混在層中にＣａｒｙｃｏｃｅｒａｓ（?) sp. (アンモナイト）

が出ていで，こめ標本は烏峠展望所に展示してある。ﾄⅢd部層は青灰色砂岩，疎岩，赤紫色岩，優

白色粗粒砂岩，浮泥質緑灰色泥岩などが不規則に互層する地層で，１－２層の大型カキ（“

Ｃｒａｓｓｏｓtｒｅａ"　ｓｐ.）の密集層がある。犬淡水生貝化石Ｔｒｉｅｏｎｉｏｉｄｅｓ　ｍａtｓｕｍｏtoiは本部層の優白色

粗粒砂岩から出る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丿

獅子島の御所浦層群　　　　　　　ｙ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ

　獅子島の御所浦層群の層序区分は田代・松田(1984)に従へば，下位から幣串層√片側層，立石

層，柏栗層，獅子島層と重なる。／　　　　　　　　＼　　　ト

１：幣串層　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　‥

　幣串層の下部層は数層の赤紫色岩を挟む砂岩，浮泥岩の互層で，砂岩にぱＣｅｒithiｕｍ”化石が
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散点的に含まれ，古い地質図では古第三系の赤碕層,でと.J解1釈さ:れ一一七｡=り=゜)=

I

だ･｡６.万｡･中部層住青灰色中粒砂岩優

勢な砂岩と緑灰色泥質岩のおおまかな互層気二砂岩の基底は=舞岩仇∧ﾄあﾅるÅ)=は傑質砂岩に成=｡うてい

しることが多い。＼化石は泥質岩部に極浅海・汽水生貝化石が不規則ﾉに繰りﾉ返七産出すくる･。 汽水生種に

･は,一Ｅｏｍｉｏｄｏｎ ｊＴｉａtｓｕｂａｓをTiｓiｓ, ＴｅtＯＴ‘伍]ｓhiｓhii㈱ｅｎｓiｓ,ﾚﾚ一Ｐｓｅ.ｕｄａｓａｐｈ-iｓ〉j(φφ海氷＼Ｍａtｓｕｎｉｏtｏａ

ｕＴｉｉｓｕｌｃａｌａなどが弗り，浅海生種にはＧｏｓhoｒａｉａ………ｃｒｅｎｕlatｕｓバＺｒｅｎｅｌｌａ=ｇｙｒｉａｋｉａｎａ.＼Ｐ･tｅｒloとがら^onた

ｓａねａｆｅｕｒai, Ａれth,≠鴇丿ａｐｏtｉｉｅａな=どかおるら砂岩/に半”=ﾉＣｅｒith辿ｍ∧やﾉ小聚φ‥巻貝有集層が見ら

れ，最上部近くに匯Ｇりりｍｅｒiｓ=ｇｏｓfiｑｎｏｕｒｅｎｓiｓ郷･みの衝集層がｿﾞあ本。]上部層μ下位の坤部層と

の漸移部に数層の細粒砂岩を挟むが生体jぱ暗灰色:シダト質泥岩こ聯厚層であﾄるj。:化石は下半部に

Pterotrigonia (Ｐtilotｒｉｇｏ几ｍ）ｏｇａｕjai。

tａｓhiｒoiレＣｕｃｕｌｌａｅａｹﾞｅｚｏｅｎｓiｓ,　ＥｏＴｍｕｉａＪ.1=α=

下/岩弄石

いはＰ４ｒ叩飛略柚ｍ･;ｙｕhaｒｅｎ.ｓｅ..∧.

fｅｏｃｈｉｅｒiｓiｓ,　Ｅｎtol砲ｍﾚｏｈｏｖａtｕｍなど公海生要素の強い貝化石を産ずる。＼まﾄだ冲部の=シルト岩か

らはＳtlicｚｆｅａｉａ　ａｒａａｎ.叫,　ＧｒａＮｉｓｏｎｉtｅｓfoimtａｎｉ士卒づど口アレモナ子＼トも｡出ていイ∧(Matsumoto in

Ａｍａ顔面dトMatsumoto, 1964),そのアツモナダ㈲ﾅﾄぱに＼回部分＼がニビノヤ土プレク=最初潮十(lower

Lower Cenomanian)を示している。十

十幣串層からのアンjモナイドの時代設定

層は,く御所浦島のHle部層に対比出来る。

したがづて，御所浦島のＩ層－nb部層

=ら推定すると幣串層の上部

に相当す/る。

7):ILe部層に比

べ幣串層上部層には公海生貝化石に富む厚いシルレト岩相がjあ,る6………ご.φ.一事ti

も上位にある地層が極浅海一汽水一非海生の堆積相々あノるくがレ獅子島懲ﾉは

でのUe部層より

の堆積以後も浅海

生フオー,ナが繰り返し出現するこ(とを考え合=わせること√堆積当時地理的に御所浦より=も獅子島のほ

うが沖合いの堆積相を示していると推定出来る。………ﾚ=……:∧………………………………:………　……　　し　　………

２ ：，片側y(カタソバ)大層　　　　　上　　　　　……………＼……………1………………ト………ﾚ…………=……I……i=ご.　･･.･　　　　･･

　片側層は幣串層中部層に似た岩相が繰町返し出現するく地層で,/jﾚ.優白色一一砂岩や青灰色砂岩が厚ぐ発

達し，ﾚ優白色砂岩には顕著なクロ不ラミナが見らすし＼乱………幣串層と]異なﾉる貢叫ﾄ産出化石が殆ど汽水

生の動物化石で，極浅海生動物化石の産出があま寸.な卜事であ]るレ………ﾚ∧＼=……………………………

３ ：立石層と柏栗層∧・･･.･・.　　　　　･･　･･

ﾆ地層の厚さ＼は層厚120m位の立石層¨よﾉりも柏

は砂岩がちの中粒ワしケ質砂岩と暗灰色泥岩のj

(立石層)＼もしくは，シル下質泥岩が断然優勢心

た浅海生貝化石が出るが,十三角貝の数種は多分

く………厚くｿﾞ女っ七万いﾉる万が4＼両層と.も下半部

ｼリレト質泥岩

もj殆ど共通し

れ替わりが

認められる。y例えば柏栗層にはし7=^tｅｒｏtｒigoT面[μ]ﾉ)〉面う加ｂｅａｎａ,………れ十(貪μ.)………万:mifiiTi＾ｎｓi･Sｶj出始

める:が，立石層にはy＼Ｔｉｐｐｏｍtｒｉｅｏｎｉａ･tａｓhiｒoiや/,………万..･Ｐtｅ･ﾒ7･φぴﾌな

が残Tされでいる。　　　　　　　　　　　　　　　…………=………1………………ﾚﾉ……1………､………ﾄ……:………◇…………j.｡.j　万｡=

　立石層の上部から出るＰレ(s.l)ｉｍａｎｉｓhiは√高知ﾉの外和泉層ご群吹越層＼（セノ<プ土ｱﾚｼ初期）に

知ら/れ√柏栗層の二枚貝相は北海道三笠地域牡三笠層ﾉの＼ﾔﾉ△マΞ丿丿/前期………(upper･Lower

Cenomanian)に酷似する。ノレ　　■　　　■■　　十………1……………I……∧1…………∧＼j……＼J…………＼‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

4:し獅子島層　　＜ニ　ト　　　十　　六白　　し……1……=……ﾚ………ﾉ:……………1………＼＞j∧<､､万＼し∧ﾉｻ万…………＞……:………

＼本層の下部は√優白色砂岩と灰色泥岩が数ｍ÷10数血毎に繰非返さ＼=万ね､:全体的七は泥質岩優勢な
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地層である。砂岩優勢な部分の特に粗粒な砂岩が卓越する部分には薄い赤紫色岩が挟まれる。本層

の上部は砂岩優勢な，砂岩と泥質岩が交互する。赤紫色岩は挟まないが，砂岩は下部よりもさらに

粗粒になり，その基底部は殆ど疎岩ない七疎質砂岩からはじまる。下部層から上部層へと典型的な

上方粗粒化の堆積相を示しでいる。下部層からは浅海生の種々の貝類が産出するが，三角貝類は

ＰパZ分泌ｏ旅z亜属の種が中心でPterotrigonia類では高知県の外和泉層群永瀬層巾部（セノマニア

ン中期の初期）と共通する。また三笠地域の三笠層の々ノマニアン中期の初期と考えられる二枚貝

相に似ている。この部分が御所浦島のⅢ層中で最も海域が広がったと見られるMe部層の烏峠の

，アンモナイトを産出部分にに対比出来る。上部層には１ －２層の大型のカキ殼（Ｃｒａａｓｏｓtｒea

feaii)ａｕｃｈｉｄｅｎｓiｓ）の密集層がある。砂岩からは御船層群と共通する二枚貝類が散点的に産出する。

泥質部からは汽水生貝Ｅｏｍｉｏｄｏｎ ＴＴｉａtｓｕbaｓｅｎｓiｓ,　Ｍａtｕｍｏtｏａｕれiｓｕｌｃａｔａ+５.どが密集層をなして

産出ずる。　　　　　ト　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬

　:立l石り白栗・獅子島層の汽水生貝化石群を除くと同じ海生動物相を示す地層は√御所浦島には存

　在しない。ただ獅子島層上部層の大型カキの密集層は御所浦でのⅢd部層や,ト御船層群基底部層，

　大分の田原層，外和泉層群吹越層の密集層と殆ど同じ産状を示す。このカキ密集層の前後（上下）

　にもカキ層を含む岩相と同じ岩相が繰り返しているにも拘らず，カキ層を含む地層の地質時代はセ

　ノマニアン前期の後期からセノマニアン中期の初期に相当する部分に集中している。このカキ層の

　形成がセノマニアンのカキ礁形成の特殊な環境を示していたと推定すれば，これらの各地の地層は，

　ほぼ同一時間面に形成されたと考えられる。恐らく御所浦のⅢ層全体が獅子島の片側から獅子島層

　までの地層と同時異層と考えられ，両者間の化石柑や岩相の違いはに獅子島の御所浦層群が御所浦

よりも，かなり沖合い，あるいはデルタ前縁部で形成されたと思われる。こめことは，下位の幣串

層と御所浦のnd-ne部層との関係とも調和している。更に同様な関係は熊本市周辺で√＼より内陸

的な堆積相を持つ御船層群と，御所浦層群の最上部層（Ⅲd部層・獅子島層）＼とめ間にも成り立つ

と考えられる。　　　　　　　　　　　∧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ　　　　　　：

　　御所浦層群全体を通して公海生の貝化石を含み上方細粒化の堆積相を示す部分は，獅子島での幣

　串層（御所浦のＨｃ－ｎｌｅ部層）（セ･ノマニアン前期の前期）のみで，他の=部分は，いわゆるデルタ

の堆積相と見なすことが出来る。言い替えれば，恐らぐデルダ的な堆積場にあった御所浦層群

堆積期間の一時期（幣串層堆積時）に小規模の海進があったことが推定出来る。　ノ　　　　　ニ

伊唐島●長島の御所浦層群　　　犬　し　　　　　　　☆　　　　　ト　　　　　　　　　　　犬

　伊唐島の御所浦層群は，獅子島の獅子島層上部層に対比出来，更に獅子島層よりも上位が露出し

ている。その上位の岩相は獅子島層上部層と殆ど同じ岩相が繰り返す。伊唐島の御所浦層群の最下

部にはカキ密集層を含む部分の岩相がないので，恐らく獅子島層上部層の上半部から始まっている

と思われる。ｲﾋ石は泥質部に汽水生貝化石が出るが，砂岩部は一般に粗粒岩に富むため殆ど産出し

ない。長島の御所浦層群は長島薄井の鹿児島大学臨海実習所付近に僅かに露出する。優白色の粗一

中粒砂岩で√獅子島層上部層と共通する三角貝を含む貝化石密集層がある。ｲﾋ石の種類から推定し

て，恐らく獅子島層上部層の一部であろうと思われる。伊唐島と長島の御所浦層群が御所浦層群の

最上部付近を示していることは確実としても，その地質時代はよく分からない。

ト御所浦層群のなかで大型“カキ蜜集層を挟む部分よりも上位は，間違いなく御船層群との同時

異層であるとしても，御船層群の｡どの部分までが露出しているのか，よく‥分からない。しかし獅子

島・御所浦及びこの両島を含めて御船層群に対比されると思われる部分は凝灰岩層を殆ど含まない

ので，凝灰岩に富む御船層群上部層に相当する部分は無いものと解釈すれば，御所浦層群の最上部

はセノマニアンの範囲内にあると考えられる。　し
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御船層群
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南方から東方に,………貧斡本市を遠巻きﾌに取りﾄ囲むﾚよよう＼に十人向斜構;

基底層の下部に赤紫色砂泥岩，その岩柑を基質に……しIだ疎岩がに 部では,＼植物片を多量に含んだ

砂混じり泥岩,∧中→粗粒砂岩,＞陳質砂岩が数血ごT七に交互ﾉし,………1 - 2層Iの数

が挟まれているノ=木層の厚さは場所によって異なら

岩から淡水生貝化石Ｔｒｉｇｏｎｉｏｉｄｅｓ十mifｕｎｅｎｓiｓ√

y凝灰岩層

?厚いよ泥

れている

(Tamura,ﾌﾟ1975)。しまた陸生は虫類化石の報告があﾚるよ………=……＼……………ﾔ‥‥‥‥＼〉………:1°こ　　　＼　犬

　下部層=め分布は,上基底層と以反対に北翼で薄く尚南翼分厚]いレ本暦は,………やや泥質岩優勢な砂混じり

10数ｍ毎に繰り返す地層でＭａtｓiiｔＴＫＯｔｏａ……･ｍｐｏｒａｃａ.ﾚＰｓｅｕＳｏｏｓａｐＭｓ j叩ｏｎｉｃａ,

.ｓｅｒiｓiｓ，･Ｔｅtｏｒia　ａｐｐ.に＼Tφｐｏｎｉｃｏｒbｕ=Z4……如卜．:=万=...･C聊ｻithiｕｍ＼面p∧などの汽水生

泥岩，砂岩が数ｍニ10数ｍ･

ＥｏＴｕｉｏｄｏｎ,　ｍａtｓｕijaｓｅれｓ昿

貝化石が豊富に産=出する。また本暦分布域の西南部ﾉ(松橋町東方)………ﾉや=,……東北部=の十部(浅野薮付近)

ではに本層の中上上部=にＰtｅｒｏtｒｉｅｏｎｉａ(Ｐtilotｒig四面∧mifｕｎｅａｓiｓ,｡………戸√しj(丿

Ｇｏｓh,りｒａｉａｃｒｅｒ以収a, Cymboれｏｒａ ｏｆｅａｄａｆｅｅｒiｓiｓ｡Ａｒａtｈ.０九面ﾚ淋げ4=iｒtｅｔiｓiｓ√S4)呵郎‥mifｕｎｅｎｓiｓな

どの浅海生貝化石を産出する。犬地域によっでは本層の上部化薄い低品位の石炭層が挟こまれている。

また2÷=3層め厚さ数10cmの凝灰岩層が木層の土俗に挟まれでいlる/ﾑﾉ=,｡木層の地質時代の手がかりとし

ては召irost

Matsumur;

と同じ種類

in Tamuraトand

層からは，木層

々ニアツ中期）

からも同様な貝化石が知ら=れる∧(Tashiro and Ｋｏμﾄﾚ:1982)o…………Jﾄ………j=犬………=………………=:‥‥‥‥

上部層は,つ赤紫色ﾚ･緑青色の泥岩を主として√厚さ]数血→数拍=血規模の淡黄色泥岩や,呂優白色一

青灰色砂岩を頻繁に挟む地層であり，玲＋18層の厚ざ数拍血卜数雨規模の凝灰岩を挟んでいるｙ一

般に砂岩層の底部=は下位の赤紫色泥岩には千トネノル状=の明瞭な境界を示すが√御所浦層群に見られ

たような生痕化石は無く/,十上｡位｡の泥岩（赤紫色岩jとは漸移関係にぐ弗＼奉レ最近√上部層のぽぼ中部付

近の優灰色砂質泥岩から複数の陸生は虫類や,□翼竜丿八原始哺乳類化石が知ﾉられる様になった｢田村

ほか,」991)。ま唯その周辺からはＰｌｉｃａtｏｕｎｉｏ　ｓｐ･，:＼な=ど｀=φ淡水生貝化石やプラ……:万タjナ=ス類などの植

物化石も豊富に産出する。上部層の地質時代は,………ゼノ=ヤヰiアヅ中斯の下部層=と,ｿ本層の上位に不整

合に重なる姫浦層群の基底部め時代てサｙトニアノン初期才)ﾄの間辻あ藻こ=むこな=＼る＼が,＼も七四国と

九州で多量の凝灰岩を挟む時代が同じだと考え==ると,∧……高,矢Hめ

ロニアン中期－=にアシアン前期のなかでもチュタ半々ｙ

夷層群ではセノ７ニアン･万チュロニアン境界

位置は九州では御船層群め下部層一上部層の

蝦夷層群に見られるﾚような現象は九州∇や=四国には存在もないレ

<御船層群の基底は陸成一

を許し，上部は殆ど陸成相

基底部に発達するチャ･ネル状:

い)･。恐らく堆積の初期は河Jl

f層の下部層よ(チュ

㈹ｻくる。北海道め蝦

J･れてﾚいるが，その

;あることになるが，

下部は汽水成=奇主:とくするが十丿部に浅海相の侵入

や，多量のほぼ現地生を示す汽水生動物相や，幾分流動性φ砂混仁･り:泥岩層の発達｡･ﾀﾞ･さ･ら.lこ･k

に海水の侵入を伴うような大河口・河川湖的堆積相を経乙＼上部では疎岩床粗粒砂質岩流入の乏し

い湖成一沖積層的堆積相に転じていると考えられ=る。j……:‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　　‥‥‥犬



日本の白亜紀二枚貝相（田代）

表６：御船層群ﾄ（見嶽山層を含む）二枚貝化石

Mｅｓｏｓａｃｃｅtla　mifｕｎｅｎｓiｓ

Ｍａtｓｕｍｏtｏａ ｍｐｏｎｉｃａ

Ｍ.　ｕniｓｕｌｃａtａ ｄｅｎｓｅｓtｒiatａ

訂（?）八吋臨ａ

Ｇ砂ｃンｍｅｒiｓ（Ｈａｎａｉａ）ｈｏ延延ａｉｄｏｅｎｓiｓ

Ｇ．（ＰＲｐ.ｕｄｏｖｐ.lp.tｕｃ.ｐ.tａ.）mifｕＴｉｅｎｓiｓ

Ｓｅｐも汀ｅｒ ｃｒｅｓｓｅｎtifoｒmiｓ

Ｓ.　mifｕｎｅｎｓiｓ

Brachidontes ｍ.ｎ.ｓh.ｉｆｅｅ几ｓiｓ

Ｍｏｄｉｏｌｕｓ tａｍｕｒai　　　　　　　　　＼

Ｃｒｅｎｅｌｌａ　ｓｙliaねｉａｎａ　　　　　ｌ

Ｅｏｐｉｎｃtａｄａ ｍａtｓｕｍｏtｏｉ

Ｐｈｅｌｏｐtｅｒｉａ ｅｒｅｃtａ

Ｂｉｒｏｓtｒｉｎａ. tａｍｕｒnl

Anomia (s.s.) foはｉａ

Ｃｅｒａtｏｓtｒｅｏｎ　ｊａｐｏｎｉｃａ

ＣｒａｓｓｏｓtｒＲＯ, ｋ,ｎ,jiiaii.ｃ.hldp.ｎＲｉ.Ｒ　十

Pterotrigonia (s.l.)ｆｅｏｂａｙａｓhii．・

Ｐ．（Ｐtilotｒｉｇｏｎｉａ) mifu几ｅｎｓiｓ

？.（Ｒ）ｆｉｉｅｏｅｎｓiｓ　＼　∧　　　　　　　し

p. (P.)ｍｏ.ｓｋｉｆｅｅｎｓiｓ

Ｐｌｉｃａtｏｉｍｌｃ}(s.s.)tａｍｕｒai

？. sp.　　　　○　　　　　　　　　　犬

ＴｒｉｇｏＴｉｉｏｉｄｅｓ（Kii.ｍ.ｎ.ｍ.ｏtｎｎ.）mifｕｎｅｎｓiｓ

Aｎth.ｏｎ'ｖａ　mifｕｎｅｎｓiｓ

NｅｒｒｉｏｃａｒdiｕTTi(s.s.)fe＾iｕｓhｕｅ几ｓiｓ

Ｃtｅｎｏｃａｒｄｉａ　ｓｐｉｎｏｓａ

Ｃ＼iｒｒiboph.ｏｒａ　ｏｋ.ａｄａｆｅｅｎｓiｓ　　＼

Ｃ.　ｅｚｏｅｒｉｓiｓ

Ｌｅｐtｏｓｏｌｅａ ａｆｆ. ｊａｐｏｒｉｉｃａ＼

Ph.ａｒｐ.lla sp. by Tamura

1 Ａ.ｎｐ.ａｒi､ａ(s.s.)･ｃａｎｃｅｌｌａtｄ

L. (Oene)ｐｏｓtｒａｄｉａtａ

ム．（Ｌｉｏth-yｒiｓ) ovaloida

ＥｏｍｉｏｒｆｉＯｎ　ｍａtｓiibaｓｅｎｓiｓ

Ｃｏｓtｏｃｖｆｅｎａ　mifｕｎｅｎｓiｓ

Mifｕｎｅａ ｍｉｆｕｎｅ几ｓiｓ　一

Ｐｓｅｕｄａｓａｐｆｉｉｓ ｊａｐｏｎｉｃａ､

Ｔｅtｏｒia ｓhiｓhiiimenｓiｓ

Ｔ、mifｕｎｅｎｓiｓ　　　　〉　　　　　上

Ｔ、ａｓaTio％/ａｂｅｎｓiｓ

７. i吋はtａ　　　　　レ

Ｔ.　ｍｕｒｎｋａｍｉｉ

Ｔ、ｍａtｓｕｍｏtｏｉ

Ｖｆｌｌｏｒi.ti.ｎｎ､ｍａtｓｊｉｍｏtｏｉ

Ｄｅｎtｏｎｉａ ｌａｐｏｎｉｃａ

ＧｏｓJioｒａｉａ　ｃｒｅｎｕlatａ

Pｕlｓidiｓ　hiｓｏｅｎｓiｓ

ｐ. ｏｆｅａriai

Nφｐｏｎｉｃｏｒbｕ.はmifｕｎｅｎｓiｓ

Ⅳ.ｍａｓｈｉｆｅｅｎｓiｓ
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御船層群と御所浦層群の関係　　　　＼　　◇　上　　　　　　　▽　　　　　　　　　　　つ

　御船層群と御所浦層群の動物化石群に共通種が多量に存在するごどや，共に陸生・汽水成・浅海

成堆積相で構成されること等から，両層群は同一あるいは近似の堆積盆地に形成された同時堆積相

と考えられてきた。しかし，田村・田代(1966)は時間的に変異量の大きな三角貝などの貝化石の

検討やイノセラムスの産出から，御船層群が御所浦層群よ/り/も若干の堆積開始の時期が若いこと指

摘し，その後Matsumoto and Tashiro (1975)による御所浦層群からのlower Lower Albianを

示すアンモナイトの記載とMatsumoto in Tamura and Matsumura (1976)による御船層群か

らのMiddle Cenomanianを示すアンモナイトやイノセラムスの記載により確認された。：ニ

　両者間には，岩相や堆積相の違いも明らかに存在する。御船層群の上部層には多量の凝灰岩層が

挟まれるが，御所浦層群には全層準にわたり若干の凝灰岩層は存在するものの，御船層群ほど一部

層に集中して露出する所はないレまた御船層群は基底一上部層とＬ堆積サイクルを示すのみの部厚

い堆積柑であるが，御所浦層群は，小刻みな堆積サイクルを除いても,<少なくとも３回のサイクル

が存在する。この中九州に見られる堆積サイクルは,し海水準の汎世界的な変動に伴うもめか，デル

タ堆積相の発達過程に伴う見かけ上のサイクルであるかを見極める必要がある。　　　　　‥

御船層群は産出化石や堆積相，産出アンモナイトの時代観から，御所浦層群の最上位にあるサイ
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ｸﾉﾚに対比されると考えられるが，膨大な堆積量を示す御船層群上部層に担当する部分が御所浦層

群でぱ不明瞭であるよその原因に付いでは√御船層群と御所浦層群本ﾄの間に若干の堆積盆のずれが

あった（田代,ト1986)と考えれば理解しやすい。…………=j=………ﾉ……j…………………=…………………=………………=,‥‥‥‥　　‥‥

姫浦層群し　＼　　　　　　　　　………………………

I

ﾚ｡:………1………1:･･1…………………∧☆………:……:∧J………=ｿ………∧…………J……………

　姫浦層群は√中九州で最も広範囲に分布する=白亜系で宍あﾉるﾚo
■岩本目'

･ｲIﾋ石組＼･時代観の違いかjら，

天草上島付近を主とした下部亜層群と，天草下島y=甑=島地方ぱ分布す=る上部亜層群とに区分される。

Ａ：下部亜層群上　　：　十　　　　＼＼　　　　=………万…………=………:……=ﾉ………ﾚこ万………………∧ｿ＼し:………………

　下部亜層群は,＼熊本県天草郡姫戸町付近を模式地仁しずし……=宇土半島北岸や天草上島の東岸とその

周辺の島島に分布するよまたレ熊本市東部の沖積平野に点在すjる丘陵を形成する.熊本層群/(天野・

今西1955)や，熊本市南方の雁回山層＼(田村，田代√……1967)も･=.一本.:亜層群の平部に対比ﾉされ右．

本亜層群は下半部の桶之島層と

村層とも基底部は粗粒岩化始まり，主

で形成:されていることを示している。

桶之島層

全体的には夕づ一万ビダイト性の堆積相と見ることが

る………(田代くぽ翫へ1987)･･･。桶之島)阿

本亜層群加2大堆積サイクル

体的には夕づービダイト性の堆積相と見るこ･とが出来Jる]6………………………∧…………,∧万･..I　　＼＼………………j　万万.･

下部層下部jは基底牒岩の上位に赤紫色砂.･ﾉ泥岩が見ｹらくれ石所……(雁回丿山層（椚島の下部層)〉もある

が，／基底錬岩上には粗粒¬嘩質砂岩の部厚い僊層レがづあ与イ=j……Jノ・Jセj・.・ラムスの破1片Ｔ脈oce陀ｍｓ

αり武φぶ雨=が殆ど,△まノれに励砂仰ａ咋ｍ回加加畑所祠＼斗紐

Sｐｏｎｄ＾lｕｓ　ｐｓｅｕｄｏｃａｌｉｃａｒａtｕｓめみjの礁状密集層が挟こまｻれる万所Iﾕもj

泥岩や中十細粒の砂岩から万は多くめ貝化石が出るよ化石=に富見卜 ﾙﾉﾄj岩Iの部分をよぐ観察すると殆

ど含喋泥岩であり,………産出化石はI.　ａｍａｋｕｓｅｎｓiｓをぱ=じめ多種φ浅海生万=･

勿であるごとが判る√む七jろ含辣泥岩丿曰

川

ていて，スレランプ性の堆積物である万こ

てyよﾄい。＼比較的化石に乏しい泥質岩色

葉理が明瞭==な･部分か殆どで，産:出化石はＩｎｏｃｅｒｄｍｓﾚﾕ

hｉｇｏｅｎｓiｓ)√Ｎａｎｏｎａｕiｓ ｓａ£halineｒｉｓiｓ, Ａぶａ

ｙｕbaｒｅｎｓｅなどの公海生・泥底生の種やアノンモナ

らは化石は出ない。この下部層上部では、|。

重なっ七いで√その出現の違いは

在し

と見

)＼は

部では， 　I.　ａｍａｆｅね申沿海と:み:……(Ｐ=)yj=ｊａｐｏＴｉｉｃｕｓへ９ｿﾚﾝﾆ丿/ぱ完全に

岩祖に関係しているくご貴部示唆:される6………＞jﾀﾞﾉ=j………＝
　　　　・　　　”　　　■■㎜㎜■　　㎜　　　■■■=¶　･■-¶･¶　　　　　　　　■■　■■㎜■㎜■　　■■　Ｗ　■　　■■　　　　　　■

桶之島層下部層の堆積場は

,1基底部を除けば ，‥急激な海進下回形成呑れた比較的に深度のある海

T皿HJ.-A;ふJ.・.･_･~･1･･,'-U/./-'-T I I ,･74?･ヴ　　　　　　　.･　　　･･∵･=･ :..･･.･･･..･　　..･　　　.･････..･･..･..･･.

底環境であったことが推定出来る。六十　　　　　＼…………ﾄ………:ﾉ………1　　………＼ﾉ…………j:　　∧＼

　桶之島中部層は，基本的には下部層と同様のダサ∧ﾋﾞﾉﾀﾞｲﾉﾄﾞ性の岩相ﾚ首あるがにﾉ暗灰色泥質岩に比

べ含疎泥岩の疎か細かく，ニ見泥岩と区別がつかな＼い部分ﾚもﾉあ/⑤たﾉり七で目立たず，また砂岩層が

泥質岩よりも量的に少なく，こごの単層の厚さも小さ＼く………な:るﾄだめ,…………全体としては√暗灰色泥岩組を

呈する。大型化石は下部層で多数見られた浅深混在φ化石祖但含傑泥岩の減少jに伴い激減するが，
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産出化石の種類は下部層と変わらない6暗灰色泥質岩中に/. (P。）j叩onicusの比較的に密集した

い平方ｍにつき３－４個）ところが見られＮ. 　ｓａｃｈａｌｉｎｅｎｓiｓ,Ａ.（毀）spp・, ｐ. ｙｕｂａｒｅｎｓｅ．

Ｓｐ/xｅｎｏｃｅｒａｍｕｓ　ｎａｕｍａｎｎｉなども少量ながら産出する。またその泥質岩部に発達したノジール中

に比較的に保存のよいアンモナイト類が出ている。

　上部層は暗灰色泥岩優勢な泥岩・砂岩のタービダイト性互層で，下部は特にその傾向が強く，砂

岩単層の厚さは数cm ―lmの範囲にあり，泥質岩はその数倍の量はある。上部では次第に砂岩層が

厚さを増し，最上部付近での砂・泥の量比は等量かやや砂岩勝ちになる。上位の阿村層の基底より

10m程下位に1m前後のやや厚い凝灰岩層かおる。　　　　　　∧　　　　　　　　＝上

本部層の上半部は明らかに上方粗粒化の堆積相を示すが，御所浦層群や御船層群の様なデルタ性

堆積相ではなく，急激な海退に伴う堆積相との見方が出来る（岡村in田代ほか√1986)。上部層

からの大型化石は非常に少なく，恐らく流れ込み状に堆積したイノセラムス（Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓ

ｊａｐｏｎｉｃｕｓ.I. tｏンａｊｏｏｊｉｕｓ,　＆>ｈｅＴｉｏｃｅｒａｍｕｓａａｕｍａｎＴｉｉ）やアｙモナイト（Ｇａｕｄりｃｅｒａｓ spp.)が

出る。有孔虫による環境復元によればＣＣＤよりも深い可能性が指摘されている（安田in田代他

1986)。桶之島層め地質時代は微化石からの資料では上部層はカンパニアンであろうと言う程度で

確定されていない。大型化石でも7トｌａｐｏｎｉｃｕｓや７．ａｍａｆｅｕｓｅｎｓもIs, S.ｎａｕｍａｎｎｉの゛レンジについ

て再検討の必要があるので，現時点では厳密な決定は出来ない。散点的に産出するアンモナイト類

や，高知県の外和泉層群カジ佐古層や北海道の達布や佐久の上部蝦夷層群の化石相を参考に考察す

ると，下部層から中部層下部付近まではサントニアンでにそれ以降はカンパニアンであろうと考え

られる。　　　　　１　　上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　＝＼　　　　＝

阿村層　　　　　　　　　　　　　　　犬　　　　　　　　　　　　ノ

　阿村層は粗粒堆積物に富む下部層と泥質堆積物に富む上部層に分けられる6　　　　　　ニ

　下部層は，桶之島上部層上部の上方粗粒化堆積相φ上位に整合に重なる↓Omを越える分厚い砂岩

層から始まり１－２ｍの植物片に富む泥質堆積物と層厚5－10mの砂岩が繰り返し重なる。砂岩には

クロスデミナ・コンボリューションが発達し，垂直方向に延びる生痕化石が至るところに露出する。

大型・微化石とも植物片・生痕を除けば産出しない。　　　　十　　　　　　　　　：

　上部層は，下部層との数ｍの漸移相を経て急激に上部層の本体の暗灰色泥岩優勢なタービダイト

性の泥岩・砂岩細互層に変わる。互層は本部層の下半部で砂岩部が認められるものの，上半部では

見かけ上殆ど泥岩ばかりに成っているように見えるが，細かくみると泥質岩断然優勢なタービダイ

ト層である。ｲﾋ石は極めて少なく，下部層との漸移部中の砂岩からＤφloｒｒｉｏｃｅｒａｓ sp. (戸馳島），

Ｓｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓｏｒｉｅｎtaliｓ（宇土半島），泥質部からＮｕｃｕlasｐ。Ｍｙｒtｅａ　ｓp.（阿村）を得てい

る。化石はいずれも単体で産出し，タービダイト形成時の堆積物の一部として挙動=したもめと思わ

れる。　また上部層の中部付近の泥質部から，かってＡｍａｎｏ（1960）により報告された

Ｓｐｈｆｉｎｏｃｅｒａｍｕｓ　ｎ昭ｃtｏも（本種の模式地）のみから構成された厚さ15 cm程の薄い密集層があった

（千束蔵々島：当時の露頭では，標本は両殻が離れず，同程度の殻長の個体が密集していたことを

観察しており，このイノセラムスの産状は現地性に近いと考えている）が，現在この露頭は護岸工

事のため消滅している。微化石の報告はまだ無い。　　　　　　　　　　　　　　エ

　阿村層上部層の上位には古第三系の赤崎層が不整合で重なる。阿村層の下部層は,/桶之島層上部

層上部の海退相がピークに達した後，次の海進期に移る漸移的な堆積相と考えられるが，浅海域を

示す証拠に乏しい。また上部層は現地性と見られる化石がＳ.ｎａｇａｏｉのみであ=つて，も七Ｓ.

ｓｃｈｍｉｄtiの生息環境（利光ほか, 1992)とオーバーラップ出来るとすれば，かなり深い海底か，

または低酸素環境下の堆積環境が推定される。産出化石からみると阿村層の地質時代はカンパニア
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ン前期であることは間違=いないであろこう６心ﾚか｡ししに北海道の上部蝦夷層群では,ﾄ,このH寺｡ａから海退

期の堆積環境に転じ/てい=
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　‥‥‥‥‥‥‥‥　‥　‥‥‥‥‥‥表７士姫浦層群め二枚貝化石jﾚ∇ﾉﾀﾞﾉ,万……;…………,………=……∧………回ﾄ＼………………………
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Nup.ula(s.s.)am.n.no}.

Ⅳ. (Leionucula）formosa

N. (L.)naeaoi

乱(s.l.)izume几SIS

Acila (Truncacila）pusilla

Å.（Ｔ。）himenourensis

λ.（7.）Aidsliidai

Å.（7.）sfiimojimensis

Malletia(s.s.?）hime.noure.nsis

Ezonuculana dubia

E、mactraeformis･mactraeformis

E√rrtactra可ofmis obsolむta
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p. (c.)obliquistriata

Solemya angusticauc

Nanonauis sackaEinensis

N. brei元ｓ

N- amafeuscnsis
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7＼I.tursida

Limop:sis feogata
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G.（Ｇりcyme八ta）laponica

G. (G.)kimenourensis

Lycettia sp- by Tashiro
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Ｓ、naumanni

Ｓ．orientalis

S, naeac）Z

S. elegans p卵udosulcatus

S、schmidti

S. saohaHncnsis

Ｓｿﾞ･ａＵ、hpt.onn.ian.ij.R

Parvamussium yubarense

p. sp. by Tashiro and Otsuka

A treta intulaeuis

Spondylus(s.s.)pseu面calcaratus

Anomia(s.s.)h.a.ta.p.i

誂．（Paraplacna）rfttieuiaris

Liimatula saitoi

Ｐﾝcnodonte?amafeusensis

p. sp. by Tashiro and Otsuka

Crassostrea sp.

Apiot八aonia(s.s.)mino「

λ. (s.s.)nbsnlpt.a

A. (s.s.)utoen乱Ｓ

A. (s.s.)crassoradiata

λ. (s.s.?）(iuhia

人（Microtrigonia）amanoi

人(M.)im.ij,tpn.si.K

ル（訂.）postono面ぉ

Heterotri初心a(.Nakanotrieonia）eratiosa

ど．（乱）himeno itrensis

亙．（筑) n. sp.

Yaadea japonica

Y. ohsolRt.a

Myrtea(s.s.)ezoensis

訂. (s.s.)aneuta八Ｓ

訂iltha aiTiak.usensis

Th^Q-sira(s.s.)h.T,m.pdopn.s?..*?

Clisocolus (s.s.)laponica

FeneRtrica,rdita ouata

F, densieranulata

Eriphyla (s.s.)laponica

E. (s.s.)n,m,a,kusensis

Astartem-ya（Freiastarte）"yofeafe皿nsis

Op is(s.s.)o.makusensis

Crassatella"? ci; protracta

Protocardia(s.s.)feoshifeijimea乱Ｓ
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Leptosoten. japｏnic.a

Agnomyax eh?■sans

ア召見eajaiっonica

Izumia t皿pezoidalis

Mesochione trigonatis

Ａｐれrodina ELr0た所

Loxo japonica

Amafeusatapes り卵胞ｍ

Corhula.（Bicorhula）pyriforma

Ｃ．（社）ushibufeensis

P口皿opea (s.s.)iTi.a.tsij,m,ot,oi

Pｅｒφ.哨･mya･naeaoi ｎａねaoi

月eriplomya ｓｐ･

Pｅｒφもoma(s.s.)ambigua

p. (s.s.)nagai^ana
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　ニＬしHIMENOURA ： 姫浦層君FF部亜層群ﾚ(熊木層群を宍含1むメノＨ丿樋之島層二Ａ=ト阿村層)

……Ｕ．ＨＩＭＥＮＯＵＲ=Λ：姫浦層群上部亜層群=(I………ﾚ玉層＼皿☆n層元へⅢ：Ⅲ層==ﾄｎ=:=IV層)ノ

注：本表よ'O　Ｃａｅｓtｃｏｒbｕla(s. 1.)ｏｂｓｏｌｅtａ・(程層)………脱落]＼:jl:j=:j　∧　………::‥‥‥‥‥　　‥

姫浦層群上部亜層群.･.･.･.　　　　・・　　・.　･j………………I………∧∧………==＼ﾉﾚ………………………　……………

天草下島の本亜層群は島の中央部を向斜軸にして南東貪西南海岸仁両翼奄な‥して分布するが,＼鹿

児島県甑島地方でぱ南∧[下甑島めほぼ中央部のy吹切浦ﾚの寸∧km〉ぱど南方レから北］平島ｉ上甑島南

西岸レヘ緩い単斜構造で下位から上位へと，逓ぼ東西方向聯複数の断層に切られレ繰:り返し露出七

ながらほぼ全層準が分布する．ﾉ本亜層群は:,……冊代ｙ=野田＼で|ﾚ9T9)ﾉ==.･に;j･よ.･らﾔて7ト位から･I¬=攻層に区分

されたが，‥その後，各層の詳細な検討がTashiroレ(1976),ﾚﾔ･.･ﾚ田代=万一･犬塚………(197･8･), T臨面朧＼峠Å1,十

(1980),犬加納はか(1989)√古田.ぽか(1987卜などによづマ進めう杵亡き犬ﾑ………)万万………ﾄj……=………

　I層け天草下島本島にはなく，吽深市西方の犬島ﾚに分布するｹ砂岩優勢な地層ﾀﾞ(nj層下部層)＼の下

位に分布するレ甑島では下甑島吹切浦ピ僅かに分布七七い:だ]=が√………7現.在･ .･こ=の露･頭6ま護岸工事めため消

失している．本層の岩相は無層理塊状の暗灰色ソルト質泥若ドさ散点的にレしか七豊富仁貝化石を産

す≒る√化石はＡｐｉｏtｒｉｇｏＲｋレ(Ｍｉｃｒｏtｒｉｇｏｒiia卜面副印雨,……Ｍａｒtｏねａｕiｓ:bｒ加沁√……Ｓｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓ

ｏｒｉｅｎtaiiｓ,　Ｓ.　ｐａtｏｕtｅｎｓi/ｏｒmiｓ(フテＳ，�ｅヤヰナレなレ抑聯昨巾ブT/い乱……章:出化石力づけ力.ン

パ平｡アン前期である。

　木層の下位についでは，よく判らないが,=ﾆ最近農道工事が進めﾚられ七甑島吹切浦南方め西側海岸

付近に木層およびその下位と考えられる地層が層厚/4十万500寸ｿﾞ規模で露出し√中位にﾉ殼がハイラ

イト化したＨｅtｅｒｏtｒｉｅｏｎｉａ（Nfifea加tｒｉｇｏｍａ）/spﾀﾞﾉ,………巨fj

sp. aff.I. ａｍａｌｉｕｓｅＴｉｓiｓが産出する。その下位は下甑島南平服に=分布する花岡岩のため小ルンフェ

ルズ化して，よ＜判ら:ない。　　　し　　　………j………=………＞＼∧………ﾚ………万……＼∧＼……=……………:＼:　……

　鹿児島県出水市西方長島の薄井や竹島に，この‥土層心よくﾚ似ﾌﾞﾋﾟ暗灰色シレル下ﾉ質泥岩があり，

Sｐｈｅｎｏｃｅｒａｒａｕｓ ｅｌｅｇａｒiｓ, Ｍｙｒtｅａ

がでる。石灰質ナノ化石からは力

なお北海道小平の上部蝦夷層群の最上部付近め浅ｿﾞy=深生貝

S.　ｅｌｅｇａ几ｓ，Ｓトｎｄｇａｏｉ, Ｓへｏ凡ｅ几taliｓ,訂. 　ａｎｇｕ=砲臨=,:ﾌ

)(ａ祗=ｅｚｏｅｎ･SI=ｓ，

れて卜る＼(岡田

の]スプラン

胤（皿.）1

印Lなど

による)。

ｼﾞﾙﾕﾄ岩相かjらは

ｊ（Åﾝ(M.)
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iｍｕtｅｎｓiｓと同時代に産出）などが同一岩塊から産出している。姫浦層群下部亜層群の最上部阿村

層上部層のＳ。几ａｇ皿i，I層のＳ. 　ｏｒｉｅｎtaliｓ, Ａト（訂｡）imｕtｅｎｓiｓ，Ｎ. bｒｅｕiｓ√薄井・竹島のＳ.

ｅｌｅｅａｎｓ,訂｡（l娼ｕlaliｓなどの産出を総合すれば√薄井・竹島の白亜系は上部亜層群Ｉ層及び下部

亜層群阿村層上部層に対比でも地理的な位置関係からぱ上部亜層群のメンバーと考える＼ことが妥

当と思われる。言い替えれば，岩相・化石相から見れば阿村層上部層と薄井・竹島の白亜系とＩ層

はだかいに同層異名の関係にあるとも考えられ,］その地質時代は上部蝦夷層群に対比すればカンパ

ニアン前期の後期が示唆される。　　　　　　　　　　。。･･。･　　　　　　　　　　　。･･。。　･。･･。｡

　ｎ層は砂岩を主とする下部層と泥質岩タービダイト相を主とする上部層に区分される。下部層は

厚さ10m前後で，底部は一般に粗粒＝㈱質の砂岩から始まり主部は，しばしばクロスラミナの発

達が見られ，上部はシルト質の砂岩あるいは泥岩に代わる。その上位に重なる次の砂岩層との境界

は緩い凹凸を示し，時には下位の泥質岩を巻き上げた同時侵食パッチが見られる。本部層は見かけ

上阿村層の下部層に似た岩相ではあるが，貝化石を豊富に含む点て異なる。ｲﾋ石は砂岩部分に

Ｓｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓ　ｓａｃｆｉａｌｉｎｅｒiｓiｓ, Ｙａａｄｆｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ, 　Ｇりｃンｍｅｒiｓ ａｍａｆｅｉｉｓｅｎｓiｓ, 　 Ｎａｎｏｎａｕiｓ

aiｕａｊｉａｎｕｓ√ＡｐｉｏtｒｉｇｏＴｉｉａ(s.s.)ｃｒａｓｓｏｒａｄｉａｔａ,　Ｌｏχｏ ｊａｐｏｎｉｃａ　ilどが散点的に，あるいは流れ

込み状の密集層を造って産出する。シルト質砂岩・泥岩からはＩｎｏｃｅｒａｍｕｓ　aif. balticｕｓ,　I.コff.

tｏンａｊｏａｎｕｓ,　Ａｐｉｏtｒｉｇｏｎｉａ（Ｍｉｃｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）imｕtｅａｓiｓなどが散点的に出るレ　　　　　　犬

上部層は，主部は葉理鮮明な暗灰色泥岩であるが，上部と下部にはシルト質の堆積物が卓越する。

下部のシルト質岩を細かくみると細粒の傑・砂を混えたスランプ性の堆積相と暗灰色泥質岩の細か

い互層である。ｲﾋ石はこのシルト岩部に集中していて，スランプ部には流れ込み状に，周辺のシル

下質泥岩には散点的に多種の貝化石が出る。主な種にＩｎｏｒｅｒａｍｊｉｓ∧ａ１１にbatticｕｓ, I. ａ汀.

tｃｙａｉｏａｎｕｓ, Ｓｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓ　ｓｃｈｍ旧ti, Ａｐｉｏtｒｉｇｏｎｉａ（Ｍｉｃｒｏtｒｉｇｏｎｉｑ.）ａｍａｎｏｉレÅ。（訂ﾄ）

imｕtｅｎｓiｓ,　Ｎａｎｏｎａｖiｓ bｒｅｕiｓ, Ｄφｌｏｍｏｃｅｒａｓ　Sp.などかおる。下部層と共通する種があるが

Ｙａａｄｅａ,　Ｌｏｘｏ,　Ａｐｉｏ仔細'onia (s.s.)などの極浅海生の種はない。主部の泥岩からＳ. ｓch,ｍｉｄti

のみの密集層が知られる（利光ほか, 1992) (天草下島では大塚雅勇氏採集）が，それ以外の化石

は極めて少なく，稀に大型のウニ化石が出るくらいである。　　　　　　　コ　　／

　Ⅲ層もＨ層同様に砂岩を主とする下部層と泥質岩優勢な上部層にわけられる。ｎ層との違いは，

木層の下部層はＨ層の下部層よりも厚く，かつ粗粒な砂岩層懲構成されること，中部に丁－２層の

大型力牛の密集層（利光ほか, 1990)が見られるごと，トＹ面ｄｅａ犬obｓｏｌｅtａにＧりりｍｅｒiｓ

（Ｇりｃｙｒａｅｒitａ）ｊａｐｏｎｉｃａ, Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓ　ｓhifeotａＴｘｅａｓiｓ， I. afi.heもｏｎａｉａｎｕｓ, Ａｐｉｏtｒiｓｏｎｉａ

（Ｍｉｃｒｏｔｒｉｇｏｎｉａ）ｐｏｓtｏｎｏｄｏｓａと一部の化石種が入れ替わっているごとが揚げられ=る。上部層で

は主部の暗灰色泥岩の発達がＨ層に比べ悪いこと，数層のｔｍ以内の凝灰岩を伴うこと，下部の貝

化石層が貧弱なことなどが揚げられる。甑島の主部の泥岩にはＨ層同様のＳ.=Ｒｃｈｍｉｄtiの密集層か

おるが下島では確認していない。このようなｎ層とⅢ層間の違いは甑島よりも天草下島亡が顕著に

現れ，さらに下島では西翼よりも東翼で悪く，貧弱であると言うような地域差がある。

　IV層の下半部はⅢ層同様に下部で粗粒堆積物，上部で泥質堆積物で構成されるが，下部の粗粒部

は甑島と天草ではかなり異なる。甑島ではⅢ層の下部と大型カキ層が出現しない違いくらいで岩相・

化石相は殆ど変わらないが，天草では砂岩単層の底部は拳太一小豆大の大小様々の円疎から構成さ

れる疎岩あるいは含疎砂岩からなり，主部は御所浦・御船層群の砂岩に見られたような青灰色砂岩

で，上部は灰緑色の細粒砂岩・泥岩に変わり，上位の砂岩層との間には厚さ１ぺ

かおり，この泥岩は下位の砂岩層上部から漸移する。植物片を除けば化石は少なく，まれに

Ｐ証ｓidiｓl sp. のみの薄いレンズ状密集層があるノ恐らく汽水域の堆積相を示していると思われる。

上部の泥質部は甑島・天草ともに下部の粗粒堆積相か尚ら急激に変わる。天草ではシルト質泥岩が主
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で�ｏ改印ｍｕｓ　ｇｏｌｄｆｕｓｓia几心，Å�ａ(Ｔｒｕｎｃａｃｉｌｏ)ﾚ………ＹＯＳれ1伽i, Ｍ以而ｒμり砲∧ａｍｄｆｅｕｓeTiｓiｓ,上Ｂａｃ証汪ｅｓ

rex.ト大型のウニ北石などが散点的に出るノ甑島七万は↓………万これこ

ビダイト相中に知加加ｃｅｒａｍｕｓ∇Ｓｃｈｍｉｄt i^の密集層が声ﾔ石レノま=紅海牛は虫類骨化石＼も出でいる/(加

納学氏採集)レ高柳.･安田(1980)りま√ﾚ天草のこ＼のｽ泥質堆積層め下部からカプパニアン最上部－フ

スドリヒノシアレン最初期を示す有孔虫の産出を報仁でﾔﾉるﾉよ……=し∧…………………∧……………＼∧………j………………スドリヒシアレン最初期を示す有孔虫の産出を報七て１)Jるよ……=し〉…………………∧ﾚ……………∧∧………j………………

　IV層の上半部は，甑島ｻでは,………平島子中甑島)北端と上甑島聯南端とその連続部に露出七ているた

め調査が困難で資料が充分でない。天草下島では,…………こめ･=音[iうly･C･ま｡1本一層y･下｡一半部の粗粒堆積相に殆ど同じ

汽水成堆積柑から構成されるが｡中部仁砂岩優勢な細粒砂岩]･二凝灰岩質ヅル＼ﾄ岩が大まか比互層す

るやや厚い浅海成相を｡挟ﾉか。：この海成相から四叩分如函ﾚ………ｍｒ猷牡犬G砂妙雨心べＧりｃ＾ｉｍｅｒitａ)

jａｐｏｎｉｃａ.八ｍａｆｅｕｓａtａｐｅｓ ｏリａtａ,　Ｌｏｘｏ j仲ｏＴｉｉｅａ,====Ｃ皿琵如

砂岩部には密集層をな七，シルト岩部には散点的に産出水:j

下位の白亜系からぱ知られていない大型力キと咎

の密集層かおる。吉田石･｡(1985)バごよるブイッシノヨ＼丿ﾄﾚﾗ特

紀パレオシンを示していjる。なお，政勝の上に重な=るT古第三

石灰質デノ北石からはエオシン中期の初期が確認さ友七いる1………(1田代:･Sj･まか√1980)o

＼姫浦層群上部亜層群は下部から上部へと粗粒j･細粒jの堆積粗を交互に繰り返しなが･ら，全体的に

は次第に上方に向かうて粗粒化か顕著になる堆積相壱示七/す卜芒レ御所浦層群に見ﾄら九∇る上方粗粒

化堆積層との大きな違いは，姫浦層群では細粒部が粗粒堆積相=とﾉの漸移粗を僅かぱ伴うのみで√急

速に低酸素環境を示す深い堆積粗を示す点了あ=る√T屈服ro et扉=………(1980)十は｡∧=に｡の上･:方粗粒化堆

積相Jに着目七=だ姫浦上部亜層群の層序区分し(細粒部から粗粒部まｹごを丁サイクうレとして表現すjる層

序区分卜を試みている。　　　　　　　　　　………………∧＼＼………∧‥‥‥j………<…………I　…………

大野川層群ト　　　＼　ツ　・.･　　　　…………:　　＼∧……………:＼ｹ…………:……………………jJ:1

　大分市南方の大野川の巾･∧上流域に広範囲に分布す万上部打亜系を大野川

1936 ； Matsumoto√1954)o大野川層群の地質や層序yにづいてﾚぱj,ｿ.==1,=･寺岡（!9’

呼ばれる（松本，

:(1969),寺

岡ほか上(1992)などめ詳細な研究があﾚる．プ大野川勝群の分布は広範囲に及ぷ]ぱも拘ﾚらずそめ範囲は

広く阿蘇.め溶結凝灰岩に覆われている＼ため､……本層群を下位か:ら:､j｡卜位.ヘ.万と:J連続的比追跡出来る露頭は

殆ど無いよそのために本層群は地域毎に多くの地域名を付::した地層=から構成ぎ=札でいて√これらを

総合的に組上げた層序区分になっ七いる6寺岡イ19:ﾌO)……によ=れ万cj

部に上部の４亜層群に区分ざれでいるレ大野川

部には赤紫色泥ｉ砂岩と,▽その岩相をマ=トサック∇ｽｿにﾉし

によればﾚ大野川層群ぱ最下部，下部√中

尊的ﾉに見れば√‥万:下万半部Cま粗粒岩優勢で√下

伴う地層がらなり，上

半部の主部は暗灰色泥岩優勢な泥岩砂岩互層のダニ：ビダ=イ……卜本自万丿首,:ljjjそI4 /上部比幾分ジルド岩

に富む部分がある。最上部は再び粗粒岩に卓越するﾌが下半部に見=られﾄる)よトうな赤紫色め岩組はなjい。

最下部亜層群土‥‥　　‥に　　犬＼‥‥‥　　‥‥=

　本層群の下半部の最下部亜層群憾，竹田市の南の

部では疎岩・粗粒砂岩/･赤紫色泥岩が10∧50m毎

執十中部で約300m層厚め範囲で疎岩]･赤

l方からﾚ竹田市付近に分布するレ下

面φﾉなかTご何回ｸﾞもﾚ繰力＼返ﾚし重なﾌﾟる

部を経で√∧上音RTさ｡=･4.1ま層厚約400mめ

疎岩・砂岩・シルト岩が交互する地層に変れ=るよ傑岩層の発達粧ﾔごの漸移部分贈最もよくト疎径1－

2mの花肖岩の大傑かあるノまた√下部から上部にか廿で4………ひん･･･..は

層が挟まれでいるのも特徴である⊇上部のシルト岩から………た..･ら･ｃｅｒａｍｕｓhobetsusensis,半玉?ｓhienｓiｓ

の報告j（野‥田，19卵）ノ騏あ非に砂質シノレノト岩か☆体尹尚厨=ｒｉｇｏｎｉａ:亀い=j……ｋｏｆｕiienｓiｓが記載
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(Tamura√1978)されている。上部はイノセラムス化石からチ･ユロニアンが示唆されるが，下部の

粒粒岩・赤紫色岩優勢な部分からは化石の報告はないので，よく判らないノ上部が御船層群上部層

に対比出来るとすれば√中・下部は御所浦層群上部や御船層群基底¬下部層に当たると考えられる。

また√この小富士西方に分布する先外和泉層群べ？）田原層は中部の岩相に近く，セノマニアン中

期が推定されていること，先外和泉層群小坂層に重なる田野層が，本層の下部一中部の岩相に近似

七，セノマニアンーチュロニアンの動物化石が知られていることから，田原層と田野層は，地質構

造的には先外和泉層群の位置にあるが，岩相・化石相からは，最下部亜層群下部層ト（霊山層）と同

時同層・同層異名の関係にあるとおもわれ，中九州白亜系と先外和泉層群を関連づける重要な位置

を示すものと思われる。寺岡（1970）は，熊本県馬見原東方に分布する見嶽山層（田村･･沢村，

1964)を大野川層群基底部の本亜層群の一部と見なしているが，見嶽山層の化石相は明らかに御船

層群のものであり，御船層群独特の汽水生貝化石群を示す見嶽山層の化石種との共通種は筆者の知

る限り大野川層群では見たことがない。七かしながら，本亜層群下一中部の岩相は御所浦層群に繰

り返される陸成堆積層・御船層群基底層・姫浦層群基底部層・先外和泉層群高畠層上部層などと共

通している。これらは恐らくセノマニアンーチュロニアン前期にその頂点に達した中九州における

海退期の連続した堆積物であることはまちがいない。大野川層群最下部亜層群の下半部は陸成堆積

相が繰り返し重なり√御所浦1･御船層群に大規模に広がった汽水域（湖成相的な環境卜の侵入がな

い地域，例えば湾入部の両辺のいずれかの辺に当たるような堆積環境であったと思われ,ト上部の次

第にシルト岩優勢となる部分は，そめ後の急速な海進し（浦河海進）の前触れにあたる堆積相と見る

ことが出来よう。　　　　　　　ト　　十　　　　　上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥

　　＝　　＼　　　　表８：大野川層群の二枚貝化石（寺岡ら1993を基に一部追加）。。･･　･。　　　　　･。

LS Ｌ Ｍ Ｕ

Nucula（Leionucula）c１、formosa

Ac.ila.（Truncacila）hｏ我我aidoｅｎ･SIS

A. (T.) sp.

Nuculana Sp･

Portlandia sp.

NattOfia,i)issachoiinensis

N. c{. sachalincnsis

CAirAi.llap.n.（Idonearca)cf.fizoensis

ＧりcvTieris(s.s.？) cf.nagaoi

G. (s土) sp.

Farvamussium yubarense

Inoceramus(s.s.)kobetsusensis

/. (s.s.)加sKioensis

/. (s.s.)uwanmensis

八(s.s.)yehar

/. (s.s.)rnj'hnRnsiR

/. (s.s.) cf.am.ahuRP.几sis

7.（Magadiceramus) sp.

7.（Cordiceramus) cf.hamas厄も(員

/. iPlaりceramus）y�

/. (s.l.) aff、pedalionoides
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/. isよ) sp.

SpKenoむer&mus naumanni

S･.lobatus

S. yoだoyam山

刀idymotis aかamatsui

Pterotrigonia(s.s.) kofu丿iensis

/X八〇びigonia (s.s.)ij.n.iiij.loRn.

Lucina ｄ. fallax

八白ノrtp.nci. arcotiれ(i

Ａｐれｒ:o3ina恥作4oがａr!ａ

●

●　。
●
●

●

●
●
●

●

●

Ｌ Ｓ ：最下部亜層群=　Ｌ ：下部亜層群＼Ｍ：中部亜層群………u･;J:.･､11と匈S.亜･層群…………

寺岡ばか(1992)による本亜層群上部の貝化石ｹ群中

十分な浅海生種力刈ストざれているが√その中にﾚＣ皿Ｕ

の=,ほかi　同定不

"ａ"　ｐｓｅｕｄｏｐｌｏし几ｃL

の種名があ=る√両者とも北海道ではチ９ロニアシノま寸出濁するｽﾞ種首に四国ぐ.9万九州で=もコ三デシアン

以降の本邦白亜系には出現しないよ四国の外和泉層群了ぱヂ言口戸アプ中期を境肥動物群ががらり

と一変ﾚし√その両側に共通する種は公海生のＰｄ:ｒｕａｒｎｕｓ≠㈱j……皿ｂ（

(詳細は外和泉層群参照)六部√ここT右=もＰ.ｙｕbaｒｅｎｓｅﾚは報告⑤れて卜乱＼ＮａれＯＴｉａｕiｓトｓａｃｆｉａｌｉｎｅｎｓiｓ

は,二]ヱプダアン以降の公海性のかなり深い生息環境を示す稚なﾚ聯で4…………'ﾘｽﾄ=;:中:の;他の二枚貝と共

　　　　　　　Ｗ　　　　　　　　　　　　㎜　㎜■　　■　　■　■　　　　　　■　　　■　　　■■■■■■　　　■　■　■

下部亜層群十　　　十万…………j　　　　　　　　………………………:………∧:∧]……宍………ﾄ…………＼:=…………

　下部亜層群は,＼犬飼町西方の柴北川流域以北に広Tく∧分布生くる√本亜層群は大

化を繰り返す地層群で構成されレそ：れらの地層群仁ほぐぞ

部の地層群＼(奥河原内層)ニは粗粒岩優勢でレぞの干半部に

から始まる粗粒砂岩が,ノ薄い泥質岩を間ｿに挟ん

頻繁に同時侵食泥岩パッチ含まれるよ上半部で

トル単位の互層堆積柑になる。寺岡(1970)犬はj,………]こ頻泥質部か=ﾉら=j……と

ｓａｃ九心ｉｎｅｎｓiｓ,ﾉ加'yｃｅｒａｍｕｓ大仏等の二枚貝やウキトノ数種聯デ＼ソ矢千千

　中部の地層群(中河原内層)＼も下部と同じ様こな岩相禎繰紅返……しを庁lう

達せず，上半部の泥質岩が数hi一坤数�と，か,ダ粒厚]く:宍な==ら]で……く一一jj.る｡･ﾑ･jl l c達せず，上半部の泥質岩が数m-10数㎡と，か,なサ厚]く:ﾉ.な==ら]す……く一一j･.る.･，

(1992)による資料に従えば五ｏとｅｒａｒｎｕｓ　tｅｓKi=ｏｅｎｓ=js↓……/………友一一ft:･..万万

ｍｉｎｉｍｕｓ，ヴ土など，上半部の泥質岩部から報告ざれてト岑∠筆者

状は暗灰色シルト岩に形成された厚さ圭二3m,し幅数皿/頃本種のみか=¨

層であるノ　　‥‥‥‥‥‥‥＼･.　････.　　･.･＼∧∧j……I…………::=＼∧=………:ﾆ･j

を付jさ]れてい尚るよう

プノプ以降く繁栄した

く二3回の上方粗粒

名がある。万下

琳を含む鐘岩

る･。砂岩には

i:j暗灰色泥岩がメー

二ｓｐ.,　Ｎａｎ,Ｄれａ醜ｓ

ぱ厚く発

(19701)∧･寺岡ら

∠Ｒｅｓiditｅｓ cf.

観察万しｿ=だﾚI. 　tｅｓｄｉｏｅｎｓiｓの産

jなﾉる七∧臼≠/卜状の密集レンズ

-･=-　・　･W　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　■　　　　　　■　■■　■■■　　■■■　■　■　■　　　　■
上部の地層群(柴北層卜の下半部は疎岩・砂岩を主とする岩相岸本ﾄるが,………疎岩Jは小二細疎で，砂

岩は中二納粒となり，挟ﾉまれる泥質岩部もかな/り厚≪画丿長………万1:万:jJ.単･.位数血(ご七:の互層jを示すレまた上

半部は砂岩優勢で√しばしば薄‥い疎岩層を挟む砂岩ニ(暗灰色丿丿下ｿ質泥岩.の互万層七√上方に向かう
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ほど，泥質岩の量比が大きくなっている。　本地層群の中部付･近の泥岩からｌｎｏｃｅｒａｍｕｓ

ｍＵＣりｉｍｅｎｓiｓのほか数種のアン尹ナイトが知られ，土部の泥岩からは7.ＵＬｕａｊｉｍｅｎｓiｓ,　Ｄｉｄｙｍｏtiｓ

ｃｉｈａｍａtＲｕiが出る。寺岡ら(1992)･は，さらにAcila (Ｔｒij,ｎ,ｃｎ,ｆ;i,I,ａ)sp.,Ｄｅｎtaliｕｍ ｃＱｗｐｅｒi

eｚｏｅｎｓiｓ,　Ｐｏｌ

万十帯の宇和島層群から産する本種の殆ど現地生のコロニー状の産状とよくにている○　　　フ　ｊ

　本亜層群の岩組は，典型的な海進初期に伴う上方細粒化堆積相であり，浅海域に形成されたター

ビダイト相と考えられる。犬また，産出化石を総合すれば，その地質時代はチュロニアン後期－コニ

アシアン前期を示し，熊本の御船層群と姫浦層群附の欠如した時間（チュロみアン後期－コニアシ

アン）を埋める位置にある。

中部亜層群　　　　　　　　　　　　　　ト

　中部亜層群は犬飼町や三重町周辺に断片的にレしかし広範囲に分布する。水平方向の層相変化に

富む傑岩・砂岩を主として小量の泥質岩を挟む総厚数千ｍに及ぶ地層群であり，下半部には10層前

後の酸性凝灰岩層を伴う。陳岩・砂岩の様相は下部亜層群下部と大差はないものの，泥質岩中には

スランプ堆積相の含陳泥岩が頻繁に挟まれている。寺岡ら(1993)は下位から犬飼・烏岳や武山の

３層に区分している。犬飼層は観察場所によってかなりの違いがあるものの√全体的には下部より

も上部で喋岩の発達が顕著で，不規則な過程を経た上方粗粒化堆積相と思われる。筆者の化石採集

はスランプ性の泥質岩からＡｐｉｏtｒｉｇｏｎｉａ　ｕｎｄ証ｏｓａとＩ．ｕ犯則ｉＴＴｉｅｎｓiｓの破片数個体と不首尾にお

わったが，寺岡ら(1993)は，この２種以外にも10種以上の化石を報じている。それらはいずれも

上部蝦夷層群・双葉層群・姫浦層群に共通する種群であり，田代(1985b)による環太平洋型動物

群であるO　　　　　I●　　　　　　　　　　　　　:●　　　　　∧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　烏岳層（古野層：野田, 1969)には犬飼層よりも比較的に泥質岩が厚い部分が見られるが，岩相

そめものは犬飼層と変わらない。下部から]｡ 　ｕｕ)aj面批がＳが知られているが，上部からは

�ｏｃｅｒａｒａｕｓｍｉｈｏｅｎｓもＳほか数種のアンモナイトやイノセラムスや姫浦型の二枚貝化石が出る。寺

岡ら(1992)はＳｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓ･ｎａｍｎａｎｎｉをリストに挙げているが，筆者はＳｐｆｉｅＴｉｏｃｅｒａｒＲｕｓ

'ｖofeo'yａＴｎａｉは確認しているもののＳ，几ａｕｍａｎｎｉは採果していない。　　　　犬　犬

　武山層（津留層下部レ野田, 1969)の主体は砂岩優勢なタービダイト相であ肛，下位の地層に比

べると下半部に時々出現する極細喋から構成さしれた㈱質砂岩層を除けば，全体としては殆ど映岩層

を挟まない特徴かおる。数－10数ｍ単位の砂岩層が極く薄い泥質部を挟んで厚く重なっているが，

所々に砂岩・泥岩の砂岩勝ちの細互層が挟まれる。上半部にはやや厚めの暗灰色泥岩が挟まれると

ころかおり，その泥岩はよく成層していて明瞭な層理を観察出来る。ｲﾋ石は特に泥質部に知られ，

浅・深海生貝化石が混在した流れ込み状に薄いレンズ層として観察される。　Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓ

ａｒａａｆｅｕｓｅｎｓiｓ,　Ｓ･"yofeo"＼iaｒｒiaiを始めアンモナイトやウニ化石が比較的多く産出する。

上部亜層群　　　　　　　　　　　　　　　　十

　この地層群に関しては，筆者は部分的にしか観察しておらず，その詳細は判らない執寺岡（19

70）・寺岡ほか(1992)によれば，本亜層群は臼杵付近に大部分が分布するとあり，水ケ城層（津

留層上部：野田｡1969)と海辺層に分けられている。筆者の部分的に観察した知識では，水ケ城層

は砂岩優勢な砂岩・泥岩の互層を主とするが，頻繁に傑岩層やスランプ性の含傑泥岩が挟みレ全体

的には不安定な海域に形成されたタービダイ下相である。

　海辺層は巨傑・天傑から構成される滓岩層や大規模なスランプ性合滓泥岩，同時侵食傑を多量に

取り込んだり，顕緒なソールマークやコンボリュウションが発達した砂岩などが，暗灰色泥岩層と
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不規則に互層する地層懲ある6…………………

I

:◇…………1………:………

………ﾌﾟ=…………＼…………1…………=………＼…………………:

　一筆者は本亜層群加古は化石聚得ていしないが√野]町几工郎9↓＼:ト1町Ｄﾄ（寺岡…………(･t･970
.
)

｡
･など'4こよれCま｀

�ｏｃｅｒａｍｕｓ ａｍａｆｅｕｓｅｎｓiｓ,＼Ｓｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓ　ｙｏｋｏｙａｍａｉづV面卵如鋤ｽｓａｅＫａｌｉｍ面毒ｙＰ・T皿雄ｕｓｓiｕｍ

ｙｕｂａｒｅｎｓｅなどが報告されていて,＞こ弔)ｿ動物相ﾚは御所浦具な⑤の姫浦層群基底部陽く出現する＼ものに

共通する。　　＼　……

……　j　　……1…………………………ト………ﾚ|………];………:ノ………く………ｹﾞ………… I

……………………ﾉ…………………J………,…………………∧………………:･･

丿大野川層群口中ニ上部亜層=群諧地質特代伴ﾉｌａｏｃｅｒａｍ=姐ルａｍａｆｅｕｓｅｎｓiｓ;＼Ｓｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓ

仰加世胆石などの組合せか/ら:観る右本邦ﾏﾐ)サ丿ﾚﾄす耳丿ﾉと本杵石部分に
=
あ犬＼乱…………特6.皐サシトニア

ン後期からカンパ三アン初期に出現す弓典型的な参加加尚浪加臨ﾉｹ応･ａＵｍａＴｉｍの産出脊見ない(寺ン後期からカンパニ･アン初期に出現す45典型的すぶＳｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｕａｿ:=れａｕｍａれnijの．:産出壱見ない（寺

鋼ら, 19闘士はＳ.　ｎａｕｍａ瓦戒:を報している）の寸サ丿下戸プノ前期の範囲内………icあIる･Jと考え.:られる･．

下部十中部亜層群の岩相の変化まTさはレ急激な海進仁伴いに＼急速に発達した浅海域に形成された一

種のダ＋ビダイト相とみなせるが√上部亜層群でﾚぱに七=･のすトビダイ上相奄形成しなが盲もレ部分

的に√複雑なテIクトニックな運動=に支配吝れたよう:=な急激な］

みら/れるよ上部蝦夷層群をけじめ、姫浦層群・外和泉層群ﾄ､う

ン後期からこサントニデ/ンにかけてﾚ=最も海進期ﾆ(汎世界的)………φ=堆==積本目;がi顕緒:万な

ず，大野川勝群に限らす観察されるこの上部亜層群の岩組変化誰√…………j=恐ら丁ぐ本亜

川盆地地域の局地的な上昇を伴う様なテク寸ニヅケな動士きしの存在なくく………1してに

帯の動きと併せで考察することが必要である。　………＼ト…………1･∧……………………………j

す巨傑岩相などが

√ヤコニ1アジア

あレる＼にも拘ら

積当時，大野

ない。三波川

Ｂ）瀬戸内の白亜系ト　　．　　……万　･･　ト＼…………2∧…………:.=こj一万∧j･ｿ=（:ト=……:…………ﾌﾚﾀﾞI∧…………＞◇◇………

和泉層群　　　………:　　　=犬……………　…………ﾚﾉｿﾉ1=ﾉﾆ……===:…………………＼ｿ………∧＼……=･＼y……………=.=………ﾄ……=j/ヶ<∧∧=…………j.･　十上

　四国松山周辺から大阪和泉山脈にかけて中央構造縮め北側政沿ら万了総長＼ぐ分布する上部白亜系が，

和泉層群古呼ばれるノ近年の四国の和泉層群のﾉ地質構造学的な代表的研究聯十万仁須槍尚（1970）の

地質図があるがレ層序学的・古生物学的研究にうﾚい七ﾚ･=:Cま゜地域的な報告･が多/くﾉ√……不口泉層群全域を総括

した内容のものはないノ大阪和泉，淡路島地方に関して＼は………Tのhi･k八如九万nd Maeda (1956a･,……1986b,

1957)によ‥る二枚貝化石け四国の一部を含めたＭ計乱血元oﾌ………aね･d Iv

(1985)による頭足類化石のそれぞれ詳細な研究があるyが地質構造学的研究仁づいす録充分古はい(1985)による頭足類化石のそれぞれ詳細な研究がしあるyが地質構造学的研究,4

え/ない。四国の最近め和泉層群にづい七は大型化石以外にﾄもﾉ地域的な:もくので

(岡村ほかﾚ1984 ； 山崎, 1987)一や古地磁気居序学的研究ﾉ]……(小玉√)……J↓:990 ; K,

されてjき･だ。ニ　　コ　ニ犬　　‥‥‥‥　‥‥=………:……=……ニレ………＼j一万<ﾚ………j………＼∧……………=ｿﾞ･I

　＼　…………　………=　プニ　………表９丿和泉層群ﾚめ二枚貝化石∧j………:………=∧〈ﾉ〉/……
I
＼………

Nｕｃｕtａ（1 .ｐ.ｉｏｎ.ｕ.cii.la.）ｓh.ich.ｅｎ.ｓiｓ

ｙ（Ｌ.）ａｚｅｎｏtａｎｉＲＲＲｉｓ　　　十

N.二(s.l.) iz･ｕｒｎ.ｅｎ･ＳＩＳ大

Acila (Ｔｒｕｎｃａｃｉｌａ）ｙ面短心卜‥

Ｋ２ｏｎ.]j.cjj:J.fj"ｎ.ｒｔ.ｄ.ｒt.ｈr.ｎ犬　　　　十Ｉ

Ｐｏ附臨ndia (sふ．？）iｚｕｍｅｎｓiR

八八（Ｃｎｅｓtｒieltａ）＼･ｃｕｎｅｉｓtｒiatａ¨　ｊ

八（Ｃ.）obiiｑｕiｓtｒiatａ
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Solemya aneusticaudata

NaTi.onn.i)iRbreuis

Ｎ、ainaiianus

万．turgida

Ｎ、amafeuseasis

N、splendence

N、tasftiroaa

Lim,opsis feogata

Ｇりりmeris（Ｇりｃﾝmerita）japonica

P,rn.r.hidontp,Rna.nhoi

Modi.niilij.Rsim.onadensis

Inoceramus ？　ciLuauensis

7.（Cordiceramus）^yitasai.

7.（CoXaceramus) aff. balticus

/. (C.)att. toyajoanuり

/. (C.)ati. goldfussianus

/. (C.)乱張ｏｔａ几ensis
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我我micardia parva

Eriphyla (s.s.)japonica

裁(s.s.)elegans

Granoc.a,rdium.(s.s.) nippoji.p.nRP.

Ｌゆt心印len japonica

Agnomyax elegans

Tenea japoaica

Izumia trapezoidaiis

Aphrodina izura飢s沁

Loxo japonica

Årnafeusatdpes bvatus

Gonin^^la sｐ･

Perip Eomya srandis

P、nasaoi｡Γlagaoi

Ｐ． nagaoi hrevis

Periploma ambiaua
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Ｈ：松山道後・西条周辺ｿ　S:し塩江・塩人周辺………Ｋここ:〉兼割周=辺▽八……:淡路島………ｏ.･I:万堺市周辺

犬和泉層群についても大野川層群と同じよう/に，各調査地域毎ﾉ(研究者毎肥異な,る地層名が設定さ

れていて，それぞれの地域毎の対比を困難に七/でいよる=執∧極地域的万作堆積組の違いﾉを除ﾚけば，いず

ゝ　　●.｢rhttp://wwｗ..net~--=k..　●●･｣●｀　　･･一一｀　‾‾･　・　　　　・

れていて，それぞれの畑域毎の対比を困難にし/ていうる=耽∧極増域的yな堆積柑の違いケを除Tけぱ，いず

れの地域でち基本的な和泉層群の淮積柑の夏遷は其通して牡るこ＼ぞノの層相変化/は先ず基底疎岩から

姶まり/極浅海生貝化石を含む磯質ヤ粗粒砂岩肱＜浅……f万.深I―海生―勣物化石が混在するズプダプ性の含疎

　基底部層の貝化石は，西から東にかけてその

られているべ田代, 1985a, b)。ぞの化石相＼(君

上部亜層群の種と共通しにその化石群集は姫浦

層･(マストリ｡ヒシアン士までめ垂直(時間軸)＼

畦ノ谷｡1ソブラ付近へと順序よく出現する。

和泉層群に独特な二枚貝種（姫浦層群

アツ末期以降（香川県塩江付近の

,い種)くにはカンパニ

いノ叫戒しくＭｉｃｒｏrｉｅｃtｅｓ

i２ｕ.ｍｅｎｓiｓ,▽Ｉｎｏｃｅｒぐｌｍμs (?) au.皿j㈲ｅｎｓiｓ, Ｎａｎｏ几ａｕiｓ］ｓｐｌｅｎｄｅａｃｅ,=で尚ｏｃｏｉｉｘｓ……j（Ｃｒｅｎｏｃ.ohi.f

i2ｕｍｅｎｓiｓ, Ｐａｒｖａｍｕｓｓiｕm　iｚｕｍｅれＳＩＳがある,ぷ………ﾅこ∧のﾚ親ｹﾞ象………Cまjケン七:ﾅI:J:=ｲjj = ﾄ=類＼でも同様に

Ｐｒabitｏｃｅｒａｓの産出などで説明できる。またこ好時点以降イ和泉層群竹ぱ≠地点以東）‥で,トヤ般

に外洋沿岸浅海性環境脊示すＧりｃｙｍｅ八ｓが全くﾉ産出仁なソ。………≠衣上ﾄﾚ=｡ﾉ･Jyヒドア･｡1丿以降の和泉層群

の基底部二下部層はレ九州や北海道とは異なっ=だ特殊な内湾的堆積環境ﾚに転トした事が推定出来る丁

下部層の貝化石はイノセラムスや泥底生・公海遊泳生口貝……=や万:丿J=丿=

I
七=

I

ナ;ｲj=ﾄ=ｶﾒ:知万゜られ，そのほかウ
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ニ・単体サンゴなどが出る。それらの化石はイノセラムス類とBaculites sp. を除けば，散点的に

出る事が普通で泥底生の二枚貝の場合，殆ど殻を閉じたままか･，開いていても靭帯部は結合してい

る。恐らく現地生かそれに近い産状壱示していると思われる。イノセラムス類では，松山一西条間

の暗灰色泥岩にはＳｐｆｉｅｎｏｃｅｒａｍｕｓ ｓch,Ｔｒｉｉｄtiii^見られ，愛媛県東部から香川県中部の暗灰色シルト

岩にはＩｎｏｃｅｒａｍｕｓｓli. balticｕｓ，I，aii.　tｏ"))ａｉｏａＴｉｕｓが見られ，その産状は同一種のみから形成

された薄いレンズ状の密集層でありコロニー状の産状であることを示す。イノセラムスや泥底生の

貝化石が混在して産出することもあるが，その場合，マトリヅクズは細かくみると細疎を含むター

ビダイト相であり，化石はいずれも不完全・破片状，離弁状である。観音寺市と財田町南方３箇所

に殆どＢａｃ公社ｅｓsＰ.のみ（所属不明の貝化石も含まれている）が密集したブロック状の砂岩塊が

シルト岩中に挟まれている（田代ぼか, 1993)。　　　　　　　　＼

　西から東へ延びる基底傑岩を結ぶ線分に斜交して西側では基底部から離れ，東側では基底部に重，

なる線上に産出する興味ある２帯の化石帯かおる。その一つはアン焉ナイV　Ｍｅtｏｐｌａｃｅｎtｉｃｅｒａｓ

ｓｕbtilifoｒｍもｓで，残る乙つはほぼこのアンモナイ下帯に重なるか↓やや上位に出現する大型力牛

のコロニー状の密集層である。この力牛密集層は姫浦層群上部亜層群Ⅲ層下部（カンパニアン末期）

に出現する力牛礁化石と恐らぐ同種で構成されている。この３帯の化石の産出岩相は一定ではなく，

化石は映岩・泥岩・砂岩問わず産出する。この２帯の線分は，恐らく和泉層群の堆積の東進に斜交

する同一時間面を形成している可能性かおる（田代ほか，↓993)。　　　　　　　　　　　　………

　中部二上部層からの貝化石は極めて少なく√恐らべ，これまで地元の化石研究者・採集者の方々

（例えば篠原勇・奥平耕右・山崎啓司・橋本寿夫・山内嵩代氏など）の好意による数点の標本を観

察したに過ぎないが，それらは香川一徳島県の中一上部層の標本で，殆どイノセラムズ類であり，

その大半は�ｏｃｅｒａｍｕｓ ｓfiifeotａｎｅｒｉｎｓiｓで，あとは， Ｍ-ytiloideｓ sp･，ＳｐＦｉｅｎｏｃをｒａｍｕｓ　ai£.

ｈｅtｏｎａｉａｒｉｕｓ,Ｉｎｏｃｅｒａｒａｕｓｇｏｌｄ/ｕｓｓｉａｍもｓ,　I.　ｓp.などであり，いずれも散点的に産し，不完全な

標本が多い。アンモナイト類Pl.abitｏｃｅｒａｓ sp.,Ｋａｎａｄｏｃｅｒａｓsp.,　Ｇａｕｄりｃｅｒａｓｓpレなども数点

観察しているが，いずれも部分または一部破損の不完全標本である。

　和泉層群はしばしば九州の大野川層群に比較ざれる。しかしながら動物相・時代設定から考えれ

ば，両者間には全く共通点はない。和泉層群の堆積が始まる頃より１ステージ近く前に，すでに大

野川層群の堆積は終了していることが化石や岩相変遷からみても明かである。また堆積環境の発達

過程からみた岩組の推移からみても異質である。和泉層群の化石相は，姫浦層群上部亜層群と密接

な関係にある。姫浦層群上部亜層群の岩相変化に見られるリズミカルな構造盆地の発達は，恐らく

段階的に東進しつづける和泉層群基底部の発達とは無関係だとは思えない。田代べ1986)は姫浦層

群の上部亜層群と下部亜層群の堆積盆の位置が時間の経過と共に前者が後者よりも西方にずれてい

ることについて報告しているが，これらの現象は，恐らく中央構造線の動きと密接な関係かおる。

和泉層群堆積時には，大野川盆地にはすでに海域はなくレ太平洋側の海域は東南方へかなり後退し

ていたことが推定される。四国四万十帯白亜系の南縁に分布し，スロープベーズンあるいはトレン

チ堆積相を示す北側（内陸側）の白亜系とは場違いに,=和泉層群と共通する浅海生の貝化石の産出

でしられる中村層・有岡層（詳細は次号）の存在は，間接的にこの事実を支持していると考えられ

る。

(次号へ続Ｏ
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